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は
じ
め
に

漢
籍
旧
鈔
本
（
一
）

の
研
究
や
日
本
古
代
中
世
典
籍
（
以
下
、
日
本
古
典
籍
と
略
称

す
る
）
所
引
漢
籍
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
長
澤
規
矩
也
・
阿
部
隆
一
の
両
氏
の
基

礎
的
な
書
誌
学
的
研
究
が
あ
る
（
二
）
。
し
か
し
全
体
的
に
は
、
必
ず
し
も
活
発
な
研

究
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
い
難
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
要
因
は
、
中
国
学
・

日
本
漢
文
学
・
日
本
史
学
・
日
本
思
想
史
学
等
の
分
野
に
亘
る
学
際
的
研
究
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
漢
籍
旧
鈔
本
及
び
日
本
古
典
籍
所
引
漢
籍
の
テ
キ

ス
ト
の
性
格
や
本
文
系
統
の
考
察
を
行
う
こ
と
は
、
漢
学
を
主
と
し
た
日
本
古
代

中
世
学
問
史
、
と
り
わ
け
漢
籍
受
容
史
の
研
究
を
行
う
上
で
重
要
な
課
題
の
一
つ

で
あ
る
。

筆
者
は
、
日
本
史
学
と
中
国
学
の
学
際
的
研
究
で
あ
る
日
本
古
代
中
世
に
於
け

る
『
論
語
義
疏
』（
以
下
、『
義
疏
』
と
略
称
す
る
）
の
受
容
と
展
開
の
一
環
と
し

て
、
日
本
古
典
籍
所
引
『
義
疏
』
と
室
町
時
代
書
写
の
旧
鈔
本
『
義
疏
』（
三
）

と
を

比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
流
布
し
て
い
た
『
義
疏
』
の
性
格

や
本
文
系
統
の
解
明
を
企
図
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、『
令
集
解
』
所
引
『
論
語
義
疏
』（
以
下
、『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』

と
略
称
す
る
）
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
し
た
い
。

従
来
の
『
令
集
解
』
所
引
漢
籍
の
研
究
に
は
、
以
下
の
二
つ
の
文
献
学
上
の
問

題
が
あ
る
。

一
、
多
く
の
研
究
で
は
、『
令
集
解
』
は
、
現
在
で
も
最
良
の
活
字
本
と
認
知
さ

れ
て
い
る
新
訂
増
補
国
史
大
系
所
収
本
（
以
下
、
国
史
大
系
本
と
略
称
す

る
）
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
底
本
で
あ
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵

田
中
本
（
以
下
、
田
中
本
と
略
称
す
る
）
を
は
じ
め
と
す
る
『
令
集
解
』

の
主
要
な
写
本
の
性
格
に
つ
い
て
十
分
考
慮
し
な
い
ま
ま
、
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
、
多
く
の
研
究
は
、
所
引
漢
籍
の
調
査
を
す
る
際
に
、
日
本
に
伝
来
し
て
い

な
い
テ
キ
ス
ト
や
『
令
集
解
』
の
撰
述
時
代
か
ら
考
え
て
全
く
不
適
切
な

テ
キ
ス
ト
、
ま
た
近
現
代
の
校
訂
本
を
用
い
て
い
る
こ
と
。

こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
選
定
の
問
題
は
、『
令
集
解
』
所
引
漢
籍
の
性
格
や
本
文
系

統
の
文
献
学
的
考
察
に
於
い
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
留
意
し
、
研
究
の
原
点
に
た
ち
か
え
っ
て
『
集
解
』
所

引
『
義
疏
』
の
文
献
学
的
考
察
を
行
い
た
い
。

第
一
章
　
先
行
研
究
と
そ
の
問
題
点

『
義
疏
』
は
、
武
内
義
雄
（
四
）

・
高
橋
均
（
五
）

の
両
氏
等
に
よ
り
中
国
学
の
分
野
か

『
令
集
解
』
所
引
『
論
語
義
疏
』
の
性
格
に
関
す
る
諸
問
題

―
「
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を
め
ぐ
っ
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―
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ら
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
日
本
古
代
中
世
に
於
け
る
漢
籍
受
容
史
の
観
点

か
ら
は
、
活
発
な
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
『
義
疏
』
の
先
行
研
究
の

う
ち
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
に
関
わ
る
研
究
は
、
次
に

挙
げ
る
高
橋
均
・
山
口
謠
司
の
両
氏
の
二
つ
の
論
考
の
み
と
い
え
る
。

高
橋
均
氏
は
「
論
語
義
疏
の
日
本
伝
来
に
つ
い
て
」（
六
）

に
於
い
て
、『
集
解
』
所

引
『
義
疏
』
と
旧
鈔
本
『
義
疏
』（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
清
熙
園
本
を

以
て
代
表
さ
せ
る
）
と
を
比
較
検
討
し
て
、
両
者
は
同
系
統
に
属
す
る
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
た
だ
し
、『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
が
、
唐
鈔
本
に

由
来
す
る
本
文
か
否
か
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
の
一
部
に
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』
と
は
異
な
っ
た

テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
も
の
か
、
或
い
は
『
令
集
解
』
の
撰
述
者
が
引
用
に
際
し
て

書
き
改
め
た
も
の
か
を
判
定
す
る
の
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
『
令

集
解
』
の
引
用
箇
所
を
旧
鈔
本
『
義
疏
』
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
、
皇
侃
疏
以
外
の
疏
（
例
え
ば2

仲
都
『
論
語
疏
』）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
可
能

性
も
あ
る
こ
と
、
の
二
点
を
問
題
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
山
口
謠
司
氏
は
「
論
語
義
疏
の
系
統
に
就
い
て
」（
七
）

に
於
い
て
、
旧
鈔

本
『
義
疏
』
は
宋
刊
本
系
統
で
は
な
い
か
と
い
う
長
澤
規
矩
也
氏
（
八
）

の
問
題
提
起

を
証
明
す
る
た
め
に
、
小
島
憲
之
氏
（
九
）

の
『
令
集
解
』
引
用
の
訓
詁
は
原
本
系

『
玉
篇
』
の
佚
文
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
は
『
令
集
解
』
以
外
の
古
代
中
世
の
古
典
籍

の
引
用
文
に
も
適
用
で
き
る
と
い
う
説
、
及
び
太
田
次
男
氏
（
一
〇
）

の
『
政
事
要
略
』

所
引
『
白
氏
文
集
』
は
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
本
文
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
他
の
『
政

事
要
略
』
所
引
漢
籍
も
日
本
に
早
く
に
伝
来
し
、
原
本
に
近
い
良
質
の
本
文
が
保

存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
に
依
拠
し
、『
令
集
解
』
・
『
令
義
解
』
・
『
政
事
要

略
』
・
『
性
霊
集
略
注
』
・
『
弘
決
外
典
鈔
』
・
『
世
俗
諺
文
』
の
日
本
古
典
籍

に
引
く
『
義
疏
』
を
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
本
文
と
想
定
す
る
。
氏
は
『
令
集
解
』

等
の
日
本
古
典
籍
所
引
『
義
疏
』
と
旧
鈔
本
『
義
疏
』
と
を
比
較
検
討
し
、
両
者

の
異
同
は
単
純
な
誤
写
・
衍
字
衍
文
・
脱
字
脱
文
で
は
な
く
、
日
本
古
典
籍
所
引

『
義
疏
』
が
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
本
文
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』

は
宋
刊
本
に
由
来
す
る
本
文
と
推
定
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
の
系
統
に
つ
い
て
の
両
氏
の
見
解
は
、

唐
鈔
本
に
由
来
す
る
本
文
で
あ
る
こ
と
は
一
致
す
る
が
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』
と
の

関
係
は
対
立
し
て
い
る
。『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
の
系
統
に
つ
い
て
、
独
自
に
再

検
討
し
、
そ
の
性
格
を
解
明
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
だ

っ
て
、
高
橋
・
山
口
の
両
氏
が
考
察
に
用
い
たa

資
料
の
テ
キ
ス
ト
選
択
に
つ
い

て
一
言
し
て
お
き
た
い
。

高
橋
氏
は
『
義
疏
』
を
引
用
す
る
日
本
古
典
籍
と
し
て
『
世
俗
諺
文
』
・
『
論

語
総
略
』
・
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
・
『
令
集
解
』
を
利
用
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
『
世
俗
諺
文
』（
一
一
）

は
、
遅
く
と
も
鎌
倉
時
代
初
期
書
写
の
天
理
大
学
附
属

天
理
図
書
館
所
蔵
観
智
院
本
を
用
い
、『
論
語
総
略
』（
一
二
）

は
孤
本
で
あ
る
鎌
倉
時

代
末
期
書
写
の
曼
殊
院
所
蔵
本
を
用
い
て
お
り
、
氏
の
選
択
は
妥
当
と
い
え
る
。

し
か
し
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』（
一
三
）

に
つ
い
て
は
、
高
山
寺
所
蔵
天
永
二
年

（
一
一
一
一
）
写
本
・
高
野
山
大
学
図
書
館
保
管
金
剛
三
昧
院
寄
託
平
安
時
代
末
期

〜
鎌
倉
時
代
初
期
写
本
が
伝
存
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
思
想
大
系
『
空
海
』

（
一
四
）

所
収
本
と
『
弘
法
大
師
　
空
海
全
集
』
第
一
巻
（
一
五
）

所
収
本
を
用
い
て
お
り
、

そ
の
選
択
に
は
疑
問
が
あ
る
。
更
に
『
令
集
解
』
に
つ
い
て
は
、
主
要
な
写
本
（
一
六
）

と
し
て
、
田
中
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
鷹
司
家
本
（
以
下
、
鷹
司
家
本
と
略
称

す
る
）
・
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
清
家
本
（
以
下
、
清
家
本
と
略
称
す
る
）
・
国

立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
紅
葉
山
文
庫
本
（
以
下
、
紅
葉
山
文
庫
本
と
略
称
す

る
）
・
宮
内
庁
侍
従
職
所
管
東
山
御
文
庫
本
（
以
下
、
東
山
御
文
庫
本
と
略
称
す

る
）
・
京
都
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
『
旧
抄
本
経
書
』（
一
七
）
（
以
下
、『
旧
抄
本

経
書
』
と
略
称
す
る
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
氏
は
国
史
大
系
本
を
用
い
て
お
り
、

こ
の
点
に
も
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
氏
の
テ
キ
ス
ト
選
定
に
は
問
題
が
あ
る

と
い
え
る
。

山
口
氏
は
『
令
集
解
』
・
『
令
義
解
』
・
『
政
事
要
略
』
・
『
性
霊
集
略
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注
』
・
『
弘
決
外
典
鈔
』
・
『
世
俗
諺
文
』
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、『
性

霊
集
略
注
』（
一
八
）

は
孤
本
で
あ
る
慶
応
義
塾
図
書
館
所
蔵
嘉
元
四
年
（
一
三
〇
六
）

写
本
、『
弘
決
外
典
鈔
』（
一
九
）

は
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
称
名
寺
寄
託
弘
安
七

年
（
一
二
八
四
）
円
種
校
合
移
点
写
本
を
用
い
て
お
り
妥
当
と
い
え
る
。
ま
た

『
政
事
要
略
』（
二
〇
）

は
『
義
疏
』
を
引
用
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
古
写
本
が
伝
存
し

な
い
の
で
、
校
訂
を
経
た
国
史
大
系
本
を
用
い
た
氏
の
選
択
も
や
む
を
え
な
い
。

し
か
し
『
令
集
解
』
・
『
令
義
解
』
は
主
要
な
写
本
が
伝
存
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
国
史
大
系
本
を
用
い
、『
世
俗
諺
文
』
は
続
群
書
類
従
所
収
本
を
用
い
て
お
り
、

い
ず
れ
も
問
題
が
あ
る
。『
令
集
解
』
と
『
世
俗
諺
文
』
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通

り
然
る
べ
き
写
本
が
伝
存
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
依
拠
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
令
義

解
』
が
『
義
疏
』
を
引
用
す
る
箇
所
は
「
上
令
義
解
表
」
で
あ
り
、
そ
の
主
要
な

写
本
に
は
、
鎌
倉
時
代
書
写
と
推
定
さ
れ
る
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
広
橋
本
、

及
び
金
沢
文
庫
本
を
近
世
初
頭
に
書
写
し
た
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
紅
葉

山
文
庫
本
（
二
一
）

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
用
い
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
幾
多
の
旧

鈔
本
『
義
疏
』
が
伝
存
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
武
内
義
雄
『
論
語
義
疏
（
校

本
）・
校
勘
記
』（
二
二
）
（
以
下
、
武
内
本
と
略
称
す
る
）
を
も
っ
て
代
替
し
て
い
る
こ

と
に
も
問
題
が
あ
る
。

高
橋
・
山
口
の
両
氏
の
論
考
の
基
礎
と
も
い
え
る
日
本
古
典
籍
の
テ
キ
ス
ト
選

定
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は
、
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
は

い
ず
れ
も
中
国
学
分
野
か
ら
の
研
究
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
日
本
古
典
籍
の
テ
キ

ス
ト
の
性
格
を
十
分
解
明
し
な
い
ま
ま
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
大
き
な

問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
に
鑑
み
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
『
令
集
解
』
の
諸
本
を
精
査

す
る
と
と
も
に
、
平
安
・
鎌
倉
・
室
町
の
各
時
代
の
典
籍
に
そ
れ
ぞ
れ
引
用
さ
れ

る
『
義
疏
』、
旧
鈔
本
『
義
疏
』、
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
と
も
比
較
検
討
す
る
こ
と

に
よ
り
、
奈
良
・
平
安
時
代
に
流
布
し
て
い
た
『
義
疏
』
の
系
統
を
追
究
し
、
学

問
史
的
研
究
に
資
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
章
　
『
令
集
解
』
の
文
献
学
的
問
題

日
本
古
典
籍
所
引
漢
籍
が
、
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
本
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

先
学
の
研
究
（
二
三
）

に
よ
り
、『
政
事
要
略
』
等
の
引
用
漢
籍
に
つ
い
て
解
明
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
『
令
集
解
』
所
引
漢
籍
の
研
究
（
二
四
）

は
原
本
系
『
玉
篇
』
・
『
切

韻
』
に
つ
い
て
先
行
研
究
が
あ
る
も
の
の
、
引
用
漢
籍
の
性
格
や
系
統
に
ま
で
及

ぶ
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。

『
令
集
解
』
の
編
纂
は
、
貞
観
年
間
（
八
五
九
〜
八
七
六
）
と
い
わ
れ
て
い
る
（
二
五
）
。

従
っ
て
、『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
漢
籍
の
本
文
は
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し

た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、『
古
記
』
と
『
釈
』
の
成
立
は
奈
良
時
代

に
溯
る
の
で
、
そ
れ
ら
が
引
用
す
る
漢
籍
は
、
奈
良
時
代
以
前
に
溯
る
本
文
（
二
六
）
、

換
言
す
る
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
唐
鈔
本
に
溯
る
本
文
で
あ
る
。『
義
疏
』
の
現
存

す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
唐
代
書
写
の
敦
煌
本
『
論
語
疏
』（
二
七
）

を
除
け
ば
、
室
町
時
代

（
二
八
）

か
ら
明
治
時
代
ま
で
の
比
較
的
新
し
い
鈔
本
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
の
性
格
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
奈
良
時
代
に
伝
来
し
て
い

た
『
義
疏
』
の
本
文
復
原
、
ひ
い
て
は
旧
鈔
本
『
義
疏
』
の
性
格
を
解
明
す
る
上

に
於
い
て
も
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
が
以
上
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず

『
義
疏
』
を
引
く
『
令
集
解
』
の
的
確
な
テ
キ
ス
ト
選
定
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し

前
述
の
如
く
、
高
橋
・
山
口
の
両
氏
は
、
こ
の
点
の
検
討
を
欠
い
た
ま
ま
国
史
大

系
本
を
用
い
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
、『
令
集
解
』
の
テ
キ
ス
ト
選
定
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

『
令
集
解
』
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
石
上
英
一
・
水
本
浩
典
の
両
氏
（
二
九
）

に

よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
石
上
氏
作
成
の
『
令
集
解
』
諸
写
本
の
系
統
略
図
（
三
〇
）

に
よ
れ
ば
、『
令
集
解
』
の
依
拠
す
べ
き
写
本
（
三
一
）

は
次
の
四
本
で
あ
る
。

〈
１
〉
田
中
本
…
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
江
戸
時
代
前
期
写
本



〈
２
〉
鷹
司
家
本
…
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
江
戸
時
代
写
本

〈
３
〉
清
家
本
…
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
慶
長
二
年
〜
四
年
写
本

〈
４
〉
紅
葉
山
文
庫
本
…
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
江
戸
時
代
初
期
写
本

こ
れ
ら
の
う
ち
田
中
本
は
、
国
史
大
系
『
令
集
解
』
の
底
本
で
あ
り
、
最
重
要

な
写
本
と
い
わ
れ
て
い
る
。
国
史
大
系
『
令
集
解
』
前
篇
の
凡
例
（
三
二
）

に
は
、「
底

本
た
る
田
中
忠
三
郎
氏
所
藏
本
は
今
存
す
る
と
こ
ろ
三
十
六マ

マ

册
、
袋
綴
本
に
し
て

金
澤
文
庫
のb

印
を1
書
し
、
本
文
の
朱
引
き
の
外
に
行
間
又
は
鼇
頭
に
朱1

の

書
入
れ
等
を
忠
實
に
書
寫
し
、
諸
轉
寫
本
の
中
に
あ
つ
て
最
も
原
本
に
近
き
も
の

と
鑑
せ
ら
る
。」
と
あ
り
、
ま
た
、
関
靖
氏
（
三
三
）

は
、「
奥
書
の
新
古
に
よ
つ
て
、

そ
の
本
の
新
古
を
判
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
奥
書
の
沢
山
あ
る
も
の
ほ
ど
、

多
数
の
人
手
に
転
々
し
て
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

若
し
そ
の
度
毎
に
転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
ら
、
一
番
人
手
に
多
く
渡
ら

な
か
つ
た
も
の
ほ
ど
、
真
を
伝
へ
て
ゐ
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
意

味
か
ら
内
閣
本
と
田
中
本
が
一
番
よ
い
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
考
へ
て
ゐ

る
。」
と
、
述
べ
て
い
る
。
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』
の
解
題
（
三
四
）

で
も
、「
田
中

氏
所
蔵
本
は
、
金
沢
文
庫
本
の
転
写
本
で
あ
っ
て
、
三
五
冊
。
書
写
年
代
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
江
戸
時
代
と
推
定
さ
れ
る
。
金
沢
文
庫
の
黒
印
を
墨
書
し
、
行

間
そ
の
他
の
書
入
れ
を
も
忠
実
に
転
写
し
た
も
の
で
、
諸
本
の
な
か
で
最
も
金
沢

文
庫
本
の
原
形
に
近
い
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。」
と
、
記
さ
れ
て
い
る
。
田
中
本

は
、
金
沢
文
庫
本
系
統
の
諸
本
中
、
最
善
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
通
説
と
な

っ
て
い
る
が
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
と
な
る
ま
で
は
容
易
に
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
こ
の
た
め
田
中
本
を
底
本
と
し
て
い
る
国
史
大
系
『
令
集
解
』
が

最
良
の
活
字
本
と
し
て
一
般
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
田
中
本
に
つ
い
て
は
、
吉
岡
眞
之
「
田
中
本
『
令
集
解
』
覚
書
」（
三
五
）
、

石
上
英
一
「
解
題
　
令
集
解
田
中
本
」（
三
六
）

が
あ
る
と
は
い
え
、
よ
り
具
体
的
な
研

究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
高
橋
・
山
口
の
両
氏
の
よ
う
に
、
田
中
本
を

底
本
と
し
て
い
る
国
史
大
系
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
問
題
が
あ
り
、

筆
者
は
、
石
上
氏
に
よ
っ
て
主
要
な
写
本
と
さ
れ
た
田
中
本
・
鷹
司
家
本
・
清
家

本
・
紅
葉
山
文
庫
本
を
用
い
て
、『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』「
五
常
」
の
条
の
本
文

を
比
較
検
討
す
る
。

な
お
、
容
易
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
か
ら
、
研
究
が
進
ん
で
い
る

と
は
い
い
難
い
東
山
御
文
庫
本
、
及
び
鎌
倉
時
代
書
写
の
清
家
本
『
令
集
解
』
巻

十
九
の
断
簡
を
含
む
『
旧
抄
本
経
書
』（
三
七
）

に
つ
い
て
も
調
査
対
象
と
し
た
。

〈
５
〉
東
山
御
文
庫
本
…
宮
内
庁
侍
従
職
所
管
江
戸
時
代
写
本

〈
６
〉『
旧
抄
本
経
書
』
…
京
都
大
学
文
学
部
古
文
書
室
所
蔵
鎌
倉
時
代
写
本

第
三
章
　
『
集
解
』
諸
本
所
引
『
義
疏
』
の
比
較
検
討
と
校
勘

『
集
解
』
の
『
義
疏
』
引
用
文
を
精
査
し
た
結
果
、
管
見
の
限
り
で
は
次
の
十
三

箇
条
が
認
め
ら
れ
る
。
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凡
例

○
当
該
表
を
作
成
に
当
た
っ
て
は
、『
令
集
解
』
の
底
本
に
は
国
史
大
系
本
を
用
い
、
ま
た
、
旧
鈔
本

『
義
疏
』
に
は
武
内
本
を
用
い
た
。

○
『
令
集
解
』
の
該
当
箇
所
は
、
国
史
大
系
本
の
頁
数
・
行
数
・
双
行
の
左
右
に
よ
っ
て
示
し
た
。

（
例
）「
７４
―
８
左
」
は
、「
７４
頁
８
行
目
左
」
を
指
す
。

『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』

旧
鈔
本
『
義
疏
』

（
１
）
巻
第
三
・
職
員
令
・
中
務
省
・
画
工
司
・
釈
　
７４
―
８
左

巻
第
二
・
八c

第
三

（
２
）
巻
第
五
・
職
員
令
・
左
衛
士
府
・
古
記
　
１４４
―
３
右
〜
左

巻
第
三
・
雍
也
第
六

（
３
）
巻
第
六
・
後
宮
職
員
令
・
書
司
・
古
記
　
１７４
―
３
左
〜
４
右

巻
第
一
・
皇
序

（
４
）
巻
第
六
・
東
宮
職
員
令
・
傅
・
古
記
　
１８３
―
１
右
〜
２
右

巻
第
一
・
為
政
第
二

（
５
）
巻
第
九
・
戸
令
・
聴
養
条
・
釈
　
２７２
―
４
左
〜
５
左

巻
第
二
・
八c

第
三

（
６
）
巻
第
十
一
・
戸
令
・
国
遣
行
条
・
讃
　
３２０
―
９
右
〜
３２１
―
１
左

巻
第
一
・
為
政
第
二

（
７
）
巻
第
十
二
・
田
令
・
園
地
条
・
古
記
　
３５７
―
４
右

巻
第
七
・
子
路
第
十
三

（
８
）
巻
第
十
三
・
賦
役
令
・
孝
子
条
・
古
記
　
４１２
―
３
左

巻
第
六
・
先
進
第
十
一

（
９
）
巻
第
十
五
・
学
令
・
在
学
為
序
条
・
釈
　
４４６
―
７
右
〜
左

巻
第
四
・
述
而
第
七

（
１０
）
巻
第
十
五
・
学
令
・
在
学
為
序
条
・
古
記
　
４４６
―
８
右
〜
左

巻
第
四
・
述
而
第
七

（
１１
）
巻
第
十
七
・
選
叙
令
・
郡
司
条
・
釈
　
４８７
―
１
右
〜
左

巻
第
九
・
陽
貨
第
十
七

（
１２
）
巻
第
十
九
・
考
課
令
・
五
常
事
・
釈
　
５５７
―
２
右
〜
３
右

巻
第
一
・
為
政
第
二

（
１３
）
巻
第
十
九
・
考
課
令
・
徳
義
者
内
外
称
事
・
古
記
　
５５７
―
７
左
〜
５５８
―
２
右

巻
第
一
・
為
政
第
二
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そ
の
う
ち
「
五
常
」
の
条
は
、
四
箇
条
が
認
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
後
述
す
る
平

安
・
鎌
倉
・
室
町
の
各
時
代
の
典
籍
、
及
び
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
に
当
該
条
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
他
の
九
箇
条
は
、
日
本
古
典
籍
所
引
『
義

疏
』
と
は
合
致
せ
ず
、
比
較
検
討
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は

「
五
常
」
の
条
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
検
討
と
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

『
義
疏
』「
五
常
」
の
条
は
、
巻
第
一
・
為
政
篇
第
二
の
後
半
の
部
分
に
該
当
す

る
。「
五
常
」
の
条
は
、『
令
集
解
』
で
は
①
巻
第
六
（
東
宮
職
員
令
・
傅
・
古
記
）、

②
巻
第
十
一
（
戸
令
・
国
遣
行
条
・
讃
）、
③
巻
第
十
九
（
考
課
令
・
五
常
事
・
釈
）、

④
巻
第
十
九
（
考
課
令
・
徳
義
者
内
外
称
事
・
古
記
）
の
四
箇
所
に
引
用
さ
れ
て

い
る
。
は
じ
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
前
述
の
諸
本
を
比
較
検
討
し
て
諸
本

間
の
字
句
の
異
同
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
諸
本
間
で
異
同
が
あ
る
箇
所
に
●
印
を
附
し
た
。
翻
刻
は
原
則
と
し
て

正
字
に
改
め
た
。

①
『
令
集
解
』
巻
第
六
　
東
宮
職
員
令
　
傅
　
古
記

田
中
本

皇
侃
云
五
常
謂
仁
義
禮
知●

信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生
則
備
有

仁
義
禮
智
信
也
人
有
博
受●

之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五
掌

之
道
不
可
變
革
也
出
論
語
疏

鷹
司
家
本

皇
侃
云
五
常
謂
仁
義
禮
智●

信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生
則
備
有

仁
義
禮
智
信
也
人
有
博
愛●

之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五
掌

之
道
不
可
變
革
也
出
論
語
疏

清
家
本

皇
侃
云
五
常
謂
仁
義
禮
智●

信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生
則
備
有

仁
義
禮
智
信
也
人
有
博
愛●

之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五
掌常

也

之
道
不
可
變
革
也
出
論
語
疏

紅
葉
山
文
庫
本

皇
侃
云
五
常
謂
仁
義
禮
智●

信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生
則
備
有

仁
義
禮
智
信
也
人
有
博
愛●

之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五
掌

之
道
不
可
變
革
也
出
論
語
疏

東
山
御
文
庫
本

皇
侃
云
五
常
謂
仁
義
禮
智●

信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生
則
備
有

仁
義
禮
智
信
也
人
有
博
愛●

之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五
掌

之
道
不
可
變
革
也
出
論
語
疏

〔
校
異
〕

当
該
箇
所
は
、
引
用
の
冒
頭
に
「
皇
侃
云
」、
文
末
に
「
出
論
語
疏
」
と
あ
る
の

で
、『
義
疏
』
の
引
用
文
と
認
め
ら
れ
る
。
諸
本
間
の
異
同
は
「
知
」
と
「
智
」、

「
受
」
と
「
愛
」
の
二
箇
所
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
「
掌
」
に
つ
い
て
は
清
家
本
に
校

異
が
施
さ
れ
て
い
る
。

「
知
」
と
「
智
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
田
中
本
は
「
知
」
に
作
る
が
、
鷹
司
家

本
・
清
家
本
・
紅
葉
山
文
庫
本
・
東
山
御
文
庫
本
で
は
「
智
」
に
作
り
、
ま
た
後

述
の
②
④
の
諸
本
に
於
い
て
も
全
て
「
智
」
に
作
る
。
こ
れ
は
田
中
本
の
「
知
」

は
「
智
」
の
誤
り
か
と
推
定
さ
れ
る
。

田
中
本

鷹
司
家
本

清
家
本

紅
葉
山
文
庫
本

東
山
御
文
庫
本

知

智

智

智

智

受

愛

愛

愛

愛

掌

掌

掌常
也

掌

掌



続
い
て
「
受
」
と
「
愛
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
田
中
本
は
「
受
」
に
作
る
が
、

鷹
司
家
本
・
清
家
本
・
紅
葉
山
文
庫
本
・
東
山
御
文
庫
本
で
は
「
愛
」
に
作
り
、

ま
た
後
述
の
②
③
④
の
諸
本
に
於
い
て
も
全
て
「
愛
」
に
作
る
。
こ
れ
は
「
受
」

と
「
愛
」
の
筆
写
体
が
近
似
し
て
い
る
ゆ
え
の
誤
写
か
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、「
是
五
掌
之
道
」
の
「
掌
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
諸
本
全
て

「
掌
」
に
作
る
。
た
だ
し
、
清
家
本
の
「
掌
」
に
「
常
也
」
と
本
文
と
同
筆
と
思
わ

れ
る
校
異
が
施
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
後
述
の
②
③
④
で
は
諸
本
全
て
「
常
」
に

作
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
れ
ば
、「
掌
」
は
、
筆
写
体
が
近
似
し
て
い
る
ゆ
え
の

「
常
」
の
誤
写
か
と
推
定
さ
れ
る
。

②
『
令
集
解
』
巻
第
十
一
　
戸
令
　
国
遣
行
条
　
讃

田
中
本

論
語
皇
侃
疏
云
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生

則
備
有
仁
義
禮
智
信
也
釋
名
曰d

者
得
也
得
事
宜
也
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄

之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五
常
之
道
不
可
變
革
也

鷹
司
家
本

論
語
皇
侃
疏
云
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生

則
備
有
仁
義
禮
智
信
也
釋
名
曰d

者
得
也
得
事
宜
也
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e
妄

之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五
常
之
道
不
可
變
革
也

清
家
本

論
語
皇
侃
疏
云
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生

則
備
有
仁
義
禮
智
信
也
釋
名
曰d

者
得
也
得
事
宜
也
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄

之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五
常
之
道
不
可
變
革
也

紅
葉
山
文
庫
本

当
該
巻
は
伝
存
し
て
い
な
い
。

東
山
御
文
庫
本

論
語
皇
侃
疏
云
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生

則
備
有
仁
義
禮
智
信
也
釋
名
曰d

者
得
也
得
事
宜
也
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄

之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五
常
之
道
不
可
變
革
也

〔
校
異
〕

諸
本
間
の
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
。

当
該
箇
所
は
、
引
用
の
冒
頭
に
「
論
語
皇
侃
疏
云
」
と
あ
る
の
で
、『
義
疏
』
の

引
用
文
と
認
め
ら
れ
る
。

③
『
令
集
解
』
巻
第
十
九
　
考
課
令
　
五
常
事
　
釈

田
中
本

人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲

禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
明
了
之d

爲
智
是
五
常
之
道
不
可
變
革

也
鷹
司
家
本

人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲

禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
明
了
之d

爲
智
是
五
常
之
道
不
可
變
革

也
清
家
本

人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲

禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
明
了
之d

爲
智
是
五
常
之
道
不
可
變
革

也
紅
葉
山
文
庫
本
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当
該
巻
は
伝
存
し
て
い
な
い
。

東
山
御
文
庫
本

人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲

禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
明
了
之d

爲
智
是
五
常
之
道
不
可
變
革

也

『
旧
抄
本
経
書
』

当
該
箇
所
は
伝
存
し
て
い
な
い
。

〔
校
異
〕

諸
本
間
の
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
。

当
該
箇
所
は
、
典
拠
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
述
の
①
②
、
後
述
の
④
の

『
義
疏
』
の
引
用
文
と
一
致
す
る
の
で
『
義
疏
』
の
引
用
文
と
認
め
て
さ
し
つ
か
え

な
い
。④

『
令
集
解
』
巻
第
十
九
　
考
課
令
　
徳
義
者
内
外
称
事
　
古
記

田
中
本

皇
侃
疏
云
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生
則
備

有
仁
義
禮
智
信
也
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨

h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五

常
之
道
不
可
辨
革
也

鷹
司
家
本

皇
侃
疏
云
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生
則
備

有
仁
義
禮
智
信
也
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨

h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五

常
之
道
不
可
辨
革
也

清
家
本

皇
侃
疏
云
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生
則
備

有
仁
義
禮
智
信
也
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨

h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五

常
之
道
不
可
辨
革
也

紅
葉
山
文
庫
本

当
該
巻
は
伝
存
し
て
い
な
い
。

東
山
御
文
庫
本

皇
侃
疏
云
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生
則
備

有
仁
義
禮
智
信
也
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨

h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五

常
之
道
不
可
辨
革
也

『
旧
抄
本
経
書
』

皇
侃
疏
云
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生
則
備

有
仁
義
禮
智
信
也
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨

h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五

常
之
道
不
可
辨
革
也

〔
校
異
〕

諸
本
間
の
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
。

当
該
箇
所
は
、
引
用
の
冒
頭
に
「
皇
侃
疏
云
」
と
あ
る
の
で
『
義
疏
』
と
認
め

ら
れ
る
。

以
上
、
①
〜
④
の
四
箇
条
の
引
用
を
比
較
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
に

基
づ
い
て
本
文
を
校
勘
す
る
と
次
よ
う
に
な
る
。

五
常
謂
仁
義
禮
智

（
１
）
信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生
則
備
有
仁
義
禮



智
信
也
人
有
博
愛

（
２
）

之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓

之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照

（
３
）

了
之d

爲
智
是
五
常

（
４
）

之
道
不

可
變

（
５
）

革
也

次
に
、
校
勘
の
結
果
に
つ
い
て
逐
次
考
察
を
加
え
る
。

（
１
）

「
智
」
は
、
①
の
田
中
本
の
み
「
知
」
に
作
る
が
、
①
の
鷹

司
家
本
・
清
家
本
・
紅
葉
山
文
庫
本
・
東
山
御
文
庫
本
で
は

「
智
」
に
作
り
、
②
④
の
諸
本
に
於
い
て
も
全
て
「
智
」
に
作

る
こ
と
か
ら
、
①
の
田
中
本
の
「
知
」
は
「
智
」
の
誤
り
か
と

推
定
さ
れ
る
。

（
２
）

「
愛
」
は
、
①
の
田
中
本
の
み
「
受
」
に
作
る
が
、
①
の
鷹

司
家
本
・
清
家
本
・
紅
葉
山
文
庫
本
・
東
山
御
文
庫
本
で
は

「
愛
」
に
作
り
、
②
③
④
の
諸
本
に
於
い
て
も
全
て
「
愛
」
に

作
る
。
①
の
田
中
本
の
「
受
」
は
、「
愛
」
と
筆
写
体
が
近
似

し
て
い
る
ゆ
え
の
誤
写
か
と
推
定
さ
れ
る
。

（
３
）

「
照
」
は
、
③
の
諸
本
で
は
全
て
「
明
」
に
作
る
が
、
①
②

④
の
諸
本
で
は
全
て
「
照
」
に
作
る
。
③
の
諸
本
の
「
明
」
は
、

「
照
」
と
筆
写
体
が
近
似
し
て
い
る
ゆ
え
の
誤
写
か
と
推
定
さ

れ
る
。

（
４
）

「
常
」
は
、
①
の
諸
本
で
は
全
て
「
掌
」
に
作
る
が
、
②
③

④
の
諸
本
で
は
全
て
「
常
」
に
作
る
。
一
方
、
①
の
清
家
本
の

「
掌
」
に
「
常
也
」
と
校
異
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
掌
」
と
「
常
」
の
筆
写
体
が
近
似
し
て
い
る
ゆ
え
の
誤
写
の

可
能
性
を
窺
わ
せ
、
本
来
は
「
常
」
と
あ
る
べ
き
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。

（
５
）

「
變
」
は
、
④
の
諸
本
で
は
全
て
「
辨
」
に
作
る
が
、
①
②

③
の
諸
本
で
は
全
て
「
變
」
に
作
る
こ
と
か
ら
、「
辨
」
は

「
變
」
の
誤
り
か
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、「
變
」
と
「
辨
」

は
、
仮
借
音
通
の
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
の
「
變
」
と

「
辨
」
が
仮
借
音
通
で
あ
る
か
否
か
は
、
不
明
で
あ
る
。

第
四
章
『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
と
他
の
典
籍
諸
本
所
引
『
義
疏
』

と
の
相
異

前
章
で
の
校
勘
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
の
性
格
に
つ
い

て
考
察
す
る
た
め
に
は
、
他
の
日
本
古
典
籍
所
引
『
義
疏
』「
五
常
」
の
条
と
比
較

検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、『
令
集
解
』
所
引
当
該
条
と
『
秘
密
曼
荼
羅

十
住
心
論
』
・
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
・
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
・
『
五
行
大

義
』
裏
書
・
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
に
そ
れ
ぞ
れ

引
用
さ
れ
て
い
る
当
該
条
と
を
比
較
し
、
併
せ
て
室
町
時
代
書
写
の
旧
鈔
本
『
義

疏
』、
唐
代
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
も
検
討
材
料
に
加
え
る
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
調
査
に
用
い
た
典
籍
諸
本
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
述
べ
て
お

く
。《

１
》
『
令
集
解
』

・
前
章
で
行
っ
た
校
勘
の
結
果
を
用
い
る
。

《
２
》
『
秘
密
荼
曼
羅
十
住
心
論
』（
三
八
）

・
高
山
寺
所
蔵
天
永
二
年
写
本
（
以
下
、
高
山
寺
本
と
略
称
す
る
）

・
高
野
山
大
学
図
書
館
保
管
金
剛
三
昧
院
寄
託
平
安
時
代
末
期
〜
鎌
倉
時

代
初
期
写
本
（
以
下
、
金
剛
三
昧
院
本
と
略
称
す
る
）

《
３
》
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』（
三
九
）

・
高
野
山
大
学
図
書
館
保
管
光
台
院
寄
託
江
戸
時
代
写
本
（
以
下
、
光
台

院
本
と
略
称
す
る
）
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・
智
積
院
智
山
書
庫
所
蔵
天
明
七
年
写
本
（
以
下
、
智
積
院
本
と
略
称
す

る
）

・
高
野
山
大
学
図
書
館
増
福
院
文
庫
所
蔵
天
保
十
五
年
写
本
（
以
下
、
増

福
院
本
と
略
称
す
る
）

《
４
》
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』（
四
〇
）

・
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
鍬
方
建
一
郎
氏
旧
蔵
正
徳
五
年

写
本
（
以
下
、
鍬
方
本
と
略
称
す
る
）

・
高
野
山
大
学
図
書
館
保
管
三
宝
院
寄
託
天
保
九
年
写
本
（
以
下
、
三
宝

院
本
と
略
称
す
る
）

・
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
本
（
以
下
、
大
正
大
蔵
経
本
と
略
称
す
る
）

《
５
》
『
五
行
大
義
』
裏
書
（
四
一
）

・
穂
久
邇
文
庫
所
蔵
元
弘
相
伝
本
　

《
６
》
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』（
四
二
）

・
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
明
治
時
代
影
写
本

《
７
》
『
太
子
伝
玉
林
抄
』（
四
三
）

・
法
隆
寺
所
蔵
尊
英
本
（
長
享
元
年
〜
延
徳
二
年
写
本
）

《
８
》
旧
鈔
本
『
義
疏
』（
四
四
）

・
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
応
永
三
十
四
年
鈔
本
（
以
下
、
応
永
三

十
四
年
本
と
略
称
す
る
）

・
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
文
明
九
年
鈔
本
（
以
下
、
文
明
九
年
本
と
略
称

す
る
）

・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
清
熙
園
本
（
以
下
、
清
熙
園
本
と
略

称
す
る
）

《
９
》
敦
煌
本
『
論
語
疏
』（
四
五
）

・
パ
リ
国
立
図
書
館
所
蔵
ペ
リ
オ
将
来
本

実
際
に
右
の
典
籍
諸
本
を
比
較
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
前
掲
の
『
令
集
解
』
の
校
勘
の
結
果
を
改
め
て
示
し
、
次
に
典
籍
諸
本

の
本
文
を
列
挙
し
て
い
く
。

《
１
》
『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』「
五
常
」
の
条

五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
論
人
稟
此
五
氣
而
生
則
備
有
仁
義
禮
智

信
也
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
是
五
常
之
道
不
可
變
革

也

な
お
、『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
に
対
応
す
る
他
の
典
籍
諸
本
所
引
『
義
疏
』
の

箇
所
に
「
」
を
附
し
、
異
同
が
あ
る
字
句
に
●
印
、『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
に
字

句
が
な
く
、
他
の
典
籍
諸
本
所
引
『
義
疏
』
に
字
句
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ
に
▲

印
を
そ
れ
ぞ
れ
附
し
た
。
翻
刻
は
原
則
と
し
て
正
字
に
改
め
た
。

《
２
》
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
巻
第
二

・
高
山
寺
本

論
語
云
（
中
略
）
疏
云
三
綱
謂※

夫
婦
父
子
君
臣
也
「
五
常
謂
仁
義
禮
智

信
也
就
五
行
而▲

謂●

」
則
木
爲
仁
火
爲
禮
金
爲
義
水
爲
信
土
爲
智
「
人
稟

此
五
氣●

而
生
則
備
有
仁
義
禮
智
信
之
性

▲

▲

也
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴

斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照

了
之d

爲
智
」
此
五
者
是
人
性
恒
不
可
暫
捨
故
謂
五
常

※
金
剛
三
昧
院
本
、「
謂
」
無
し
。
他
は
高
山
寺
本
と
同
文
。

《
３
》
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
巻
上

・
光
台
院
本
（
智
積
院
本
・
増
福
院
本
も
同
文
）

論
語
疏
云
「
謂●

仁
義
禮
智
信
者●

人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
」
云
云

《
４
》
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
巻
第
七
　
五
経
事

・
鍬
方
本

論
語
皇
侃
疏
云
「
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
而▲

論
」
則
木
爲
仁
火

爲
禮
金
爲
義
水
爲
信
土
爲
智
「
人
稟
北●

五
常●

而
生
備
有
仁
義
禮
智
信
之▲



性▲

也
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
」
此
五
者
是
人
性
之
恒

不
可
暫
捨
故
謂
五
常
也
文

・
三
宝
院
本

論
語
皇
侃
疏
云
「
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
而▲

論
」
則
木
爲
仁
火

爲
禮
金
爲
義
水
爲
信
土
爲
智
「
人
禀
此
五
常●

而
生
備
有
仁
義
禮
智
信
之▲

性▲

也
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e
妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
」
此
五
者
是
人
性
之
恒

不
可
暫
捨
故
謂
五
常
也
文

・
大
正
大
蔵
経
本

論
語
皇
侃
疏
云
「
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
而▲

論
」
則
木
爲
仁
火

爲
禮
金
爲
義
水
爲
信
土
爲
智
「
人
禀
此
五
常●

而
生
備
有
仁
義
禮
智
信
之▲

性▲

也
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨
導●

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
字●

之d
爲
智
」
此
五
者
是
人
性
之
恒

不
可
暫
捨
故
謂
五
常
也
文

《
５
》
『
五
行
大
義
』
巻
第
三
　
裏
書

五
常
事

王
侃
云
「
五
常
謂
仁
義
禮
知●

信
也
就
五
行
而▲

論
」
則
木
爲
仁
火
爲
禮
金

爲
義
水
爲
信
土
爲
智
「
人
稟
此
五
常●

而
生
則
備
有
仁
義
禮
智
信
之
性

▲

▲

也

人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
弁h

卑
敬
讓
之d
爲
禮

有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
昭●

了
之d

爲
智
」
此
五
者
是
人
性
之
恒
不
可

暫
捨
故
謂
五
常
也

《
６
》
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
上
三
　
五
常
事

論
語
疏
云
「
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
弁h

卑
敬

讓
之d

爲
禮
有
不e

妄
之d

爲
信
有
照
□※

之d

爲
智
」
此
五
者
是
人
性

恒
不
可
暫
捨
故
謂
五
常
也
文

※
親
本
或
い
は
祖
本
の
虫
損
の
形
状
を
写
し
取
っ
て
い
る
。

《
７
》
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
巻
第
六

論
語
疏
云
「
人
有
博
愛d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
弁h

卑
敬
讓

之d

爲
禮
有
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
」
此
五
者
常
不
可
暫

捨
故
謂
五
常
也

『
太
子
伝
玉
林
抄
』
巻
第
十
一

論
語
疏
云
「
人
有
博
愛
之d

謂
之
仁

有
嚴
斷
之d

爲
義

有
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮

有
言
不e

妄
之d

爲
信

有
照
了
之d

爲
智

」

《
８
》
『
義
疏
』
巻
第
一
　
為
政
第
二

・
応
永
三
十
四
年
本

「
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
而▲

論
」
則
木
爲
仁
火
爲
禮
金
爲
義
水
爲

信
土
爲
智
「
人
禀
此
五
常●

而
生
則
備
有
仁
義
禮
智
信
之
性

▲

▲

也
人
有
博
愛

之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
」
此
五
者
是
人
性
之
恒
不
可
暫
捨
故
謂

五
常
也
雖
■

（
墨
抹
）

時
移
世
易
事f

今
古
「
而
三
綱

▲

▲

▲

五
常
之
道
不
可
變
革
」
故

世9

相
因
百
代
仍
襲
也

・
文
明
九
年
本

「
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
而▲

論
」
則
本　

木

爲
仁
火
爲○

禮
金
爲
義
水
爲

信
土
爲
智
「
人○

票※

此
五
常●

而
生
則
備
有
仁
義
禮
智
信
之
性

▲

▲

也
人
有
博
愛
之

d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e

妄

之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
」
此
五
者
是
人
性
之
恒
不
可
暫
捨
故
謂
五

常
也
雖
復
時
移
世
易
事f

今
古
「
而
三
綱

▲

▲

▲

五
常
之
道
不
可
變
革
」
故
世

9

相
因
百
代
仍
襲
也

※
脚
注
に
「
稟
」。

・
清g

園
本

「
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
而▲

論
」
則
木
爲
仁
火
爲
禮
金
爲
義
木水

爲

信
土
爲
智
「
人
禀
此
五
常●

而
生
則
備
有
仁
義
禮
智
信
之
性

▲

▲

也
人
有
博
愛

之d

謂
之
仁
有
嚴
斷
之d

爲
義
有
明
辨h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
有
言
不e 五

行土

五
行水

五
行火

五
行金

五
行木
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妄
之d

爲
信
有
照
了
之d

爲
智
」
此
五
者
是
人
性
之
恒
不
可
暫
捨
故
謂

五
常
也
雖
復
時
移
世
易
事f

今
古
「
而
三
綱

▲

▲

▲

五
常
之
道
不
可
變
革
」
故

世9

相
因
百
代
仍
襲
也

《
９
》
敦
煌
本
『
論
語
疏
』

「
五
常
謂
仁
義
禮
智
信
也
就
五
行
而▲

論
」
則
木
爲
仁
火
爲
禮
金
爲
義
水
爲

信
土
爲
智
「
人
禀
此
五
氣
而
生
則
備
有
仁
義
禮
智
信
之
性

▲

▲

也
木●

有
博
愛

之d

謂
之
仁
金▲

有
嚴
斷
之d

爲
義
火▲

有
明
辯h

卑
敬
讓
之d

爲
禮
水▲

有

照
了

●

●

之d

爲
信
土▲

有
信
不e

忘

●

●

●

●

之d

爲
智
」
此
五
者
是
人
性
之
恒
不
可

v

捨
故
謂
五
常
雖
復
時
移
代
易
事f

今
古
「
而
三
綱

▲

▲

▲

五
常
之
道
不
可
變

革
」
故
世
相
因
百
代
仍
襲
也

以
上
を
整
理
し
、『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
の
校
勘
の
結
果
に
、
典
籍
諸
本
と
の

異
同
箇
所
を
注
記
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

五
常
謂
仁
義
禮
智①

信
也
就
五
行

論
　

②

③

④

人
稟
此⑤

五
氣⑥

而
生
則
備
有

⑦

仁
義
禮
智

信

也
人

⑧

⑨

⑩

有
博
愛
之d

謂
之
仁

⑪

有
嚴
斷
之d

爲
義

⑫

有
明
辨h
⑬

卑
敬
讓
之d

爲

禮
⑭

有
言⑮

不e

妄⑯

之d

爲
信

⑰

有
照
了

⑱

⑲

之d

爲
智

⑳

是
五
常
之
道
不
可
變
革
也

右
の
①
〜
@2
の
異
同
を
生
じ
た
要
因
に
つ
い
て
、
逐
次
考
察
を
加
え
て
い
き
た

い
。①

『
令
集
解
』
は
「
智
」
に
作
り
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二
本
・
『
悉

曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
・
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
も
同

じ
く
「
智
」
に
作
る
。
し
か
し
『
五
行
大
義
』
裏
書
の
み
「
知
」
に
作
る
。

『
五
行
大
義
』
裏
書
の
「
知
」
は
「
智
」
の
誤
写
か
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お

『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
・
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
・
『
太

子
伝
玉
林
抄
』
は
当
該
箇
所
の
引
用
は
な
い
。

②

『
令
集
解
』
は
当
該
箇
所
に
字
句
が
な
い
。
し
か
し
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住

心
論
』
二
本
・
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
旧
鈔
本

『
義
疏
』
三
本
・
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
は
当
該
箇
所
に
「
而
」
が
あ
る
。『
令

集
解
』
の
引
用
は
節
略
さ
れ
、
改
変
を
受
け
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
『
般

若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
・
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝

玉
林
抄
』
は
当
該
箇
所
の
引
用
は
な
い
。

③

『
令
集
解
』
は
「
論
」
に
作
り
、『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』

裏
書
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
・
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
も
同
じ
く
「
論
」
に

作
る
。
し
か
し
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二
本
の
み
「
謂
」
に
作
る
。

『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二
本
の
「
謂
」
は
「
論
」
と
筆
写
体
が
近
似
し

て
い
る
ゆ
え
の
誤
写
か
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』

三
本
・
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
は
当
該
箇
所

の
引
用
は
な
い
。

④

『
令
集
解
』
は
当
該
箇
所
に
文
が
な
く
、「
就
五
行
論
」
の
後
に
「
人
稟
此

五
氣
而
生
」
以
下
の
文
が
続
く
。
し
か
し
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二

本
・
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』

三
本
・
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
は
「
就
五
行
而
論
」
の
後
に
「
則
木
爲
仁
火
爲

禮
金
爲
義
水
爲
信
土
爲
智
」
の
一
文
が
あ
り
、「
人
稟
此
五
氣
而
生
」
に
続

く
。『
令
集
解
』
の
引
用
は
節
略
さ
れ
、
改
変
を
受
け
た
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
・
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
・

『
太
子
伝
玉
林
抄
』
は
当
該
箇
所
の
引
用
は
な
い
。

⑤

『
令
集
解
』
は
「
此
」
に
作
り
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二
本
・
三
宝

院
本
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
・
大
正
大
蔵
経
本
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
・
『
五
行

大
義
』
裏
書
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
・
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
も
同
じ
く

「
此
」
に
作
る
。
し
か
し
鍬
方
本
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
の
み
「
北
」
に
作
る
。

鍬
方
本
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
の
「
北
」
は
「
此
」
と
筆
写
体
が
近
似
し
て
い

る
ゆ
え
の
誤
写
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
・

@1
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『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
は
当
該
箇
所
の
引
用

は
な
い
。

⑥

『
令
集
解
』
は
「
氣
」
に
作
り
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二
本
・
敦
煌

本
『
論
語
疏
』
も
同
じ
く
「
氣
」
に
作
る
。
一
方
、『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
三

本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
は
「
常
」
に
作
る
。
こ

の
異
同
は
、
誤
字
・
誤
写
等
の
単
純
な
要
因
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
難
い
が
、

現
時
点
で
は
明
確
な
私
見
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
更
に
後
述
す
る
。
な
お
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
・
『
聖
徳
太
子

平
氏
伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
は
当
該
箇
所
の
引
用
は
な
い
。

⑦

『
令
集
解
』
は
当
該
箇
所
に
字
句
が
な
く
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二

本
・
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』

三
本
・
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
も
同
じ
く
当
該
箇
所
に
字
句
が
な
い
。
し
か
し

『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
の
み
当
該
箇
所
に
「
謂
」
が
あ
る
。
こ
れ

は
、『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
の
引
用
が
取
意
に
よ
る
改
変
を
受
け
た
可

能
性
が
窺
わ
れ
る
。
な
お
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝
玉
林

抄
』
は
当
該
箇
所
の
引
用
は
な
い
。

⑧

『
令
集
解
』
は
当
該
箇
所
に
字
句
が
な
い
。
し
か
し
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住

心
論
』
二
本
・
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
旧
鈔
本

『
義
疏
』
三
本
・
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
は
当
該
箇
所
に
「
之
性
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
、『
令
集
解
』
の
引
用
が
節
略
さ
れ
、
改
変
を
受
け
た
か
と
推
定
さ

れ
る
。
な
お
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
・
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘

文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
は
当
該
箇
所
の
引
用
は
な
い
。

⑨

『
令
集
解
』
は
「
也
」
に
作
り
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二
本
・
『
悉

曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
・
敦

煌
本
『
論
語
疏
』
も
同
じ
く
「
也
」
に
作
る
。
一
方
、『
般
若
心
経
秘
鍵
開

門
訣
』
三
本
の
み
「
者
」
に
作
り
、「
謂
仁
義
禮
智
信
」
の
文
と
「
人
有
博

愛
之d

謂
之
仁
」
の
文
を
接
続
し
て
い
る
。『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
の

引
用
は
、
節
略
も
し
く
は
取
意
に
伴
う
文
章
整
定
に
よ
る
改
変
の
可
能
性
が

窺
わ
れ
る
。
な
お
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
は

当
該
箇
所
の
引
用
は
な
い
。

⑩

『
令
集
解
』
は
「
人
」
に
作
り
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二
本
・
『
般

若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
・
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』

裏
書
・
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
・
旧
鈔
本

『
義
疏
』
三
本
も
同
じ
く
「
人
」
に
作
る
。
一
方
、
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
の

み
「
木
」
に
作
る
。
た
だ
し
、
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
の
「
木
」
は
五
行
の
一

つ
で
あ
る
「
木
」
の
意
で
あ
り
、
単
純
な
誤
字
・
誤
写
等
で
は
な
い
。
後
掲

の
⑪
の
「
金
」、
⑫
の
「
火
」、
⑭
の
「
土
」、
⑰
の
「
水
」
も
、
全
て
敦
煌
本

『
論
語
疏
』
は
五
行
の
一
字
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
他

の
典
籍
諸
本
所
引
『
義
疏
』
に
対
す
る
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
の
独
自
性
を
示

す
も
の
と
い
え
よ
う
。

⑪

『
令
集
解
』
は
当
該
箇
所
に
字
句
が
な
く
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二

本
・
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
『
聖
徳
太
子
平
氏

伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
も
同
じ
く
当

該
箇
所
に
字
句
が
な
い
。
一
方
、
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
は
「
金
」
が
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
の
独
自
性
を
示
す
も
の
と
い

え
よ
う
。
な
お
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
は
当
該
箇
所
の
引
用
は
な

い
。

⑫

『
令
集
解
』
は
当
該
箇
所
に
字
句
が
な
く
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二

本
・
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
『
聖
徳
太
子
平
氏

伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
も
同
じ
く
当

該
箇
所
に
字
句
が
な
い
。
一
方
、
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
は
当
該
箇
所
に
「
火
」

が
あ
る
。
こ
れ
も
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
の
独
自
性
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

な
お
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
は
当
該
箇
所
の
引
用
は
な
い
。

⑬

『
令
集
解
』
は
「h

」
に
作
り
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二
本
・
『
般
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若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
・
鍬
方
本
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
・
三
宝
院
本

『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘

文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
・
敦
煌
本
『
論
語
疏
』

も
同
じ
く
「h

」
に
作
る
。
し
か
し
大
正
大
蔵
経
本
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
は

「
導
」
に
作
る
。
大
正
大
蔵
経
本
は
、
そ
の
底
本
で
あ
る
遍
照
光
院
本
『
悉

曇
輪
略
図
抄
』
の
誤
写
を
継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
遍
照
光
院

本
の
原
本
は
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
大
正
大
蔵
経
本
の
本

文
校
勘
の
際
に
生
じ
た
改
変
、
も
し
く
は
翻
刻
の
際
の
誤
植
の
可
能
性
も
残

る
。

⑭

『
令
集
解
』
は
当
該
箇
所
に
字
句
が
な
く
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二

本
・
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
『
聖
徳
太
子
平
氏

伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
も
同
じ
く
字

句
が
な
い
。
一
方
、
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
は
当
該
箇
所
に
「
土
」
が
あ
る
。

こ
れ
も
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
の
独
自
性
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
お

『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
は
当
該
箇
所
の
引
用
は
な
い
。

⑮

『
令
集
解
』
は
「
言
」
に
作
り
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二
本
・
『
悉

曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
巻
第
十

一
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
も
同
じ
く
「
言
」
に
作
る
。
一
方
、『
聖
徳
太

子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
巻
第
六
は
「
言
」
が
な
い
。

『
太
子
伝
玉
林
抄
』
巻
第
六
に
「
言
」
が
な
い
要
因
は
、『
義
疏
』
か
ら
の
直

接
引
用
で
は
な
く
、
先
行
す
る
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
か
ら
間
接
引

用
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
か
と
も
推
定
さ
れ
る
。『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘

文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
巻
第
六
に
「
言
」
が
な
い
の
は
脱
字
で
あ
ろ
う
。

ま
た
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
は
「
言
」
を
「
信
」
に
作
る
が
、「
信
」
は
「
言
」

の
誤
写
か
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
は
当
該

箇
所
の
引
用
は
な
い
。

⑯

『
令
集
解
』
は
「
妄
」
に
作
り
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二
本
・
『
悉

曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘

文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
も
同
じ
く
「
妄
」
に

作
る
。
し
か
し
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
は
「
忘
」
に
作
る
。
敦
煌
本
『
論
語
疏
』

の
「
忘
」
は
「
妄
」
と
筆
写
体
が
近
似
し
て
い
る
ゆ
え
の
誤
写
と
推
定
さ
れ

る
。
な
お
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
は
当
該
箇
所
の
引
用
は
な
い
。

⑰

『
令
集
解
』
は
当
該
箇
所
に
字
句
が
な
く
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二

本
・
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
『
聖
徳
太
子
平
氏

伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
も
同
じ
く
当

該
箇
所
に
字
句
が
な
い
。
一
方
、
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
は
「
水
」
が
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
も
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
の
独
自
性
を
示
す
も
の
と
い

え
よ
う
。
な
お
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
は
当
該
箇
所
の
引
用
は
な

い
。

⑱

『
令
集
解
』
は
「
照
」
に
作
り
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二
本
・
『
悉

曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘

文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
・
敦
煌
本
『
論
語
疏
』

も
同
じ
く
「
照
」
に
作
る
。
し
か
し
『
五
行
大
義
』
裏
書
の
み
「
昭
」
に
作

る
。『
五
行
大
義
』
裏
書
の
「
昭
」
は
「
照
」
と
筆
写
体
が
近
似
し
て
い
る

ゆ
え
の
誤
写
か
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
は

当
該
箇
所
の
引
用
は
な
い
。

⑲

『
令
集
解
』
は
「
了
」
に
作
り
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二
本
・
鍬
方

本
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
・
三
宝
院
本
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
・
『
五
行
大
義
』

裏
書
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
・
敦
煌
本
『
論
語
疏
』

も
同
じ
く
「
了
」
に
作
る
。
し
か
し
大
正
大
蔵
経
本
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
の

み
「
字
」
に
作
る
。
大
正
大
蔵
経
本
の
底
本
で
あ
る
遍
照
光
院
本
『
悉
曇
輪

略
図
抄
』
の
誤
写
を
継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
前
述
の
よ
う
に
、

遍
照
光
院
本
の
原
本
は
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
大
正
大
蔵

経
本
の
本
文
校
勘
の
際
に
生
じ
た
改
変
、
も
し
く
は
翻
刻
の
際
の
誤
植
の
可



能
性
も
残
る
。
な
お
『
般
若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
三
本
は
当
該
箇
所
の
引
用

は
な
く
、
ま
た
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
は
親
本
或
い
は
祖
本
の
虫
損

の
形
状
を
忠
実
に
写
し
取
っ
て
い
る
が
、
判
読
し
難
い
。

⑳

『
令
集
解
』
は
当
該
箇
所
に
文
が
な
い
。
一
方
、『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』

二
本
・
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
『
聖
徳
太
子
平

氏
伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
巻
第
六
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
・

敦
煌
本
『
論
語
疏
』
は
、「
此
五
者
」
以
下
の
文
が
あ
る
。『
令
集
解
』
は

「
此
五
者
」
以
下
の
文
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
『
般
若
心
経
秘
鍵

開
門
訣
』
三
本
・
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
巻
第
十
一
は
当
該
箇
所
の
引
用
は
な

い
。

@1

『
令
集
解
』
は
「
是
」
に
作
る
が
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
・
敦
煌
本

『
論
語
疏
』
は
「
而
三
綱
」
に
作
る
。『
令
集
解
』
の
「
是
」
は
、
節
略
し
て

引
用
し
た
こ
と
に
伴
う
文
章
整
定
の
た
め
の
改
変
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

他
の
典
籍
諸
本
に
は
当
該
箇
所
の
引
用
は
な
い
。

@2

『
令
集
解
』
は
「
也
」
に
作
る
が
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
・
敦
煌
本

『
論
語
疏
』
は
「
不
可
變
革
」
以
下
に
文
が
続
く
。『
令
集
解
』
は
「
不
可
變

革
」
以
下
の
文
を
節
略
す
る
た
め
、
文
末
に
「
也
」
を
附
加
し
改
変
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
他
の
典
籍
諸
本
に
は
当
該
箇
所
の
引
用
は
な
い
。

な
お
、
以
上
の
ほ
か
に
次
の
二
点
に
つ
い
て
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

@3

敦
煌
本
『
論
語
疏
』
の
「
水
有
照
了
之d

爲
信
土
有
信
不e

忘
之d

爲
智
」

は
、『
令
集
解
』
・
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二
本
・
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』

三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
・
『
太
子
伝

玉
林
抄
』
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
三
本
で
は
「
有
言
不e

妄
之d

爲
信
有
照
了

之d

爲
智
」
と
な
っ
て
お
り
、「
有
照
了
之d

」
と
「
有
信
（
言
）
不e

忘

（
妄
）
之d

」
の
位
置
が
転
倒
し
て
い
る
。
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
の
誤
写
の

可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。

@4

『
太
子
伝
玉
林
抄
』
巻
第
十
一
の
双
行
注
の
「

」
・
「

」
・
「

」

・
「

」
・
「

」
は
、『
令
集
解
』
・
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
二

本
・
『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
三
本
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
旧
鈔
本
『
義

疏
』
・
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
に
は
な
い
。
撰
述
者
、
或
い
は
書
写
者
に
よ
り

加
筆
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

以
上
、『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』「
五
常
」
の
条
と
日
本
古
典
籍
所
引
『
義

疏
』
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
・
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
と
を
比
較
検
討
し
た
。
字
句
の

異
同
が
生
じ
た
要
因
は
多
様
で
、
判
断
に
窮
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
以
下

の
よ
う
に
整
理
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

《
一
》
誤
写
・
脱
字
等
に
起
因
す
る
異
同

①
③
⑤
⑬
⑮
⑯
⑱
⑲
@3

《
二
》
節
略
・
取
意
等
に
基
づ
く
改
変
に
起
因
す
る
異
同

②
④
⑦
⑧
⑨
⑳
@1

@2

《
三
》
加
筆
挿
入
に
起
因
す
る
異
同

@4

《
四
》
そ
の
他
の
要
因
に
よ
る
異
同

⑥
⑩
⑪
⑫
⑭
⑰

以
上
の
分
類
の
う
ち
《
一
》
〜
《
三
》
の
異
同
は
、『
義
疏
』
の
本
文
系
統
の
考

察
・
分
類
に
影
響
を
与
え
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
《
四
》
は
、

『
義
疏
』
本
文
の
性
格
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
以
下
、

《
四
》
を
中
心
に
検
討
を
進
め
る
。

ま
ず
、
⑩
⑪
⑫
⑭
⑰
は
、
い
ず
れ
も
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
と
他
の
典
籍
諸
本

所
引
『
義
疏
』
と
の
間
に
、
内
容
に
関
わ
る
異
同
が
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
、
敦

煌
本
『
論
語
疏
』
の
独
自
性
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
こ
の
点
で
、
日

本
古
典
籍
所
引
『
義
疏
』
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
と
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
と
は
、
本

文
の
系
統
に
関
し
て
一
線
を
画
す
必
要
が
あ
る
。

五
行土

五
行水

五
行火

五
行金

五
行木
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次
に
、
⑥
に
関
し
て
は
、「
五
氣
」
に
作
る
写
本
の
グ
ル
ー
プ
（『
令
集
解
』
・

『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』）
と
、「
五
常
」
に
作
る
写
本
・
鈔
本
の
グ
ル
ー
プ

（『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』）
に
大
別
が
可
能

で
あ
る
。
こ
の
分
類
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
想
定
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
第

一
は
、「
五
氣
」
の
グ
ル
ー
プ
と
「
五
常
」
の
グ
ル
ー
プ
は
本
文
の
系
統
を
異
に
す

る
と
い
う
想
定
で
あ
る
。
第
二
は
、
一
つ
の
本
文
系
統
の
中
で
、
何
ら
か
の
事
情

に
よ
り
「
五
氣
」
か
ら
「
五
常
」
に
変
化
し
た
と
い
う
想
定
で
あ
る
。

ま
ず
第
二
の
想
定
か
ら
述
べ
れ
ば
、
注
意
す
べ
き
は
、「
五
氣
」
に
作
る
グ
ル
ー

プ
（『
令
集
解
』
・
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』）
が
平
安
時
代
前
期
ま
で
に
成
立

し
た
典
籍
諸
本
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
五
常
」
に
作
る
グ
ル
ー
プ

（『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』）
は
鎌
倉
時
代
中

期
以
降
に
成
立
な
い
し
は
書
写
さ
れ
た
典
籍
諸
本
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、「
五
氣
」

に
作
る
典
籍
諸
本
は
相
対
的
に
古
く
、「
五
常
」
に
作
る
典
籍
諸
本
は
相
対
的
に
時

代
が
降
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
事
例
と
し
て
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、
こ

れ
を
一
つ
の
傾
向
と
認
め
る
な
ら
ば
、
何
ら
か
の
事
情
に
基
づ
い
て
生
じ
た
、「
五

氣
」
か
ら
「
五
常
」
へ
の
変
化
を
そ
こ
に
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。「
五

氣
」
に
作
る
本
文
を
引
用
す
る
『
令
集
解
』
・
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
は
、

前
述
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
前
期
ま
で
に
成
立
し
て
お
り
、
従
っ
て
そ
こ
に
引
用

さ
れ
て
い
る
『
義
疏
』
は
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
本
文
と
見
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

因
み
に
、
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
も
「
五
氣
」
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
五
氣
」

に
作
る
本
文
は
、「
五
常
」
の
本
文
に
比
べ
、
よ
り
旧
態
を
遺
存
し
て
い
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

な
お
、
高
橋
均
氏
（
四
六
）

は
「
五
氣
」
と
「
五
常
」
の
異
同
に
つ
い
て
、『
秘
密
曼

荼
羅
十
住
心
論
』
所
引
『
義
疏
』
・
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
の

三
本
を
比
較
検
討
し
て
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』
の
み
「
五
常
」
に
作
る
の
は
、
伝
写

の
過
程
で
「
五
氣
」
を
「
五
常
」
に
誤
っ
た
た
め
と
の
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
て
い

る
。

次
に
、
第
一
の
想
定
に
関
連
し
て
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
山
口
謠
司
氏
（
四
七
）

は
、

『
令
集
解
』
及
び
他
の
日
本
古
典
籍
所
引
『
義
疏
』
を
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
本
文
と

想
定
し
、
こ
れ
に
対
し
て
旧
鈔
本
『
義
疏
』
は
宋
刊
本
に
由
来
す
る
本
文
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
山
口
氏
の
こ
の
観
点
を
援
用
す
れ
ば
、「
五
氣
」
に
作
る
グ
ル
ー
プ

が
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
本
文
を
有
す
る
の
に
対
し
、「
五
常
」
に
作
る
グ
ル
ー
プ
は

宋
刊
本
に
由
来
す
る
本
文
と
推
定
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

も
そ
も
宋
刊
本
の
『
義
疏
』
が
存
在
し
た
と
の
明
証
が
な
く
、
直
ち
に
山
口
氏
の

説
に
依
拠
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
に
基
づ
い
て
『
義
疏
』
の
本
文
の
性
格
を
分
類
す
る
と
、（
一
）
唐

鈔
本
で
あ
る
敦
煌
本
『
論
語
疏
』、（
二
）
日
本
伝
存
の
唐
鈔
本
の
本
文
に
由
来
す

る
グ
ル
ー
プ
、
と
の
二
分
類
が
可
能
で
あ
り
、
更
に
（
二
）
の
中
で
は
、
よ
り
旧

態
を
遺
存
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
『
令
集
解
』
・
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』
の

グ
ル
ー
プ
（「
五
氣
」
の
グ
ル
ー
プ
）
と
、『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
・
『
五
行
大
義
』

裏
書
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』
の
グ
ル
ー
プ
（「
五
常
」
の
グ
ル
ー
プ
）
と
に
細
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
稿
が
対
象
と
す
る
『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
に
焦
点
を
絞
れ
ば
、
第
一
に
、

こ
の
『
義
疏
』
は
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
本
文
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
相
対
的
に
旧

態
を
遺
存
す
る
「
五
氣
」
の
グ
ル
ー
プ
（
小
系
統
）
に
属
す
る
も
の
と
考
え
る
。

こ
の
『
義
疏
』
は
日
本
伝
来
当
時
の
様
態
を
留
め
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
敦

煌
本
『
論
語
疏
』
と
の
区
別
は
必
要
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
唐
代
に
は

少
な
く
と
も
、『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
の
本
文
に
近
い
テ
キ
ス
ト
と
、
敦
煌
本

『
論
語
疏
』
系
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

第
二
に
、『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
に
は
節
略
等
の
改
変
を
受
け
て
い
る
と
推
定

さ
れ
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
各
明
法
家
の
法
解
釈
に
於
け
る
漢

籍
引
用
の
態
度
に
関
わ
る
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
日
本
に
於
け
る
漢
籍
受
容
史
の

一
環
と
し
て
今
後
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。



む
す
び
に

現
在
の
『
令
集
解
』
所
引
漢
籍
を
始
め
と
す
る
日
本
古
典
籍
所
引
漢
籍
の
文
献

学
的
研
究
は
、
文
献
に
対
す
る
根
本
的
批
判
、
所
謂
、
本
文
批
判
を
必
要
と
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
令
集
解
』
の
文
献
学
的
研
究
に
於
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト

の
系
統
が
確
定
さ
れ
、
主
要
な
テ
キ
ス
ト
の
調
査
も
進
ん
だ
が
、
国
史
大
系
本

『
令
集
解
』
の
底
本
で
あ
る
田
中
本
の
性
格
等
に
つ
い
て
は
十
分
解
明
さ
れ
な
い
ま

ま
、
こ
れ
を
最
善
本
と
位
置
付
け
、
そ
れ
を
底
本
と
す
る
国
史
大
系
本
が
使
用
さ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
に
、
問
題
は
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
の
高
橋
均
・
山

口
謠
司
の
両
氏
も
や
は
り
、
国
史
大
系
本
を
底
本
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
テ
キ
ス
ト
選
定
の
問
題
は
、
中
国
学
・
日
本
史
学
・
日
本
文
学
・
日
本
思

想
史
等
の
い
ず
れ
の
分
野
で
も
古
典
籍
を
扱
う
場
合
に
は
、
基
盤
と
も
い
え
る
最

重
要
事
項
で
あ
る
。
従
っ
て
、『
令
集
解
』
所
引
漢
籍
の
研
究
は
、
文
献
学
的
考
察

を
経
て
、
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
考
察
を
進
め

た
。
そ
の
結
果
、
日
本
古
代
中
世
に
於
け
る
『
義
疏
』
の
受
容
と
展
開
の
う
ち
、

現
在
の
と
こ
ろ
最
も
古
い
引
用
事
例
と
考
え
ら
れ
る
『
集
解
』
所
引
『
義
疏
』
の

性
格
の
一
斑
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
後
は
、
他
の
日
本
古
典
籍
か
ら
『
義
疏
』
の

引
用
を
博
捜
し
て
、
平
安
・
鎌
倉
・
室
町
の
各
時
代
に
於
け
る
『
義
疏
』
の
受
容

と
展
開
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
厳
密
な
文
献
学
的
考
察
に
立
脚
し
た
漢
学
を

主
と
す
る
日
本
古
代
中
世
学
問
史
研
究
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
前
述
の
如
く
、『
義
疏
』「
五
常
」
の
条
は
、「
五
氣
」
と
表
記
す
る
グ
ル

ー
プ
（『
令
集
解
』
・
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』）
と
「
五
常
」
と
表
記
す
る
グ

ル
ー
プ
（『
悉
曇
輪
略
図
抄
』
・
『
五
行
大
義
』
裏
書
・
旧
鈔
本
『
義
疏
』）
に
分

類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
五
氣
」
と
「
五
常
」
の
相
異
に
つ
い
て
は
、
伝
写
の
過

程
で
生
じ
た
単
純
な
誤
写
と
見
な
す
高
橋
均
氏
の
見
解
に
は
、
や
や
不
安
が
あ
り
、

何
ら
か
の
思
想
的
背
景
を
想
定
す
べ
き
か
と
考
え
ら
れ
、
両
グ
ル
ー
プ
は
、
本
文

の
系
統
に
関
わ
る
相
異
で
は
な
く
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
時
代
的
変
化
、
す
な
わ

ち
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
へ
の
社
会
体
制
の
変
化
や
、
そ
れ
に
対
応
す
る
思

想
上
の
転
換
等
の
要
因
が
想
定
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
こ
れ
以
上
の
私
見
は

提
示
で
き
な
い
。
具
体
的
な
検
討
は
、
思
想
史
的
な
考
察
を
必
要
と
し
て
お
り
、

今
後
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
視
野
に
入
れ
て
い
な
い
問
題
と
し
て
、『
令
集
解
』
所
引
漢
籍
が
個
々

の
典
籍
か
ら
の
直
接
引
用
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
原
本
系
『
玉
篇
』
・
『
切
韻
』

等
の
小
学
書
・
韻
書
や
『
修
文
殿
御
覧
』
等
の
先
行
類
書
か
ら
の
間
接
引
用
に
よ

る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
接
引
用
の
問
題
は
、『
義
疏
』

の
み
な
ら
ず
、『
令
集
解
』
所
引
漢
籍
全
般
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
が
い
え
、

更
に
は
、
日
本
古
代
の
漢
籍
受
容
史
に
も
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
と
り
わ

け
敦
煌
遺
書
に
は
、
原
本
系
『
玉
篇
』
・
『
切
韻
』、
ま
た
『
修
文
殿
御
覧
』（
四
八
）

も
し
く
は
そ
の
藍
本
と
い
わ
れ
て
い
る
『
華
林
遍
略
』（
四
九
）

の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
伝
存
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
典
籍
諸
本
と
『
令
集
解
』
所
引

漢
籍
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
今

後
の
課
題
の
一
つ
と
し
た
い
。

謝
辞
　

智
積
院
智
山
書
庫
で
の
調
査
で
は
真
言
宗
智
山
派
記
念
出
版
事
業
分
室
長
石
川

隆
教
氏
、
同
助
手
田
口
秀
明
氏
、
高
野
山
大
学
図
書
館
で
の
調
査
で
は
高
野
山
大

学
図
書
館
長
山
陰
加
春
夫
氏
、
同
図
書
課
長
田
寺
則
彦
氏
、
萩
市
立
萩
図
書
館
で

の
調
査
で
は
主
任
森
岡
き
よ
み
氏
、
両
足
院
で
の
調
査
で
は
住
職
伊
藤
東
文
氏
、

足
利
学
校
で
の
調
査
で
は
足
利
市
教
育
委
員
会
事
務
局
史
跡
足
利
学
校
事
務
所
学

芸
員
渡
邉
進
氏
の
各
氏
の
御
高
配
を
賜
り
、
明
王
院
所
蔵
典
籍
に
つ
い
て
は
住
職

高
岡
隆
州
氏
に
御
示
教
を
賜
っ
た
。
ま
た
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
に
も
原
本
調
査
を
御
許
可
頂
い
た
。
紙
焼
き
写
真
の
頒
布
を
御
許
可
頂

い
た
各
機
関
の
担
当
者
各
位
と
と
も
に
、
茲
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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注（
一
）

鈔
本
と
写
本
は
同
義
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
慣
例
に
な
ら
い
、
漢
籍
に
は
鈔
本
の
呼
称
を

用
い
、
日
本
の
典
籍
に
は
写
本
の
呼
称
を
用
い
る
。
漢
籍
旧
鈔
本
と
は
、
室
町
時
代
末
期
ま

で
の
漢
籍
の
鈔
本
を
い
い
、
古
鈔
本
と
も
い
う
。
そ
の
本
文
は
、
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
本
文

の
旧
態
を
遺
存
し
て
い
る
こ
と
が
一
部
の
漢
籍
で
解
明
さ
れ
て
い
る
が
、
鎌
倉
時
代
以
降
の

旧
鈔
本
は
、
宋
刊
本
の
影
響
を
考
慮
に
入
れ
、
個
別
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
説

と
、
一
方
、
そ
の
本
文
は
、
唐
鈔
本
を
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
書
写
し
た
重
鈔
本
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
す
る
説
の
両
説
が
あ
る
が
、
筆
者
は
、

前
者
の
立
場
で
あ
る
。
特
に
室
町
時
代
中
期
以
降
の
旧
鈔
本
は
、
旧
刊
本
（
古
刊
本
）
・
古

活
字
版
・
宋
刊
本
・
元
刊
本
の
影
響
や
そ
れ
ら
と
の
関
係
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
あ
る
。
旧

鈔
本
全
般
に
い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
書
写
者
の
学
問
環
境
や
学
統
、
伝
存
旧
鈔
本
相
互
の

書
承
関
係
か
ら
、
一
概
に
性
格
や
系
統
を
弁
別
し
が
た
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
中
国
で
い
う
旧
鈔
本
と
は
、
お
よ
そ
清
代
の
乾
隆
年
間

（
一
七
三
六
〜
一
七
九
五
）
以
前
の
鈔
本
、
ま
た
は
書
写
年
代
が
詳
ら
か
で
は
な
い
鈔
本
を

指
す
。

（
二
）

長
澤
規
矩
也
・
阿
部
隆
一
の
両
氏
に
は
、
多
数
の
研
究
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
に
関
わ

る
論
考
を
以
下
に
掲
げ
る
。

長
澤
規
矩
也

「
論
語
義
疏
伝
来
に
関
す
る
疑
問
」（『
漢
学
会
雑
誌
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
三
三
年
。

後
に
『
長
澤
規
矩
也
著
作
集
　
第
七
巻
　
シ
ナ
文
学
概
観
・
蔵
書
印
表
』
所
収
、
一
九
八

七
年
、
汲
古
書
院
）

阿
部
隆
一

①
「
室
町
以
前
邦
人
撰
述
論
語
孟
子
注
釈
書
考
（
上
）」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
二
輯
、
一
九

六
三
年
）

②
「
金
沢
文
庫
蔵
鎌
倉
鈔
本
周
易
注
疏
其
他
雑
抄
と
老
子
述
義
の
佚
文
」（『
田
山
方
南
先
生

華
甲
記
念
論
文
集
』
所
収
、
一
九
六
三
年
、
田
山
方
南
先
生
華
甲
記
念
会
。
後
に
『
阿
部

隆
一
遺
稿
集
　
第
二
巻
　
解
題
篇
一
』
所
収
、
一
九
八
五
年
、
汲
古
書
院
）

③
「
室
町
以
前
邦
人
撰
述
論
語
孟
子
注
釈
書
考
（
下
）」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
三
輯
、
一
九

六
四
年
）

④
「「
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
」「
上
宮
太
子
拾
遺
記
」
引
書
（
漢
籍
）
索
引
並
証
注
」

（『Library
S
cience

』N
o.3

、
一
九
六
四
年
）

⑤
「
本
邦
現
存
漢
籍
古
写
本
類
所
在
略
目
録
」（『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
　
第
一
巻
　
宋
元
版
篇
』

所
収
、
一
九
九
三
年
、
汲
古
書
院
）

（
三
）

影
山
輝
國
氏
は
、「『
論
語
義
疏
』
校
定
本
及
校
勘
記
―
皇
侃
自
序
」（『
実
践
女
子
大
学
文
芸

資
料
研
究
所
　
別
冊
　
年
報
Ｘ
』
二
〇
〇
六
年
）
に
於
い
て
、
氏
が
確
認
し
た
三
十
五
本
の

鈔
本
『
義
疏
』
の
巻
冊
数
、
書
写
年
代
、
旧
蔵
者
、
現
蔵
機
関
等
を
記
し
て
い
る
。

管
見
の
限
り
で
は
、
鈔
本
『
義
疏
』
は
、
三
十
七
本
現
存
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ

で
、
氏
が
言
及
し
て
い
な
い
二
本
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

○
萩
市
立
萩
図
書
館
所
蔵
『
論
語
義
疏
』

二
甲
五
―
二
七
五

本
書
は
、
袋
綴
装
冊
子
本
、
十
巻
五
冊
。
書
写
年
代
は
、〔
江
戸
時
代
中
期
〜
後
期
〕
と

推
定
さ
れ
る
。
繁
澤
寅
之
助
の
旧
蔵
に
係
る
。
後
補
雷
文
繋
ぎ
地
に
桐
唐
草
縹
色
表
紙

（
二
二
・
六
×
一
五
・
八
糎
）。
一
冊
目
左
肩
に
「
論
語
義
疏
　

一
」、
二
冊
目
左

肩
に
「
論
語
義
疏
　

二
」、
三
冊
目
左
肩
に
「
論
語
義
疏
　

三
」、
四
冊
目
左

肩
に
「
論
語
義
疏
　

四
」、
五
冊
目
左
肩
に
「
論
語
義
疏
　

五
」
と
そ
れ
ぞ
れ

墨
筆
に
よ
る
書
き
題
簽
が
あ
る
。
一
冊
目
裏
表
紙
の
み
遊
紙
一
葉
が
あ
る
。
本
文
料
紙
は
、

楮
紙
、
無
辺
無
界
、
毎
半
葉
九
行
二
十
字
。
注
（
集
解
）
は
大
字
単
行
、
低
一
格
。
疏
は

小
字
双
行
、
本
文
の
疏
の
場
合
二
十
字
、
注
（
集
解
）
の
疏
の
場
合
低
一
格
十
九
字
。
朱

筆
に
よ
る
句
点
が
一
冊
目
初
葉
表
〜
第
二
葉
裏
五
行
目
迄
及
び
第
五
葉
表
（
本
文
の
初
）

〜
第
七
葉
裏
五
行
目
迄
に
附
さ
れ
て
い
る
。
眉
上
に
墨
筆
に
よ
る
校
異
・
朱
本
と
の
校

異
・
義
注
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
眉
上
の
書
入
は
一
冊
目
・
三
冊
目
〜
五
冊
目
と
二
冊
目

と
は
別
筆
か
。
皇
侃
序
は
な
く
、
何
晏
集
解
序
の
巻
頭
題
署
は
「
論
語
序
　
何
晏
集
解
」

に
作
る
。
本
文
巻
頭
題
署
は
「
論
語
義
疏
巻
第
一
　

何
晏
集
解
皇
侃
疏
」、「
論
語
義

疏
巻
第
二
　
　
　
梁
國
子
助
教
異

〔
呉
〕

郡
皇
侃
撰
」、「
論
語
義
疏
巻
第
三
（
〜
八
・
十
）

梁
國
子
助
教
呉
郡
皇
侃
撰
」、「
論
語
義
疏
巻
第
九
　

梁
國
子
助
教
呉
郡
皇
侃

撰
／
陽
貨
第
十
七
　
何
晏
集
解
」
に
作
る
。
尾
題
は
「
論
語
義
疏
巻
第
一
（
〜
十
）」
に

作
る
。
本
文
書
写
は
、
二
冊
目
の
み
別
筆
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寄
合
書
で
あ
る
。
各
冊
初

葉
表
右
肩
に
そ
れ
ぞ
れ
単
廓
方
形
陽
刻
朱
印
「
繁
澤
／
蔵
書
」
各
一
顆
を
蹈
印
し
、
ま
た
、

一
冊
目
〜
四
冊
目
に
印
文
は
不
鮮
明
で
判
読
し
難
い
が
、「
繁
澤
／
蔵
書
」
を
蹈
印
す
る

以
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
単
廓
方
形
陽
刻
朱
印
各
一
顆
を
蹈
印
し
た
跡
が
あ
る
。
二
冊
目
第
四

十
六
葉
版
心
に
「
述
而
」、
第
六
十
四
葉
版
心
に
「
泰
伯
」、
三
冊
目
初
葉
版
心
に
「
子
罕

第
九
」、
第
一
九
葉
版
心
に
「
郷
黨
第
十
」、
第
三
十
七
葉
版
心
に
「
先
進
第
十
一
」
と
墨

書
す
る
。
三
冊
目
末
葉
裏
に
「
孔
安
國
曰
友
有
相
切
磋
之
道
所
以
輔
成
已
之
仁
也
／
論
語

義
疏
巻
第
六
」
を
天
地
逆
に
墨
書
す
る
。
天
地
を
裁
断
し
た
際
に
、
眉
上
書
入
及
び
本
文

下
端
の
一
部
を
裁
ち
落
と
し
て
い
る
。
各
冊
の
下
小
口
に
「
論
語
義
疏
一
（
〜
五
）」
と

小
口
書
す
る
。
萩
市
立
萩
図
書
館
主
任
森
岡
き
よ
み
氏
に
よ
れ
ば
『
寄
贈
図
書
原
簿
』
に

「
受
入
日
明
治
四
十
三
年
七
月
十
六
日
　
一
部
五
册
　
寫
本
　
二
圓
五
〇
〇
錢
厘
　
寄
贈

者
繁
澤
寅
之
助
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
萩
市
立
萩
図
書
館
の
前
身
で
あ
る
明
治
三
十
四
年

（
一
九
〇
一
）
創
立
の
阿
武
郡
立
萩
図
書
館
の
時
代
に
寄
贈
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
、

御
教
示
を
賜
っ
た
。
旧
蔵
者
の
繁
澤
寅
之
助
に
つ
い
て
は
、『
萩
市
立
図
書
館
所
蔵
諸
家

旧
蔵
書
籍
目
録
』（
一
九
九
五
年
、
萩
市
立
図
書
館
）
に
よ
れ
ば
「
繁
澤
寅
之
助
は
萩
藩

儒
繁
澤
光
太
郎
の
弟
忠
藏
（
儒
者
）
の
子
で
あ
る
が
、
光
太
郎
の
あ
と
を
つ
ぎ
、
萩
警
察

署
・
萩
町
会
議
員
・
阿
武
郡
会
議
員
等
を
つ
と
め
、
堀
内
に
住
み
、
昭
和
五
年
七
月
十
四

日
に
逝
去
し
た
。
無
印
の
本
も
あ
る
が
、
大
部
分
に
は
「
繁
澤
蔵
書
」（
朱
字
）
印
が
捺

し
て
あ
り
、（
後
略
）」
と
あ
る
。
繁
澤
氏
で
著
名
な
人
物
に
は
、
繁
澤
豊
城
（
一
七
三
二

陽
貨
微
子

公
冶
雍
也

陽
貨

微
子

子
張

尭
曰

子
路

憲
問

衛
霊

季
氏

子
罕

郷
黨

先
進

顔
淵

公
冶
長

雍
也

述
而

泰
伯

學
而

爲
政

八C

里
仁

學
而
八C

〔
爲
政
〕

八C里
仁



〜
一
八
〇
六
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
豊
城
は
、
長
崎
に
遊
学
し
た
後
、
萩
明
倫
館

で
山
根
華
陽
に
師
事
し
徂
徠
学
と
学
ん
だ
。
後
に
明
倫
館
六
代
学
頭
祭
酒
を
勤
め
た
。
繁

澤
豊
城
に
つ
い
て
は
、
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
　
下
』（
一

九
八
二
年
、
吉
川
弘
文
館
）
及
び
吉
田
祥
朔
『
増
補
近
世
防
長
人
名
辞
典
』（
一
九
七
六

年
、
マ
ツ
ノ
書
店
）
を
参
照
。『
萩
市
立
図
書
館
所
蔵
和
漢
古
書
蔵
書
目
録
』（
一
九
九
四

年
、
萩
市
立
図
書
館
）
に
「
論
語
義
疏
　
八
巻
（
写
本
）
五
冊
」
と
あ
る
が
、
今
回
の
調

査
に
よ
る
と
、
十
巻
で
あ
る
。
本
書
は
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
所
蔵

『
論
語
義
疏
』
文
明
十
九
年
写
（
周
防
国
明
倫
館
旧
蔵
、
〇
九
二
―
ト
六
―
五
）
と
と
も

に
萩
明
倫
館
の
儒
学
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
二
〇
〇
六
年
九
月

一
四
日
調
査
実
施
。

○
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
所
蔵
『
論
語
義
疏
』

二
―
六
／
一
―
一

本
書
は
、
袋
綴
装
冊
子
本
、
一
巻
（
存
巻
四
）
一
冊
。
書
写
年
代
は
、〔
江
戸
時
代
後
期

〜
明
治
時
代
〕
と
推
定
さ
れ
、
室
町
時
代
書
写
の
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
所
蔵
『
論
語
義

疏
』（
足
―
五
〇
三
―
二
）
の
転
写
本
と
推
定
さ
れ
る
。
香
色
表
紙
（
二
六
・
七
×
一

八
・
六
糎
）。
左
肩
に
子
持
枠
の
刷
り
題
簽
が
あ
り
、「
論
語
義
疏
　
全
」
と
墨
書
さ
れ
る
。

本
文
料
紙
は
、
楮
紙
、
四
周
単
辺
、
毎
半
葉
九
行
二
十
字
。
注
（
集
解
）
は
大
字
単
行
、

低
一
格
。
疏
は
小
字
双
行
、
本
文
の
疏
の
場
合
二
十
字
、
注
（
集
解
）
の
疏
の
場
合
低
一

格
十
九
字
。
所
々
に
天
地
欄
外
に
本
文
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
義
注
が
あ
る
。
巻
四
の
み
で

あ
る
た
め
、
皇
侃
序
、
何
晏
集
解
序
は
な
い
。
本
文
巻
頭
題
署
は
「
論
語
義
疏
巻
第
四

梁
國
子
助
教
呉
郡
皇
侃
撰
／
述
而
第
七
　
何
晏
集
解
」
に
作
る
。
尾
題
は
「
論
語

義
疏
巻
第
四
」
に
作
る
。
末
葉
裏
の
九
行
目
下
部
に
「
除
素
紙
三
十
四
張
　
一
葉
過
」
と

墨
書
す
る
。
こ
の
墨
書
は
、
本
文
及
び
天
地
欄
外
義
注
と
別
筆
の
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。

表
表
紙
見
返
の
中
央
に
単
廓
方
形
陽
刻
朱
印
「
足
利
學
／
校
遺
蹟
／
圖
書
館
」
一
顆
を
蹈

印
す
る
。
朱
を
用
い
て
、
虫
損
の
形
を
縁
取
り
し
、
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
。
な
お
、『
増

訂
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
古
書
分
類
目
録
』（
一
九
七
五
年
、
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
後

援
会
）
に
よ
れ
ば
、「
存
一
卷
（
卷
四
）

梁
皇
侃
　
〔
明
治
〕
寫
（
模
寫
）」
と
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
十
月
四
日
調
査
実
施
。

影
山
氏
が
言
及
し
て
い
な
い
テ
キ
ス
ト
に
は
右
の
二
本
以
外
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

○
両
足
院
所
蔵
『
論
語
義
疏
』

本
書
は
、
今
回
の
調
査
で
は
、
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
両
足
院
所
蔵

典
籍
の
悉
皆
調
査
は
、
未
だ
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
研
究
を
俟
ち
た
い
。
二
〇
〇
六

年
十
月
一
日
調
査
実
施
。

な
お
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
図
書
目
録
　
第
二
部
和
漢
書
写
本
篇
９
』（
一
九
七
六
年
、

東
京
大
学
出
版
会
）
十
九
頁
著
録
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
両
足
院
蔵
書
目
録
』

（
四
一
〇
〇
―
一
〇
）〔「
明
治
三
十
九
年
夏
ノ
シ
ラ
ベ
」
の
奥
書
あ
り
〕
の
第
七
十
五
番

に
「
一
論
語
義
疏
　
（
写
）

一
冊
」、
両
足
院
に
あ
る
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

『
建
仁
寺
両
足
院
蔵
書
目
録
』
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
写
真
（
京
都
大
学
附
属
図

書
館
の
請
求
記
号
　
四
―
四
九
／
ケ
／
五
）〔「
建
仁
寺
両
足
院
ノ
藏
書
ニ
依
リ
謄
寫
ス
／

大
正
三
年
四
月
四
日
卒
業
」
の
奥
書
あ
り
〕
の
第
七
十
五
番
に
「
一
論
語
義
疏
（
寫
）
一
」

と
そ
れ
ぞ
れ
著
録
さ
れ
る
が
、『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
図
書
目
録
　
第
二
部
和
漢
書
写

本
篇
９
』
十
九
頁
著
録
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
両
足
院
蔵
書
目
録
』（
四
一
〇

〇
―
九
六
）〔「
右
両
足
院
藏
書
目I

／
京
都
市
東
山
建
仁
寺
塔
頭
両
足
院
所
藏
／
昭
和
二

年
三
月
同
院
ニ
依
頼
シ
テ
寫
了
」
の
奥
書
あ
り
〕
及
び
両
足
院
所
蔵
の
平
成
十
五
年
五
月

『
両
足
院
蔵
書
目
録
第
一
次
草
稿
』
に
は
、
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大

正
三
年
四
月
四
日
か
ら
昭
和
二
年
三
月
の
間
に
、
所
在
が
つ
か
め
な
く
な
っ
た
の
か
。

そ
の
他
の
鈔
本
『
義
疏
』
の
個
別
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
四
）

武
内
義
雄
氏
の
『
義
疏
』
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

①
「
梁
皇
侃
論
語
義
疏
に
就
い
て
」（『
支
那
学
』
第
三
巻
二
号
、
一
九
二
二
年
。『
支
那
学
』

第
三
巻
三
号
、
一
九
二
二
年
。『
支
那
学
』
第
三
巻
四
号
、
一
九
二
三
年
。
後
に
「
校
論

語
義
疏
雑
識
」
に
改
題
し
『
老
子
原
始
』
所
収
、
一
九
二
六
年
、
弘
文
堂
書
房
、
及
び

『
武
内
義
雄
全
集
　
第
一
巻
　
論
語
篇
』
所
収
、
一
九
七
八
年
、
角
川
書
店
）

②
『
論
語
義
疏
（
校
本
）・
校
勘
記
』（
一
九
二
四
年
、
懐
徳
堂
記
念
会
。
後
に
『
武
内
義
雄

全
集
　
第
一
巻
　
論
語
篇
』
所
収
）

③
「
論
語
皇
疏
校
訂
の
一
資
料
―
国
宝
論
語
総
略
に
つ
い
て
―
」（『
日
本
学
士
院
紀
要
』
第

六
巻
二
・
三
合
併
号
、
一
九
四
八
年
。
後
に
『
武
内
義
雄
全
集
　
第
一
巻
　
論
語
篇
』
所

収
）

④
「
国
宝
論
語
総
略
に
つ
い
て
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
論
叢
』
第
一
、
一
九
五
三

年
）

（
五
）

高
橋
均
氏
の
『
義
疏
』
に
つ
い
て
の
論
考
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

①
「
論
語
義
疏
皇
侃
序
札
記
」（『
漢
文
学
会
会
報
』
第
三
十
号
、
一
九
七
一
年
、
東
京
教
育

大
学
漢
文
学
会
）

②
「
論
語
義
疏
学
而
篇
札
記
」（『
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
二
五
巻
、
一
九
七
四
年
）

③
「
論
語
義
疏
為
政
篇
札
記
（
上
）」（『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』
第
三
三
号
、
一
九
八
三

年
）

④
「
論
語
義
疏
為
政
篇
札
記
（
下
）」（『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』
第
三
四
号
、
一
九
八
四

年
）

⑤
「
敦
煌
本
論
語
疏
に
つ
い
て
―
「
通
釈
」
を
中
心
と
し
て
―
」（『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』

第
三
六
号
、
一
九
八
六
年
）

⑥
「
敦
煌
本
論
語
疏
に
つ
い
て
―
経
文
を
中
心
と
し
て
―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
三
十

八
集
、
一
九
八
六
年
）

⑦
「
論
語
義
疏
八C

篇
札
記
（
上
）」（『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』
第
三
七
号
、
一
九
八
七

年
）

⑧
「
論
語
義
疏
八C

篇
札
記
（
中
）」（『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』
第
三
八
号
、
一
九
八
八

年
）

述
而
泰
伯
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⑨
「
旧
鈔
本
論
語
義
疏
に
つ
い
て
―J

X

の
論
語
正
義
の
竄
入
を
中
心
と
し
て
―
」（『
日
本

中
国
学
会
報
』
第
四
十
一
集
、
一
九
八
九
年
）

⑩
「
論
語
義
疏
の
二
種
の
校
本
を
め
ぐ
っ
て
」（『
漢
文
学
会
会
報
第
四
七
号
　
中
国
文
化
―

研
究
と
教
育
―
』
一
九
八
九
年
、
大
塚
漢
文
学
会
）

⑪
「
日
本
に
お
け
る
「
論
語
義
疏
」
の
受
容
」（『
高
校
通
信
東
書
国
語
』
二
九
三
号
、
一
九

八
九
年
）

⑫
「
敦
煌
本
論
語
疏
に
つ
い
て
―
疏
を
中
心
と
し
て
―
（
上
）」（『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』

第
三
九
号
、
一
九
八
九
年
）

⑬
「
敦
煌
本
論
語
疏
に
つ
い
て
―
疏
を
中
心
と
し
て
―
（
中
）」（『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』

第
四
十
号
、
一
九
九
〇
年
）

⑭
「
敦
煌
本
論
語
疏
に
つ
い
て
―
疏
を
中
心
と
し
て
―
（
下
）」（『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』

第
四
一
号
、
一
九
九
〇
年
）

⑮
「
敦
煌
本
論
語
疏
に
つ
い
て
（
続
）
―
疏
を
中
心
と
し
て
―
」（『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』

第
四
二
号
、
一
九
九
一
年
）

⑯
「
論
語
義
疏
の
日
本
伝
来
に
つ
い
て
」（
鎌
田
正
博
士
八
十
寿
記
念
漢
文
学
論
集
編
集
委

員
会
編
『
鎌
田
正
博
士
八
十
寿
記
念
漢
文
学
論
集
』
所
収
、
一
九
九
一
年
、
大
修
館
書
店
）

⑰
「
敦
煌
本
論
語
疏
に
つ
い
て
（
上
）
―
「
提
示
句
」
の
検
討
―
」（『
東
京
外
国
語
大
学
論

集
』
第
四
三
号
、
一
九
九
一
年
）

⑱
「
敦
煌
本
論
語
疏
に
つ
い
て
（
下
）
―
「
提
示
句
」
の
検
討
―
」（『
東
京
外
国
語
大
学
論

集
』
第
四
四
号
、
一
九
九
二
年
）

⑲
「
論
語
総
略
に
つ
い
て
（
一
）」（『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
』
第
三
三
号
、
二
〇

〇
一
年
）

⑳
「
論
語
総
略
に
つ
い
て
（
二
）」（『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
』
第
三
五
号
、
二
〇

〇
三
年
）

（
六
）

前
掲
注
（
五
）
高
橋
均
⑯
を
参
照
。

（
七
）

山
口
謠
司
「
論
語
義
疏
の
系
統
に
就
い
て
」（『
東
洋
文
化
』
復
刊
第
六
十
七
号
、
一
九
九
一

年
、
無
窮
會
）。
そ
の
他
、
氏
の
『
義
疏
』
に
つ
い
て
の
論
考
に
は
、
神
鷹
徳
治
・
山
口
謠

司
「
根
本
武
夷
校
正
『
論
語
集
解
義
疏
』
に
つ
い
て
」（『
中
国
文
化
論
叢
』
第
六
号
、
一
九

九
七
年
、
帝
塚
山
学
院
大
学
中
国
文
化
研
究
会
）
が
あ
る
。

（
八
）

前
掲
注
（
二
）
長
澤
規
矩
也
「
論
語
義
疏
伝
来
に
関
す
る
疑
問
」

（
九
）

小
島
憲
之
「
原
本
系
『
玉
篇
』
佚
文
拾
遺
の
問
題
に
関
し
て
」（
大
坪
併
治
教
授
退
官
記
念

国
語
史
論
集
刊
行
会
編
『
大
坪
併
治
教
授
退
官
記
念
国
語
史
論
集
』
所
収
、
一
九
七
六
年
、

表
現
社
）

（
一
〇
）

太
田
次
男
「『
政
事
要
略
』
所
引
の
白
氏
文
集
に
つ
い
て
」（『
史
学
』
第
四
十
五
巻
　
第
四

号
、
一
九
七
三
年
、
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
内
三
田
史
学
会
。
後
に
太
田
次
男
『
旧
鈔
本
を

中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
　
中
』
所
収
、
一
九
九
七
年
、
勉
誠
社
）

（
一
一
）
『
平
安
詩
文
残
篇
』
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
（
一
九
八
四
年
、
八
木
書
店
）
所
収
、
解
題
の

後
藤
昭
雄
「
本
文
解
説
」
を
参
照
。

（
一
二
）

前
掲
注
（
二
）
阿
部
隆
一
①
を
参
照
。

（
一
三
）

高
山
寺
本
は
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
四
』
高
山
寺
資

料
叢
書
第
二
十
三
册
（
二
〇
〇
三
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
所
収
、
小
助
川
貞
次
「
高
山
寺

蔵
祕
密
漫
荼
羅
十
住
心
論
書
誌
解
題
」
を
参
照
。

金
剛
三
昧
院
本
は
、『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
第
六
巻
（
一
九
九
〇
年
、
岩
波
書
店
）
八
〇

一
頁
に
よ
れ
ば
「
平
安
時
代
写
」
と
あ
る
が
、『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
第
二
巻
（
一
九
九

三
年
、
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
）
所
収
、
解
説
に
よ
れ
ば
「
平
安
末
期
〜
鎌
倉
初
期

写
　
五
帖
（
巻
二
、
四
、
四
、
六
、
八
）」
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
っ
た
。

（
一
四
）
日
本
思
想
大
系
『
空
海
』（
一
九
七
五
年
、
岩
波
書
店
）
所
収

（
一
五
）
『
弘
法
大
師
　
空
海
全
集
』
第
一
巻
（
一
九
八
三
年
、
筑
摩
書
房
）
所
収

（
一
六
）
石
上
英
一
『
日
本
古
代
史
料
学
』（
一
九
九
七
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
所
収
、
第
二
編
古

代
史
料
の
基
本
構
造
―
線
条
構
造
と
時
系
列
的
重
層
構
造
―
　
第
二
章
『
令
集
解
』
金
沢
文

庫
本
の
再
検
討
　
結
語
の
図
２
・
２
・
２
を
参
照
。

（
一
七
）
『
旧
抄
本
経
書
』
に
つ
い
て
は
、
後
掲
注
（
三
七
）
を
参
照
。

（
一
八
）
『
性
霊
集
略
注
』
の
解
題
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
参
照
し
た
。

阿
部
隆
一

①
「
新
に
見
出
さ
れ
た
る
鎌
倉
鈔
本
真
弁
撰
「
性
霊
集
略
注
」」（『
慶
應
義
塾
図
書
館
月

報
』
昭
和
三
十
年
八
月
、
一
九
五
五
年
。
後
に
『
阿
部
隆
一
遺
稿
集
　
第
二
巻
　
解
題

篇
一
』
所
収
、
一
九
八
五
年
、
汲
古
書
院
）

②
『
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
和
漢
書
善
本
解
題
』（
一
九
五
八
年
、
慶
應
義
塾
図
書
館
）
の

「
性
靈
集
略
注
」
の
項

佐
藤
道
生

「
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
性
霊
集
略
注
』（
翻
印
）」（
和
漢
比
較
文
学
叢
書
十
八
『
和
漢
比

較
文
学
の
周
辺
』
所
収
、
一
九
九
四
年
、
汲
古
書
院
）
所
収
、
解
題

（
一
九
）
『
金
沢
称
名
寺
所
蔵
円
種
手
校
弘
安
本
　
弘
決
外
典
鈔
　
附
成
簣
堂
所
蔵
宝
永
対
校
本
』（
一

九
二
八
年
、
西
東
書
房
）
及
び
「
続
天
台
宗
全
書
（
第
六
回
配
本
）
顕
教
３
　
弘
決
外
典
鈔

四
巻
・
法
華
玄
義
外
勘
鈔
十
巻
・
文
句
外
典
要
勘
鈔
四
巻
　
解
題
」（
天
台
宗
典
編
纂
所
編

『
正
続
天
台
宗
顕
教
３
　
弘
決
外
典
鈔
四
巻
・
法
華
玄
義
外
勘
鈔
十
巻
・
文
句
外
典
要
勘
鈔

四
巻
』
所
収
、
一
九
八
九
年
、
春
秋
社
。
後
に
天
台
宗
典
編
纂
所
編
『
正
続
天
台
宗
全
書
目

録
解
題
』
所
収
、
二
〇
〇
〇
年
、
春
秋
社
）
の
「
弘
決
外
典
鈔
四
巻
」
の
項
（
秋
田
光
兆
氏

執
筆
）
を
参
照
。

（
二
〇
）
『
政
事
要
略
』
現
存
最
古
の
古
写
本
に
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

金
沢
文
庫
旧
蔵
本
で
、
巻
二
十
五
　
年
中
行
事
二
十
五
、
巻
六
十
　
交
替
雑
事
二
十
、
巻
六

十
九
　
糾
弾
雑
事
九
の
み
の
残
巻
で
あ
る
。
底
本
は
、『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
三
六
　
政

事
要
略
』（
二
〇
〇
六
年
、
八
木
書
店
）
を
使
用
し
た
。
同
書
所
収
、
吉
岡
眞
之
「
尊
経
閣

文
庫
所
蔵
『
政
事
要
略
』
解
説
」
を
参
照
。



（
二
一
）
『
二
色
刷
影
印
　
紅
葉
山
文
庫
本
　
令
義
解
』（
一
九
九
九
年
、
東
京
堂
出
版
）
所
収
、
解
説

（
水
本
浩
典
氏
執
筆
）
を
参
照
。

（
二
二
）

武
内
義
雄
氏
に
よ
り
、『
論
語
義
疏
（
校
本
）・
校
勘
記
』
が
発
表
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
触

れ
た
い
。
江
戸
時
代
中
期
の
考
証
学
者
根
本
武
夷
（
一
六
九
九
〜
一
七
六
四
）
に
よ
り
、
旧

鈔
本
『
義
疏
』
の
う
ち
足
利
学
校
所
蔵
本
を
底
本
と
し
て
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
『
論

語
集
解
義
疏
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
際
に
旧
鈔
本
『
義
疏
』
の
形
式
等
の
改
変

が
行
わ
れ
た
。
根
本
武
夷
に
よ
る
旧
鈔
本
『
義
疏
』
の
形
式
等
の
改
変
を
補
正
し
、
形
式
及

び
本
文
の
復
原
を
目
的
に
武
内
義
雄
氏
は
以
下
に
列
挙
し
た
テ
キ
ス
ト
を
選
定
し
た
上
で
、

本
文
を
校
勘
し
、
校
訂
本
を
一
九
二
四
年
に
刊
行
し
た
。
こ
れ
が
『
論
語
義
疏
（
校
本
）・

校
勘
記
』
で
あ
る
。
前
掲
注
（
四
）
武
内
義
雄
②
を
参
照
。

な
お
、
武
内
本
で
対
校
本
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
は
、
校
勘
記
の
條
例
に
よ
れ
ば
「
余
所
見
舊

鈔
皇
疏
凡
十
種
。」
と
あ
り
、
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
文
明
本
（
文
明
九
年
本
〔
一
四
七
七

年
〕）
の
他
、
次
の
十
一
本
を
挙
げ
る
。
括
弧
内
は
、
年
紀
を
有
す
る
も
の
は
そ
れ
を
記
し
、

現
蔵
機
関
も
記
し
た
。

【
一
】
宝
徳
本
（
宝
徳
三
年
〔
一
四
五
一
〕、
お
茶
の
水
図
書
館
所
蔵
）

【
二
】
延
徳
本
（
延
徳
二
年
〔
一
四
九
〇
〕、
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
）

【
三
】
清
熙
園
本
（
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
）

【
四
】
足
利
本
（
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
所
蔵
）

【
六
】
久
原
文
庫
本
（
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
）

【
七
】
宮
内
省
図
書
寮
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）

【
八
】
桃
華
斎
本
（
富
岡
桃
華
氏
・
石
井
積
翠
軒
氏
旧
蔵
、
某
氏
所
蔵
で
所
蔵
者
非
公
開
）

【
九
】
泊
園
書
院
本
（
関
西
大
学
総
合
図
書
館
泊
園
文
庫
所
蔵
）

【
一
〇
】
久
原
文
庫
一
本
（
大
東
急
記
念
文
庫
所
蔵
）

【
一
一
】
有
不
為
斎
本
（
大
阪
府
立
図
書
館
旧
蔵
、
所
蔵
機
関
不
明
）
で
あ
る
。

し
か
し
、
氏
は
前
掲
注
（
四
）
③
「
論
語
皇
疏
校
訂
の
一
資
料
―
国
宝
論
語
総
略
に
つ
い
て

―
」
に
於
い
て
、「
現
在
残
っ
て
い
る
皇
疏
の
旧
鈔
本
は
幾
種
あ
る
か
を
知
ら
な
い
。
私
は

尼
崎
坂
本
氏
の
清
熙
園
本
、
京
都
竜
谷
大
学
の
文
明
九
年
鈔
本
、
京
都
大
学
保
管
久
原
文
庫

の
延
徳
鈔
本
お
よ
び
年
代
不
明
の
鈔
本
、
富
岡
氏
の
桃
華
斎
本
、
大
阪
藤
沢
氏
の
泊
園
書
院

本
、
伊
藤
氏
の
有
不
為
斎
本
の
七
種
を
借
出
し
て
校
合
し
、
さ
ら
に
借
出
不
可
能
で
あ
っ
た

宮
内
省
図
書
寮
の
蔵
本
、
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
の
蔵
本
、
徳
富
氏
の
成
簣
堂
蔵
本
に
つ
い

て
は
上
記
七
種
の
校
合
を
了
っ
た
上
、
注
意
を
要
す
る
点
だ
け
を
参
照
し
た
が
、
い
ず
れ
も

大
同
小
異
の
資
料
の
み
だ
っ
た
。」
と
述
べ
、
厳
密
に
い
え
ば
、
校
合
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト

は
七
本
と
い
え
る
。

（
二
三
）

例
え
ば
、
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

太
田
次
男

①
「
内
閣
文
庫
蔵
『
管
見
抄
』
に
つ
い
て
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
九
輯
、
一
九
七
一
年
。

後
に
太
田
次
男
『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
　
中
』
所
収
、
一
九

九
七
年
、
勉
誠
社
）

②
「
内
閣
文
庫
蔵
管
見
抄
と
「
越
抄
」
に
つ
い
て
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
十
九
巻
九
号
、

一
九
七
二
年
。
後
に
太
田
次
男
『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
　
中
』

所
収
）

③
前
掲
注
（
一
〇
）「『
政
事
要
略
』
所
引
の
白
氏
文
集
に
つ
い
て
」

遠
藤
光
正

①
「
校
勘
資
料
と
し
て
の
平
安
時
代
に
お
け
る
金
言
集
―
特
に
経
子
部
の
校
勘
に
つ
い
て

―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
二
十
四
集
、
一
九
七
二
年
。
後
に
遠
藤
光
正
『
明
文
抄

の
研
究
並
び
に
語
彙
索
引
』
所
収
、
一
九
七
四
年
、
現
代
文
化
社
）

②
「
類
書
の
伝
来
と
軍
記
物
語
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
二
十
九
集
、
一
九
七
七
年
。

後
に
遠
藤
光
正
『
類
書
の
伝
来
と
明
文
抄
の
研
究
―
軍
記
物
語
へ
の
影
響
―
』
所
収
、

一
九
八
四
年
、
あ
さ
ま
書
房
）

小
島
憲
之

前
掲
注
（
九
）「
原
本
系
『
玉
篇
』
佚
文
拾
遺
の
問
題
に
関
し
て
」

神
鷹
徳
治

①
「『
管
見
記
』
紙
背
の
『
文
集
』
に
つ
い
て
―
解
説
と
翻
字
―
」（『
懐
徳
』
六
六
号
、

一
九
九
八
年
）

②
「『
秘
府
略
』
紙
背
白
氏
詩
篇
の
本
文
の
系
統
に
つ
い
て
」（『
日
本
文
学
研
究
』
三
〇
、

一
九
九
九
年
、
帝
塚
山
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
）

③
「
国
書
所
載
の
漢
籍
の
本
文
に
つ
い
て
―
『
文
集
百
首
』
を
中
心
と
し
て
―
」（
林
田

愼
之
助
博
士
古
稀
記
念
論
集
編
集
委
員
会
編
『
中
国
読
書
人
の
政
治
と
文
学
』
所
収
、

二
〇
〇
二
年
、
創
文
社
）

④
「『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
『
奥
入
』
所
引
「
長
恨
歌
」
の
本
文
の
系
統
に
つ
い
て
」（
室

伏
信
助
監
修
・
上
原
作
和
編
『
人
物
で
読
む
『
源
氏
物
語
』
第
一
巻
　
桐
壺
帝
・
桐
壺

更
衣
』
所
収
、
二
〇
〇
五
年
、
勉
誠
出
版
）

（
二
四
）
『
令
集
解
』
所
引
漢
籍
の
研
究
、
な
か
で
も
所
引
『
玉
篇
』
・
『
切
韻
』
の
研
究
が
進
ん
で

お
り
、
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

井
上
順
理

「
令
集
解
引
玉
篇
佚
文
考
―
孟
子
伝
来
考
附
論
―
」（『
鳥
取
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告

（
人
文
・
社
会
科
学
）』
十
七
巻
、
一
九
六
六
年
）

蔵
中
進

「「
令
集
解
」
所
引
「
切
韻
」
考
」（『
神
戸
外
大
論
叢
』
十
九
巻
三
号
、
一
九
七
〇
年
）

西
宮
一
民

「
令
集
解
と
玉
篇
」（『
万
葉
』
七
十
、
一
九
六
九
年
）

小
島
憲
之

①
「
平
安
朝
述
作
物
の
或
る
場
合
―
「
類
書
」
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
大
阪
市
立
大

学
文
学
部
紀
要
　
人
文
研
究
』
二
十
一
巻
六
冊
〈
国
語
・
国
文
学
〉、
一
九
六
九
年
。

総研大文化科学研究 三十



文化科学研究科

総研大文化科学研究三一

後
に
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
　
中
（
上
）』
所
収
、
一
九
七
三
年
、
塙
書

房
）

②
「
上
代
に
於
け
る
学
問
の
一
面
―
原
本
系
『
玉
篇
』
の
周
辺
―
」（『
文
学
』
三
十
九
巻

十
二
号
、
一
九
七
一
年
。
後
に
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
　
中
（
上
）』
所

収
）

森
鹿
三

「
令
集
解
所
引
玉
篇
考
」（『
東
方
学
報
　
京
都
』
四
十
一
冊
　
創
立
四
十
周
年
記
念
論
集
、

一
九
七
〇
年
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

林
紀
昭

「『
令
集
解
』
所
引
反
切
攷
」（
大
阪
歴
史
学
会
編
『
古
代
国
家
の
形
成
と
展
開
』
所
収
、

一
九
七
六
年
、
吉
川
弘
文
館
）

京
都
大
学
令
集
解
研
究
会

「『
令
集
解
』
に
於
け
る
『
玉
篇
』
利
用
の
実
態
」（『
鷹
陵
史
学
』
三
・
四
合
併
号
　
森
鹿

三
博
士
頌
寿
記
念
特
集
号
、
一
九
七
七
年
、
佛
教
大
学
歴
史
研
究
所
。
後
に
森
鹿
三
博
士

頌
寿
記
念
会
編
『
森
鹿
三
博
士
頌
寿
記
念
論
文
集
』
所
収
、
一
九
七
七
年
、
同
朋
舎
出
版
）

小
口
雅
史

「〔
覚
書
〕
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
『
令
集
解
』
校
異
小
考
」（『
国
書
逸
文
研
究
』
十
二
号
、

一
九
八
三
年
）

ま
た
、『
令
集
解
』
所
引
漢
籍
全
般
の
研
究
に
は
、
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

奥
村
郁
三

①
「『
令
集
解
』
講
読
覚
書
（
二
）
―
集
解
所
引
漢
籍
校
訂
稿
（
１
）」（『
日
本
上
古
史
研

究
』
三
巻
九
号
、
一
九
五
九
年
）

②
「『
令
集
解
』
講
読
覚
書
（
三
）
―
集
解
所
引
漢
籍
校
訂
稿
（
２
）」（『
日
本
上
古
史
研

究
』
四
巻
一
号
、
一
九
六
〇
年
）

③
「『
令
集
解
』
講
読
覚
書
（
五
）
―
集
解
所
引
漢
籍
校
訂
稿
（
３
）」（『
日
本
上
古
史
研

究
』
四
巻
八
号
、
一
九
六
〇
年
）

④
「『
令
集
解
』
講
読
覚
書
（
六
）
―
集
解
所
引
漢
籍
校
訂
稿
（
４
）」（『
日
本
上
古
史
研

究
』
五
巻
二
号
、
一
九
六
一
年
）

林
紀
昭

①
『
令
集
解
漢
籍
出
典
試
考
（
上
）』（
一
九
八
〇
年
、
私
家
版
）

②
「『
令
集
解
』
所
引
『
説
文
』
攷
」（『
関
西
大
学
東
西
研
究
所
紀
要
』
二
十
、
一
九
八

七
年
）

戸
川
芳
郎
・
新
井
榮
藏
・
今
駒
有
子
編

『
令
集
解
引
書
索
引
』（
一
九
九
〇
年
、
汲
古
書
院
）

奥
村
郁
三
編
著

『
令
集
解
所
引
漢
籍
備
考
』（
関
西
大
学
東
西
研
究
所
研
究
叢
刊
十
四
、
二
〇
〇
〇
年
、
関

西
大
学
出
版
部
）

佐
立
春
人

「〈
書
評
〉
奥
村
郁
三
編
著
『
令
集
解
所
引
漢
籍
備
考
』」（『
古
代
文
化
』
五
十
四
巻
十
二

号
、
二
〇
〇
二
年
）

水
口
幹
記

①
「
書
評
と
紹
介
　
奥
村
郁
三
編
著
『
令
集
解
所
引
漢
籍
備
考
』」（『
古
文
書
研
究
』
五

十
六
号
、
二
〇
〇
二
年
）

②
「『
令
集
解
』
戸
令
鰥
寡
条
の
構
成
と
論
理
」（
早
稲
田
大
学
古
代
文
学
比
較
文
学
研
究

所
編
『
交
錯
す
る
古
代
』
所
収
、
二
〇
〇
四
年
、
勉
誠
出
版
。
後
に
水
口
幹
記
『
日
本

古
代
漢
籍
受
容
の
史
的
研
究
』
所
収
、
二
〇
〇
五
年
、
汲
古
書
院
）

③
「
引
用
書
名
か
ら
み
た
古
代
の
学
問
」（
水
口
幹
記
『
日
本
古
代
漢
籍
受
容
の
史
的
研

究
』
所
収
）

④
「
古
代
に
お
け
る
『
五
経
正
義
』
の
利
用
実
態
」（
水
口
幹
記
『
日
本
古
代
漢
籍
受
容

の
史
的
研
究
』
所
収
）

（
二
五
）

井
上
光
貞
「
日
本
律
令
の
成
立
と
そ
の
注
釈
書
」（
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』
所
収
「
解
説
」

一
九
七
六
年
、
岩
波
書
店
。
後
に
『
井
上
光
貞
著
作
集
　
第
二
巻
　
日
本
古
代
思
想
史
の
研

究
』
所
収
、
一
九
八
六
年
、
岩
波
書
店
）
を
参
照
。

（
二
六
）

古
記
が
天
平
十
年
（
七
三
八
）
頃
、
釈
が
延
暦
六
〜
十
年
（
七
八
七
〜
七
九
一
）
に
撰
述
さ

れ
た
と
す
る
の
が
通
説
と
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
注
（
二
五
）
を
参
照
。

（
二
七
）

敦
煌
本
『
論
語
疏
』
に
つ
い
て
は
、
後
掲
注
（
四
五
）
を
参
照
。

（
二
八
）

京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
所
蔵
『
論
語
義
疏
』
は
、
二
本
あ
る
。

○
一
本
（
請
求
記
号
　
一
―
六
六
／
ロ
／
四
貴
）

本
書
は
、
巻
二
、
巻
四
〜
八
　
六
冊
の
み
の
残
巻
で
、
清
原
良
兼
の
朱
書
き
花
押
を
有
し
、

鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
鈔
本
と
目
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
清
原
良
兼
の
花
押

は
、
筆
勢
か
ら
花
押
影
と
推
定
さ
れ
、
従
っ
て
、
書
写
年
代
は
、〔
鎌
倉
時
代
末
期
〜
南

北
朝
時
代
〕
よ
り
降
り
、〔
室
町
時
代
〕
と
推
定
さ
れ
る
。
昭
和
二
十
七
年
七
月
十
九
日

重
要
文
化
財
指
定
。
原
本
調
査
の
許
可
が
下
り
ず
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
写
真
を

使
用
し
て
調
査
し
た
。
清
原
良
兼
の
花
押
に
つ
い
て
は
、『
花
押
か
が
み
七
　
南
北
朝
時

代
三
』（
二
〇
〇
六
年
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
を
参
照
。

○
も
う
一
本
（
請
求
記
号
　
一
―
六
六
／
ロ
／
一
一
貴
）
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

本
書
は
、
袋
綴
装
冊
子
本
、
十
巻
（
欠
巻
四
）
九
冊
。
本
文
書
写
は
、〔
江
戸
時
代
前
期

〜
中
期
〕
と
推
定
さ
れ
る
。
清
原
（
伏
原
）
宣
條
の
旧
蔵
に
係
る
。
格
子
状
刷
毛
引
渋
色

表
紙
（
二
七
・
〇
×
二
〇
・
三
糎
）。
各
冊
左
肩
に
「
論
語
疏
義

〔
義
疏
〕

一
（
〜
十
終
）」
と
墨
書

に
よ
る
打
付
外
題
、
各
冊
右
肩
か
ら
中
央
に
か
け
て
二
行
に
わ
た
り
、
篇
名
を
墨
書
す
る
。

各
冊
表
表
紙
右
下
に
「
共
十
」
と
墨
書
す
る
。
本
文
料
紙
は
、
楮
紙
、
無
辺
無
界
、
毎
半

葉
八
行
二
十
字
、
注
（
集
解
）
は
低
一
格
十
九
字
、
疏
は
本
文
の
疏
の
場
合
二
十
字
、
注

（
集
解
）
の
疏
の
場
合
低
一
格
十
九
字
。
墨
筆
に
よ
る
送
仮
名
・
返
点
・
縦
点
・
合
点
・

附
訓
、
墨
筆
に
よ
る
眉
上
及
び
本
文
行
間
に
本
文
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
注
、
ま
た
墨
筆
の



複
数
の
手
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
義
注
・
校
異
注
・
反
切
・
経
書
・
子
書
（
特
に
儒
家

類
）
・
字
書
・
韻
書
等
の
引
用
、J

X

正
義
（
書
き
出
し
がX

云
・
論
吾J

X

曰
・X

言
・
正
義
・
正
云
等
）
・
朱
子
注
（
書
き
出
し
が
朱
註
・
朱
云
等
）
の
引
用
等
が
あ
る
。

朱
筆
に
よ
る
句
点
・
合
点
・
送
仮
名
・
傍
点
・
反
切
・
家
本
と
の
校
異
、
朱
引
が
あ
る
。

た
だ
し
、
五
冊
目
の
み
返
点
・
縦
点
が
朱
筆
で
あ
る
。
皇
侃
序
は
な
く
、
何
晏
集
解
序
の

巻
頭
題
署
は
「
論
語
序
　
何
晏
集
解
」
に
作
る
。
本
文
巻
頭
題
署
は
「
論
語
義
疏
巻
第
一

何
晏
集
解
　
皇
侃
疏
」、「
論
語
義
疏
巻
第
二
（
〜
十
）

（
〜
各
篇
名
）

梁
國
子

助
教
呉
郡
皇
侃
　
撰
」
に
作
る
。
た
だ
し
、
五
冊
目
の
み
篇
名
を
記
さ
な
い
。
尾
題
は

「
論
語
義
疏
巻
第
一
（
〜
十
）」
に
作
る
。
六
冊
目
の
末
葉
裏
の
尾
題
の
後
の
墨
抹
さ
れ
た

二
行
に
「
享
保
□
〔
十
カ
〕
□
〔
字
の
有
無
は
不
明
〕
／
三
月
廿
四
日
」
と
年
紀
を
有
す

る
。
各
冊
初
葉
表
右
肩
に
そ
れ
ぞ
れ
無
廓
楕
円
陽
刻
朱
印
「
天
師
明
／
經
儒
」
各
一
顆
、

右
下
に
そ
れ
ぞ
れ
単
廓
方
形
陽
刻
朱
印
「
宣
／
條
」
各
一
顆
を
蹈
印
す
る
。「
天
師
明
／

經
儒
」、「
宣
／
條
」
は
と
も
に
清
原
（
伏
原
）
宣
條
（
享
保
五
年
〔
一
七
二
〇
〕
〜
寛
政

三
年
〔
一
七
九
一
〕）
の
蔵
印
で
あ
る
。
一
冊
目
末
葉
裏
に
「
墨
附
四
十
貳
丁
」、
二
冊
目

末
葉
裏
に
「
墨
附
四
十
五
丁
」、
三
冊
目
末
葉
裏
に
「
墨
附
四
十
八
丁
」、
五
冊
目
末
葉
裏

に
「
墨
附
四
十
丁
」、
六
冊
目
末
葉
裏
に
「
墨
附
四
十
丁
」、
七
冊
目
末
葉
裏
に
「
墨
附
四

十
八
丁
」、
八
冊
目
末
葉
裏
に
「
墨
附
三
十
四
丁
」、
九
冊
目
末
葉
裏
に
「
墨
附
三
十
六
丁
」、

十
冊
目
末
葉
裏
に
「
墨
附
二
十
二
丁
」
と
そ
れ
ぞ
れ
墨
書
す
る
。
一
冊
目
初
葉
表
に
「
附

五
　
論
語
義
疏
　
寫
本
／
本
館
所
藏
」
と
墨
書
し
た
短
冊
状
の
も
の
が
挟
ま
っ
て
い
る
。

全
冊
に
わ
た
っ
て
、
虫
損
が
多
く
、
間
々
裏
打
し
て
補
修
を
施
し
て
い
る
。
蔵
印
に
つ
い

て
は
、
渡
辺
守
邦
・
後
藤
憲
二
編
『
新
編
蔵
書
印
譜
』
日
本
書
誌
学
大
系
七
九
（
平
成
一

三
年
、
青
裳
堂
書
店
）
を
参
照
。
二
〇
〇
六
年
七
月
二
十
八
日
調
査
実
施
。

（
二
九
）
『
令
集
解
』
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
石
上
英
一
・
水
本
浩
典
の
両
氏
に
よ
る
以
下
の
研

究
が
あ
る
。

石
上
英
一

①
「『
令
集
解
』
金
沢
文
庫
本
の
行
方
」（『
日
本
歴
史
』
三
七
一
号
、
一
九
七
九
年
。
後

に
石
上
英
一
『
日
本
古
代
史
料
学
』
所
収
）

②
「『
令
集
解
』
金
沢
文
庫
本
の
再
検
討
」（『
史
学
雑
誌
』
八
八
編
九
号
、
一
九
七
九
年
。

後
に
石
上
英
一
『
日
本
古
代
史
料
学
』
所
収
）

水
本
浩
典

①
「『
令
集
解
』
諸
本
所
在
目
録
」（『
古
代
文
化
』
三
一
巻
四
号
、
一
九
七
九
年
。
後
に

水
本
浩
典
『
律
令
註
釈
書
の
系
統
的
研
究
』
所
収
、
一
九
九
一
年
、
塙
書
房
）

②
「『
令
集
解
』
写
本
に
関
す
る
一
考
察
―
内
閣
文
庫
本
と
菊
亭
文
庫
本
―
（
上
）」（『
続

日
本
紀
研
究
』
二
〇
二
号
、
一
九
七
九
年
。
後
に
「『
令
集
解
』
写
本
に
関
す
る
一
考

察
―
紅
葉
山
文
庫
本
と
菊
亭
文
庫
本
―
」
に
改
題
し
水
本
浩
典
『
律
令
註
釈
書
の
系
統

的
研
究
』
所
収
）

③
「『
令
集
解
』
写
本
に
関
す
る
一
考
察
―
内
閣
文
庫
本
と
菊
亭
文
庫
本
―
（
下
）」（『
続

日
本
紀
研
究
』
二
〇
三
号
、
一
九
七
九
年
。
後
に
「『
令
集
解
』
写
本
に
関
す
る
一
考

察
―
紅
葉
山
文
庫
本
と
菊
亭
文
庫
本
―
」
に
改
題
し
水
本
浩
典
『
律
令
註
釈
書
の
系
統

的
研
究
』
所
収
）

④
「『
令
集
解
』
諸
本
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
（『
法
制
史
研
究
』
二
九
号
、
一
九
八
〇
年
。

後
に
「『
令
集
解
』
諸
本
の
系
統
的
研
究
」
に
改
題
し
水
本
浩
典
『
律
令
註
釈
書
の
系

統
的
研
究
』
所
収
）

⑤
「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
法
学
部
所
蔵
『
令
集
解
』
に
つ
い
て
―
無
名
の
国
学
者
山
川
正
彬

と
の
関
係
か
ら
―
」（『
神
戸
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
二
二
号
、
一
九
八
六
年
。
後
に

「
江
戸
期
に
お
け
る
『
令
集
解
』
研
究
の
一
例
―
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
法
学
部
所
蔵
『
令

集
解
』
を
中
心
に
―
」
に
改
題
し
水
本
浩
典
『
律
令
註
釈
書
の
系
統
的
研
究
』
所
収
）

（
三
〇
）

前
掲
注
（
一
六
）
を
参
照
。

（
三
一
）
『
令
集
解
』
の
〈
１
〉
〜
〈
６
〉
の
底
本
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

〈
１
〉
田
中
本
は
、
原
本
を
使
用
し
た
。
書
誌
は
、『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
資
料
目
録
﹇
１
﹈

田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
目
録
﹇
古
文
書
・
記
録
類
編
﹈』（
二
〇
〇
〇
年
、
歴
史
民
俗
博

物
館
振
興
会
）
に
よ
れ
ば
、「
館
蔵
資
料
番
号
　
二
三
一
、
三
五
冊
、
江
戸
時
代
前
期
写
、

袋
綴
装
、
薄
渋
染
表
紙
、
二
八
・
三
×
二
〇
・
六
、
二
四
〜
六
二
丁
（
墨
付
二
三
〜
六
〇
丁
）、

楮
紙
、
首
尾
に
「
金
沢
文
庫
」
の
黒
方
印
を
模
写
、
一
部
訓
点
あ
り
、
一
部
表
紙
に
押
紙
あ

り
、
山
田
清
安
旧
蔵
カ
。（
後
略
）」
と
あ
る
。

〈
２
〉
鷹
司
家
本
の
底
本
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
写
真
を
使
用
し
た
。
書
誌
は
、

『
和
漢
図
書
分
類
目
録
』（
一
九
五
三
年
、
宮
内
庁
書
陵
部
）
に
よ
れ
ば
、「
惟
宗
直
本
　
江

戸
寫
　
（
鷹
）

三
五

冊

二
六
六

函

七
三
四

号

」
と
あ
る
。

〈
３
〉
清
家
本
の
底
本
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
写
真
を
使
用
し
た
。
書
誌
は
、『
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
貴
重
書
解
題
　
第
七
巻
　
古
写
本
の
部
第
一
』（
一
九
七
五
年
、
国
立

国
会
図
書
館
）
に
よ
れ
ば
、「
四
〇
巻
（
内
一
、
二
、
二
五
、
二
六
、
二
七
、
三
七
、
三
九

欠
）
三
四
冊W

A
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惟
宗
直
本
撰
、
慶
長
二
年
か
ら
四
年
（
一
五
九
七
―
一
五
九
九
）

清
原
秀
賢
等
手
写
校
合
。
清
原
家
伝
本
。（
中
略
）
本
書
は
、
薄
茶
色
の
原
表
紙
を
付
し
、

左
肩
に
直
書
き
で
「
令
集
解
（
巻
数
）（
内
容
題
）」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
筆
跡
は
、
各
巻

秀
賢
の
奥
書
と
同
筆
で
あ
る
。
書
式
は
凡
そ
一
定
で
あ
る
が
、
料
紙
は
必
ず
し
も
定
ま
ら
ず
、

有
界
の
も
の
も
あ
れ
ば
白
紙
の
も
あ
る
。
大
き
さ
二
七
・
五
×
二
一
、
毎
半
葉
八
行
、
注
文

小
字
双
行
、
又
注
小
字
双
行
、
字
数
一
七
字
。
朱
墨
の
校
合
書
入
れ
、
朱
点
、
朱
引
き
を
施

し
て
い
る
。
全
体
に
虫
損
多
く
補
修
を
行
っ
て
い
る
。（
後
略
）」
と
あ
る
。

〈
４
〉
紅
葉
山
文
庫
本
の
底
本
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
写
真
を
使
用
し
た
。
書
誌

は
、『
改
訂
内
閣
文
庫
国
書
分
類
目
録
　
下
』（
一
九
七
五
年
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
）

に
よ
れ
ば
、「（
金
澤
文
庫
藏
本
・
來F

志
著I

本
）
存
一
〇
卷
（
卷
一
―
一
〇
）

惟
宗
直

本
　
〔
江
戸
初
〕
寫
（
模
寫
）

楓
　
一
〇

軸

特
一
一
〇

函

二号

」
と
あ
る
。

〈
５
〉
東
山
御
文
庫
本
の
底
本
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
写
真
を
使
用
し
た
。
勅
封

番
号
　
七
四
―
三
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〈
６
〉『
旧
抄
本
経
書
』
の
底
本
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
写
真
を
使
用
し
た
。
壬
生

文
書
　
七
四
―
八
九
六

（
三
二
）

新
訂
増
補
国
史
大
系
『
令
集
解
』
前
篇
（
一
九
六
六
年
、
吉
川
弘
文
館
）
所
収
、
黒
板
勝
美

「
凡
例
」

（
三
三
）

関
靖
「
訪
書
の
た
め
に
京
洛
に
旅
し
て
（
下
）」（『
書
誌
学
』
第
二
巻
第
六
号
、
一
九
三
四

年
。
後
に
関
靖
・
熊
原
政
男
『
金
澤
文
庫
本
之
研
究
』
所
収
、
一
九
八
一
年
、
青
裳
堂
書
店
）

（
三
四
）

日
本
思
想
大
系
『
律
令
』（
一
九
七
六
年
、
岩
波
書
店
）
所
収
、
早
川
庄
八
「
解
題
」

（
三
五
）

吉
岡
眞
之
『
古
代
文
献
の
基
礎
的
研
究
』（
一
九
九
四
年
、
吉
川
弘
文
館
）
所
収

（
三
六
）
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
　
歴
史
篇
　
第
六
巻
〈
令
集
解
６
〉』（
一
九
九

九
年
、
臨
川
書
店
）
所
収

（
三
七
）
『
旧
抄
本
経
書
』
は
、
壬
生
官
務
家
の
旧
蔵
に
係
り
、
現
在
は
京
都
大
学
文
学
部
古
文
書
室

が
所
蔵
し
て
い
る
。
前
田
本
『
玉
燭
宝
典
』
二
軸
のK

紙
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
清
家
本
巻

十
九
考
課
二
の
欠
け
て
い
る
巻
首
二
紙
に
当
た
る
鎌
倉
時
代
書
写
の
極
め
て
貴
重
な
存
在
で

あ
る
。

『
旧
抄
本
経
書
』
に
つ
い
て
は
、
今
江
廣
道
「
京
大
古
文
書
室
蔵
「
旧
抄
本
経
書
」
を
め
ぐ

っ
て
」（『
国
学
院
雑
誌
』
第
八
十
巻
第
十
一
号
、
一
九
七
九
年
。
後
に
今
江
廣
道
編
『
前
田

本
『
玉
燭
宝
典
』
紙
背
文
書
と
そ
の
研
究
』
所
収
、
二
〇
〇
二
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会
）

を
参
照
。

（
三
八
）

空
海
（
七
七
四
〜
八
三
五
）
撰
。
天
長
七
（
八
三
〇
）
年
成
立
。
空
海
の
主
著
で
あ
り
、
公

的
に
真
言
宗
の
教
義
を
内
外
に
発
表
し
た
綱
要
書
で
あ
る
。
本
書
は
題
名
の
示
す
と
お
り
、

人
間
の
心
の
在
り
方
、
特
色
、
修
行
の
在
り
方
を
眺
め
つ
つ
、
順
次
高
所
に
至
り
、
つ
い
に

至
高
の
境
地
で
あ
る
密
教
・
大
日
如
来
の
境
地
に
至
る
全
過
程
を
説
く
。『
日
本
仏
教
典
籍

大
事
典
』（
一
九
八
六
年
、
雄
山
閣
出
版
）
を
参
照
。

高
山
寺
本
の
底
本
は
、
前
掲
注
（
七
）『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
四
』
所
収
を
使
用
し
た
。

書
誌
は
、
小
助
川
貞
次
「
高
山
寺
蔵
祕
密
漫
荼
羅
十
住
心
論
書
誌
解
題
」（『
高
山
寺
古
訓
点

資
料
第
四
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、「〔
１
〕
卷
第
一
　
○
平
安
時
代
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）

寫
、
粘
葉
装
縱
長
本
、
楮
交
斐
紙
、「
高
山
寺
」
單
廓
朱
方
印
、
雲
母
引
原
表
紙
、
押
え
竹
、

押
界
七
行
、
二
四
・
〇
×
一
四
・
〇
、
界
高
一
九
・
六
、
界
幅
一
・
七
、
朱
點
（
假
名
、
聲

點
、
ヲ
コ
ト
點
・
圓
堂
點
、
天
永
二
年
）、
墨
點
（
假
名
、
ヲ
コ
ト
點
・
圓
堂
點
カ
、
院
政

期
、
但
シ
ヲ
コ
ト
點
ハ
卷
首
ノ
ミ
ニ
存
ス
）（
中
略
）〔
２
〕
卷
第
二
　
○
體
裁
等
〔
１
〕
ニ

同
ジ
、
但
シ
墨
書
ヲ
コ
ト
點
ナ
シ
、（
中
略
）〔
３
〕
卷
第
三
　
○
體
裁
等
〔
１
〕
ニ
同
ジ
、

但
シ
墨
書
ヲ
コ
ト
點
ナ
シ
、（
中
略
）〔
４
〕
卷
第
四
　
○
體
裁
等
〔
１
〕
ニ
同
ジ
、
但
シ
墨

書
ヲ
コ
ト
點
ナ
シ
、（
中
略
）〔
５
〕
卷
第
五
　
○
體
裁
等
〔
１
〕
ニ
同
ジ
、
但
シ
墨
書
ヲ
コ

ト
點
ナ
シ
、（
中
略
）〔
６
〕
卷
第
六
　
○
體
裁
等
〔
１
〕
ニ
同
ジ
、
但
シ
墨
書
ヲ
コ
ト
點
ナ

シ
、（
中
略
）〔
８
〕
卷
第
八
　
○
體
裁
等
〔
１
〕
ニ
同
ジ
、
但
シ
墨
書
ヲ
コ
ト
點
ナ
シ
、

（
中
略
）〔
９
〕
卷
第
九
　
○
體
裁
等
〔
１
〕
ニ
同
ジ
、
但
シ
墨
書
ヲ
コ
ト
點
ナ
シ
、（
中
略
）

〔
１
０
〕
卷
第
十
　
○
體
裁
等
〔
１
〕
ニ
同
ジ
、
但
シ
墨
書
聲
點
・
ヲ
コ
ト
點
ナ
シ
、（
後
略
）」

と
あ
る
。

金
剛
三
昧
院
本
（
請
求
番
号
　
特
一
二
―
シ
金
―
二
〇
）
の
底
本
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

紙
焼
き
写
真
を
使
用
し
た
。

（
三
九
）

撰
者
の
濟
暹
は
、
真
言
宗
の
密
教
に
精
通
し
京
都
慈
尊
院
に
住
し
た
学
僧
。
本
書
は
承
徳
元

年
（
一
〇
九
七
）
七
十
三
歳
の
著
作
で
、
空
海
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
の
註
釈
書
で
は
最
古

の
も
の
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。『
大
正
新
脩
大
蔵
経
索
引
　
第
三
十
二
巻
　
続
経
疏

部
一
』（
一
九
八
七
年
、
大
蔵
経
学
術
用
語
研
究
会
）
所
収
「
収
録
收
典
籍
解
題
」
を
参
照
。

『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
第
六
巻
（
一
九
九
〇
年
、
岩
波
書
店
）
七
一
一
頁
に
よ
る
と
、『
般

若
心
経
秘
鍵
開
門
訣
』
は
、
①
高
野
山
大
学
　
②
高
野
山
宝
寿
院
（
鎌
倉
末
期
写
）

③
高

野
山
明
王
院
　
④
智
積
院
　
に
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

①
は
、
光
台
院
よ
り
寄
託
を
受
け
、
高
野
山
大
学
図
書
館
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
書
誌
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
請
求
番
号
　
一
―
四
六
／
ヒ
光
／
二
一

本
書
は
、
袋
綴
装
冊
子
本
、
上
中
下
三
巻
三
冊
。
書
写
年
代
は
、〔
江
戸
時
代
〕
と
推
定

さ
れ
る
。
遍
照
尊
院
、
栄
秀
、
密
門
宥
範
師
記
念
文
庫
（
密
門
文
庫
）
の
旧
蔵
に
係
る
。

朱
色
表
紙
（
二
四
・
四
×
一
六
・
八
糎
）。
各
冊
表
表
紙
左
肩
に
「
般
若
心
経
祕
鍵
開
門

訣
巻
上
（
〜
下
）」
と
墨
書
に
よ
る
打
付
外
題
が
あ
る
。
各
冊
表
表
紙
右
下
に
「
榮
秀
」

と
墨
書
が
あ
る
。
栄
秀
（
文
化
四
年
〔
一
八
〇
七
〕
〜
明
治
十
一
年
〔
一
八
七
八
〕）
は
、

高
野
山
金
剛
峯
寺
の
塔
頭
の
遍
照
尊
院
に
住
し
、
数
多
く
の
真
言
諸
流
・
神
道
諸
流
を
伝

授
さ
れ
、
ま
た
伝
授
し
た
。
本
文
巻
頭
題
署
は
「
般
若
心
経
祕
鍵
開
門
訣
巻
上
（
〜
下
）」、

尾
題
は
一
冊
目
、
二
冊
目
は
な
く
、
三
冊
目
に
「
般
若
心
經
祕
鍵
開
門
訣
巻
下
」
に
作
る
。

本
文
料
紙
は
、
楮
紙
、
無
辺
無
界
、
一
冊
目
は
毎
半
葉
九
行
十
四
〜
二
十
一
字
と
一
定
せ

ず
、
二
冊
目
、
三
冊
目
は
毎
半
葉
九
行
十
八
字
、
注
は
小
字
双
行
。
墨
筆
に
よ
る
返
点
・

送
仮
名
が
あ
り
、
所
々
に
墨
筆
に
よ
る
縦
点
・
校
異
注
・
義
注
・
音
訓
が
附
さ
れ
る
。
本

文
書
写
は
二
冊
目
、
三
冊
目
は
同
筆
で
あ
る
が
、
一
冊
目
は
別
筆
の
可
能
性
が
窺
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
寄
合
書
か
。
一
冊
目
表
表
紙
下
部
、
一
冊
目
巻
頭
遊
紙
の
表
、
二
冊
目
初
葉

表
、
三
冊
目
巻
頭
遊
紙
の
表
に
そ
れ
ぞ
れ
双
廓
方
形
陽
刻
朱
印
「
密
門
／
藏
書
」
各
一
顆
、

ま
た
一
冊
目
巻
頭
遊
紙
の
裏
、
二
冊
目
表
表
紙
の
裏
、
三
冊
目
巻
頭
遊
紙
の
裏
に
そ
れ
ぞ

れ
単
廓
長
方
陽
刻
墨
印
「
金
剛
峯
寺
／
文
庫
／
遍
照
尊
院
」
各
一
顆
を
蹈
印
す
る
。「
密

門
／
藏
書
」
は
、
密
門
宥
範
師
記
念
文
庫
の
蔵
印
で
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
高

野
山
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
密
門
宥
範
（
天
保
十
四
年
〔
一
八
四
三
〕
〜
大
正
九

年
〔
一
九
二
〇
〕）
は
古
義
真
言
宗
聯
合
総
裁
高
野
派
管
長
大
僧
正
と
な
っ
た
人
物
で
あ

る
。「
金
剛
峯
寺
／
文
庫
／
遍
照
尊
院
」
は
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
塔
頭
の
遍
照
尊
院
の

蔵
印
で
あ
る
。
書
写
年
代
は
、
高
野
山
大
学
図
書
館
よ
り
〔
江
戸
時
代
〕
写
と
御
教
示
を

賜
り
、
筆
者
の
推
定
と
一
致
し
た
。
栄
秀
に
つ
い
て
は
、
三
輪
正
胤
『
近
代
高
野
山
の
学

問
―
遍
照
尊
院
栄
秀
事
績
考
』
新
典
社
選
書
十
八
（
二
〇
〇
六
年
、
新
典
社
）、
密
門
宥

範
に
つ
い
て
は
、『
近
代
高
野
山
の
学
問
―
遍
照
尊
院
栄
秀
事
績
考
』
及
び
俵
塚
義
光

「
明
治
以
後
の
高
野
山
典
籍
談
」（『
密
教
研
究
　
六
十
号
　
特
輯
号
　
明
治
・
大
正
時
代



を
中
心
と
す
る
高
野
山
の
研
究
』
一
九
三
六
年
、
高
野
山
大
学
内
密
教
研
究
会
。
後
に
復

刻
版
、
第
一
書
房
）、
密
門
宥
範
師
記
念
文
庫
に
つ
い
て
は
、『
近
代
高
野
山
の
学
問
―
遍

照
尊
院
栄
秀
事
績
考
』
及
び
高
野
山
大
学
百
年
史
編
纂
室
編
『
高
野
山
大
学
百
年
史
』

（
一
九
八
六
年
、
高
野
山
大
学
学
監
鷲
峰
本
賢
）
を
参
照
。
二
〇
〇
六
年
八
月
二
十
九
日

調
査
実
施
。

②
は
、
高
野
山
霊
宝
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
未
見
。

③
は
、
御
手
紙
に
て
御
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
明
王
院
住
職
高
岡
隆
州
氏
よ
り
、
昭
和
二
十
七

年
（
一
九
五
二
）
五
月
の
火
災
で
、
土
蔵
に
も
火
が
入
り
、
多
く
の
典
籍
・
古
文
書
が
焼
失

し
た
と
御
教
示
を
賜
っ
た
。

④
は
、
智
積
院
智
山
書
庫
所
蔵
で
あ
る
。
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
請
求
番
号
　
二
五

棚
二
二
箱
／
六
／
三
―
一
、
三
―
二
、
三
―
三

本
書
は
、
袋
綴
装
冊
子
本
、
上
中
下
三
巻
三
冊
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
慈
忍
が
書

写
さ
せ
た
も
の
。
智
山
常
盤
寮
、
隆
瑜
の
旧
蔵
に
係
る
。
縹
色
表
紙
（
二
三
・
九
×
一

六
・
八
糎
）。
一
冊
目
は
表
表
紙
左
肩
に
「
祕
鍵
開
門
訣
上
　
済
暹
」
と
墨
書
に
よ
る
打

付
外
題
、
二
冊
目
は
表
表
紙
左
肩
に
「
祕
鍵
開
門
訣
中
　
濟
暹
」、
三
冊
目
も
表
表
紙
左

肩
に
「
祕
鍵
開
門
訣
下
　
濟
暹
」
と
墨
筆
に
よ
る
題
簽
が
あ
る
。
一
冊
目
の
打
付
外
題
と

二
冊
目
、
三
冊
目
の
題
簽
と
は
別
筆
で
あ
る
。
一
冊
目
表
表
紙
に
「
十
一
凾
」
の
墨
書
、

同
じ
く
一
冊
目
表
表
紙
に
「
共
三
冊
」、「
観
如
」
の
朱
書
、
二
冊
目
、
三
冊
目
に
「
観
如

本
」
の
朱
書
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。

一
冊
目
巻
頭
遊
紙
の
裏
に
、

開
宝
鈔
道
範
上
　

云
済
暹
開
門
決
羅
什
所
訣
心

經
五
本
　
又

済
暹
僧
都
祕
鍵
開
門
訣
古
徳
云
等

瑜
公
祕
鍵
愚
草
上
巻
引
用
之
但
不
出
撰
者
名

釋L

目
録
下
巻
暹
公
所
述
書
目
之
中
无
載
此
書

と
墨
筆
に
よ
る
識
語
が
あ
る
。

本
文
巻
頭
題
署
は
「
般
若
心
經
祕
鍵
開
門
訣
巻
上
（
〜
下
）」、
尾
題
は
一
定
せ
ず
、
一
冊

目
は
「
般
若
心
經
祕
鍵
開
門
决
上
巻
」、
二
冊
目
は
「
般
若
心
經
祕
鍵
開
門
決
巻
中
」、
三

冊
目
は
「
般
若
心
經
開
門
訣
巻
下
」
に
作
る
。
本
文
料
紙
は
、
楮
紙
、
無
辺
無
界
、
毎
半

葉
十
行
二
十
字
、
注
は
小
字
双
行
二
十
字
。
所
々
に
墨
筆
に
よ
る
返
点
・
送
仮
名
・
校
異

注
が
あ
り
、
ま
た
所
々
に
朱
引
・
朱
筆
に
よ
る
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
句
点
・
校
異

注
・
義
注
が
附
さ
れ
る
。
本
文
書
写
は
複
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寄
合
書
で
あ
る
。

一
冊
目
末
葉
裏
に
、

以
海
住
山
寺
藏
本
写
得
之
訖
彼
本
今
在
于
洛
北
興
聖

禅
寺

天
明
七
年
丁
未
秋
七
月
六
日
閣
毫
於
智
積L

院
南
杉

端
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
武
沙
門
慈
忍

二
冊
目
末
葉
裏
に
、

以
海
住
山
寺
藏
本
寫
得
之
訖
彼
本
今
在
于
洛
北
興
聖

禅
寺

天
明
七
年
丁
未
秋
七
月
念
日
閣
筆
於
智
積
院
中
南
杉
舎

武
州
沙
門
慈
忍

と
一
冊
目
、
二
冊
目
に
そ
れ
ぞ
れ
奥
書
を
有
す
る
。

奥
書
に
見
え
る
海
住
山
寺
と
は
真
言
宗
智
山
派
海
住
山
寺
、
洛
北
興
聖
禅
寺
と
は
臨
済
宗

興
聖
寺
派
興
聖
寺
の
こ
と
を
指
す
か
。

一
冊
目
末
葉
裏
尾
題
の
次
行
に
「
沙
門
聖
沙
」
の
墨
書
が
あ
る
。
各
冊
初
葉
表
に
そ
れ
ぞ

れ
単
廓
長
方
陽
刻
朱
印
「
智山
常
盤
寮
藏
本
」
各
一
顆
、
そ
れ
ぞ
れ
単
廓
長
方
陽
刻
朱
印

「
隆
瑜
藏
」
各
一
顆
を
蹈
印
す
る
。「
智山
常
盤
寮
藏
本
」
は
、
智
積
院
内
に
宝
永
七
年
（
一

七
一
〇
）
に
建
立
さ
れ
た
寮
舎
の
蔵
印
、「
隆
瑜
藏
」
は
、
智
積
院
第
三
十
三
世
隆
瑜
僧

正
（
嘉
永
三
年
〔
一
八
五
〇
〕
七
十
八
歳
に
て
没
し
た
）
の
蔵
印
で
あ
る
。
な
お
、
智
山

伝
法
院
編
『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
二
巻
（
一
九
九
五
年
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
）
に

よ
れ
ば
、
書
名
を
「
秘
鍵
開
門
訣
」
と
す
る
。
智
山
常
盤
寮
・
隆
瑜
に
つ
い
て
は
、
村
山

正
榮
編
『
智
積
院
史
』（
一
九
三
四
年
、
総
本
山
智
積
院
内
弘
法
大
師
遠
忌
事
務
局
）
を

参
照
。
二
〇
〇
六
年
七
月
二
十
五
日
調
査
実
施
。

以
上
の
『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
に
著
録
さ
れ
る
①
〜
④
の
テ
キ
ス
ト
の
他
に
、
⑤
増
福
院

本
が
あ
る
。
本
書
は
、
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
編
『
高
野
山
増
福
院
文
庫
聖
教
文

書
類
目
録
』（
一
九
九
七
年
、
高
野
山
大
学
）
二
十
一
頁
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
及
び
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
写
真
を
使
用
し
て
の
調
査
で
あ
る

が
、
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
整
理
番
号
　
〇
三
一
―
〇
二
五
―
〇
三
、
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ル
ム
番
号
　
六
一
一
―
〇
四
、
紙
焼
番
号
　
一
〇
六

本
書
は
、
袋
綴
装
冊
子
本
、
上
中
下
三
巻
三
冊
。
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
鑁
善
が

書
写
さ
せ
た
も
の
。
増
福
院
の
旧
蔵
に
係
り
、
日
光
院
の
旧
蔵
の
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。

各
冊
表
表
紙
左
肩
に
「
般
若
心
経
祕
鍵
開
門
訣
上
（
〜
下
）」
と
墨
書
に
よ
る
打
付
外
題
、

各
冊
表
表
紙
右
下
に
「
日
光
院
」、
巻
上
表
表
紙
右
肩
に
「
性
信
親
王
之
附
法
／
濟
暹
僧

都
記
」
及
び
打
付
外
題
の
下
（
す
な
わ
ち
左
下
）
に
「
日
光
□
」、
二
冊
目
、
三
冊
目
表

表
紙
右
上
に
「
共
三
」
と
墨
書
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
表
表
紙
の
墨
書
は
各
冊
全
て
同
筆
且

つ
本
文
、
奥
書
の
い
ず
れ
と
も
別
筆
で
あ
る
。
一
冊
目
扉
の
左
肩
に
本
文
と
同
筆
と
思
わ

れ
る
「
般
若
心
經
祕
鍵
開
門
訣
上
」
と
墨
書
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
裏
の
右
端
に
は
本
文
と

別
筆
且
つ
奥
書
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
「
遍
照
尊
院
栄
秀
令
傭
筆
惠
託
愚
老
示
護
法
之
志
須

宜
珍
護
矣
」
と
墨
筆
に
よ
る
識
語
が
あ
る
。
二
冊
目
扉
の
左
肩
に
本
文
と
同
筆
と
思
わ
れ

る
「
開
門
訣
中
」、
三
冊
目
扉
の
左
肩
に
本
文
と
別
筆
の
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
「
般
若
心

經
祕
鍵
開
門
訣
下
」
と
墨
書
が
あ
る
。
本
文
巻
頭
題
署
は
、
一
冊
目
、
三
冊
目
は
「
般
若

心
經
祕
鍵
開
門
訣
巻
上
（
下
）」、
二
冊
目
は
「
般
若
心
経
祕
鍵
開
門
訣
巻
中
」、
尾
題
は

一
冊
目
、
二
冊
目
は
な
く
、
三
冊
目
は
「
般
若
心
經
秘
鍵
開
門
訣
巻
下
」
に
作
る
。
本
文

料
紙
は
、
無
辺
無
界
、
毎
半
葉
九
行
十
八
字
、
注
は
小
字
双
行
。
墨
筆
に
よ
る
返
点
・
送

廿
五

左

板
本
廿

二
右
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仮
名
が
あ
り
、
ま
た
所
々
墨
筆
に
よ
る
縦
点
・
音
訓
・
校
異
注
・
義
注
が
附
さ
れ
る
。
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
及
び
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
写
真
に
よ
る
調
査
の
た
め
、
色
は
不
明

で
あ
る
が
、
傍
線
・
合
点
が
附
さ
れ
る
。
本
文
書
写
は
、
一
冊
目
、
二
冊
目
は
同
筆
で
あ

る
が
、
三
冊
目
の
み
別
筆
の
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
寄
合
書
か
。

一
冊
目
末
葉
表
に
、

○
行
則
十
四
事

天
保
十
五
龍
星
次
甲
辰
夏
五
月
以
壽
門
主
藏
本
使
僧

傭
寫
而
身
自
再
三
訂
校
訖
抑
壽
○本

元
来
甚
麁
漏
渋

筆
謬#

至
多
實
以
難
讀
因
而
経
數
日
一
々
訂
烏
焉
校

刀$

便
後
覧
冀
擬
報
謝
祖
恩
令
法
久
住
之
勝
計
已而

前
左
学
頭
法
本
金
剛
鑁
善
輝
潭
謹
誌

于
時
在
天
野
社
邉
僑
居
花
之
坊
東M

之
下

二
冊
目
末
葉
表
左
側
に
、

天
保
十
五
年
龍
次
甲
辰
夏
五
月
中
浣
再
三
映
校
訖

金
剛
乗
沙
門
鑁
善
世
臘
七
十
又
一

三
冊
目
末
葉
裏
に
、

天
保
十
五
歳
龍
次
癸
卯
夏
六
月
中
浣
使
弟

子
僧
繕
寫W

經
一
月
映
校
研
訂
畢
此
則
擬

令
法
久
住
勝
計
但
原
本
魚
魯
混
淆
烏
焉

参
差
實
勞Z

目
唯
事
短
攻
伏
遺
可
畏
而
己

金
剛
峯
定
額
上
綱
鑁
善
潭

記

と
各
冊
に
奥
書
を
有
す
る
。

そ
の
他
管
見
の
限
り
鑁
善
に
関
す
る
記
事
は
、
性
心
撰
『
即
身
義
鈔
』
上
之
本
（『
真
言
宗

全
書
第
十
三
』
所
収
、
一
九
三
三
年
、
真
言
宗
全
書
刊
行
会
）
の
奥
書
に
「
文
化
十
三
年
丙

子
秋
九
月
以
宇
治
本
令
惠L

房
繕
寫
再
校
對
計
正
衍
誤
了
／
紀
南
…
沙
門
鑁〔
上
記
の「
鑁
」、

梵
字
〕
善
輝
潭

」
と
あ
る
。
鑁
善
は
、
真
明
よ
り
御
流
神
道
を
伝
授
さ
れ
、
天
保
十
四

年
（
一
八
四
三
）
九
月
に
栄
秀
に
伝
授
し
た
。
鑁
善
に
つ
い
て
は
、
三
輪
正
胤
『
近
代
高
野

山
の
学
問
―
遍
照
尊
院
栄
秀
事
績
考
』
を
参
照
。
二
〇
〇
六
年
八
月
三
十
一
日
調
査
実
施
。

調
査
の
結
果
、
①
・
④
・
⑤
の
三
本
は
、『
義
疏
』
の
引
用
箇
所
に
つ
い
て
は
、
異
同
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
四
〇
）

弘
安
十
年
（
一
二
八
七
）、
信
範
の
弟
子
了
尊
の
撰
。
承
澄
・
信
範
の
学
問
の
伝
統
を
踏
ま

え
、
韻
学
上
の
問
題
を
項
目
別
に
取
り
上
げ
て
論
述
し
、
更
に
仏
教
哲
学
・
中
国
思
想
・
中

国
音
韻
学
等
を
採
り
入
れ
て
韻
学
を
一
つ
の
学
と
し
て
成
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
馬
渕
和
夫

編
『
影
印
注
解
悉
曇
学
書
選
集
』
第
四
巻
（
一
九
八
九
年
、
勉
誠
社
）
所
収
、
序
を
参
照
。

鍬
方
本
の
底
本
は
、『
影
印
注
解
悉
曇
学
書
選
集
』
第
四
巻
所
収
を
使
用
し
た
。
本
書
は
、

『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
第
四
巻
（
一
九
九
〇
年
、
岩
波
書
店
）
一
三
八
頁
に
は
著
録
さ
れ

て
い
な
い
。
書
誌
は
、『
影
印
注
解
悉
曇
学
書
選
集
』
第
四
巻
所
収
、
解
題
に
よ
れ
ば
、「
鍬

方
建
一
郎
氏
蔵
（
正
徳
五
年
書
写
本
）

袋
綴
十
冊
　
水
浅
葱
色
表
紙
　
表
紙
右
下
に
「
浄

眼
求
之
」
と
墨
書
す
る
。
紙
幅
十
八
・
〇
セ
ン
チ
　
紙
高
二
六
・
七
セ
ン
チ
（
後
略
）」
と

あ
る
。

『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』
第
四
巻
（
一
九
九
〇
年
、
岩
波
書
店
）
一
三
八
頁
に
よ
る
と
、『
悉

曇
輪
略
図
抄
』
は
、
①
高
野
山
金
剛
三
昧
院
（
室
町
末
期
写
）

②
高
野
山
三
宝
院
（
巻
九

欠
、
天
保
九
写
、
一
〇
冊
）

③
高
野
山
親
王
院
（
巻
一
・
二
前
半
、
貞
享
三
写
）（「
悉
曇

輪
略
図
抄
序
」）

④
高
野
山
遍
照
光
院
（
貞
和
二
写
）

に
所
蔵
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
③
高
野
山
親
王
院
所
蔵
の
二
本
は
、『
義
疏
』
の
引
用
箇
所
が
巻
第
七
の

た
め
、
今
回
は
調
査
か
ら
除
外
し
た
。

①
は
、
未
見
。

②
は
、
三
宝
院
よ
り
寄
託
を
受
け
、
高
野
山
大
学
図
書
館
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
書
誌
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
整
理
番
号
　
四
五
一
―
三
―
八
三

本
書
は
、
袋
綴
装
冊
子
本
、
十
巻
（
欠
巻
九
）
九
冊
。
別
本
巻
五
（
一
冊
）
を
附
す
。
天

保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
隆
鮮
が
書
写
さ
せ
た
も
の
。
練
色
表
紙
（
二
四
・
五
×
一
七
・

〇
糎
）。
各
冊
、
別
本
表
表
紙
左
肩
に
そ
れ
ぞ
れ
「
悉
曇
〔
上
記
の
「
悉
曇
」、
梵
字
〕
輪

略
圖
抄
　
一
（
〜
十
）」
と
墨
書
に
よ
る
打
付
外
題
。
四
冊
目
表
表
紙
見
返
に
「
輪
畧
圖

抄%

四
」、
五
冊
目
〜
十
冊
目
表
表
紙
見
返
に
「
輪
畧
圖
抄
五
（
〜
十
）」
と
墨
書
す
る
。

四
冊
目
〜
十
冊
目
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
表
表
紙
見
返
に
墨
書
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
見

返
が
表
表
紙
に
貼
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
勘
案
し
て
、
元
表
紙
は
本
文
共
紙
か
。
十
冊

目
裏
表
紙
は
、
綴
糸
か
ら
背
に
か
け
て
の
部
分
は
残
存
す
る
も
の
の
、
原
因
は
不
明
で
あ

る
が
欠
損
し
て
い
る
。
一
冊
目
表
表
紙
右
肩
に
「
欠
巻
九
」
と
墨
書
す
る
。

一
冊
目
表
表
紙
見
返
に
、

序
　
弄
紐

声
字
實
相

鬼
文
之
事

四
声

.

（
虫
損
。〔
入
カ
〕）
声

反
切

声
韻

二
冊
目
表
表
紙
見
返
に
、

摩
多
躰
文
事

不
可
得
之
事

十
八
章
之
事

十
五
或
説
事

両
番
帖
釈
事

二
十
九

夏

現
住
壽

七
十
又
一

在
天
野
祠
側

僑
居
之
下
誌

世
臘
七

十
又
一

香
象
心
経
疏
云
若F

部
備
陳
則
言
過
廿
万
頌
若
撮
其
樞

要
則
理
盡
一
十
四
行
是
知
詮
真
之
教
乍
廣
畧
而
隨
縁
超
言
之



生
字
之
事

三
冊
目
表
表
紙
見
返
に
、

單
餘
重
章
事
　
連
聲
音
便
之
事

三
内
之
事

五
音
之
事

當
中
間
之
事

直
拗
音
事

N

密
麁
顕
事

五
冊
目
表
表
紙
見
返
に
、

自
重
異
重
之
事

自
重
太
呼
之
事

無
音
非
字
之
事

首
尾
省
不
之
事

省
事
所
用
之
事

字
形
同
異
之
事

翻
譯
之
事

と
そ
れ
ぞ
れ
目
録
と
思
わ
れ
る
事
項
を
墨
書
す
る
。

本
文
の
前
に
序
が
あ
り
初
行
は
「
悉
曇
輪
略
圖
抄
序
」
で
あ
る
。
本
文
巻
頭
題
署
は
、
一

冊
目
は
「
悉
曇
輪
略
圖
抄
巻
第
一
　
未
再
治
」、
二
冊
目
〜
十
冊
目
及
び
別
本
は
「
悉
曇

輪
略
圖
抄
巻
第
二
（
〜
十
）」
に
作
る
。
本
文
料
紙
は
、
楮
紙
、
無
辺
無
界
、
毎
半
葉
五

行
二
十
〜
二
十
二
字
（
主
に
二
十
字
）、
注
は
小
字
双
行
二
十
八
〜
二
十
九
字
。
墨
筆
に

よ
る
返
点
・
送
仮
名
・
音
訓
（
片
仮
名
）
・
梵
字
の
音
（
片
仮
名
・
漢
字
）
・
反
切
を
附

し
、
ま
た
、
朱
引
、
隆
鮮
と
記
す
奥
書
と
同
筆
の
朱
筆
に
よ
る
返
点
・
送
仮
名
・
音
訓

（
片
仮
名
）
・
校
異
注
・
義
注
・
梵
字
・
引
用
書
の
撰
者
を
附
す
。
七
冊
目
に
は
、
本
文

と
は
別
筆
の
朱
筆
に
よ
る
「
裏
書
云
」
が
散
見
さ
れ
、
多
く
の
外
典
の
引
用
を
示
す
。
四

冊
目
の
朱
筆
は
、「
紀
里
等
文
事
」
の
表
の
梵
字
の
一
部
と
片
仮
名
に
よ
る
梵
字
の
音
の

み
に
附
す
。
別
本
は
、
墨
筆
に
よ
る
返
点
・
送
仮
名
・
附
訓
を
附
し
、
朱
筆
は
「
字
形
同

異
事
」
の
表
の
一
部
に
の
み
附
す
。
尾
題
は
、
一
冊
目
は
「
悉
曇
輪
略
圖
抄
巻
第
一
」、

二
冊
目
〜
十
冊
目
及
び
別
本
は
「
輪
略
圖
抄
巻
第
二
（
〜
十
）」
に
作
る
。

一
冊
目
末
葉
に
、

貞
和
二
年

十
月
八
日
亥
剋
於
高
野
山
一
心
院
奥
坊
書
写
訖

金
剛
資
融
濟
五
十
四

貞
享
三

年
六
月
廿
日
酉
剋
於
攝
津
国
　
　
　
安
田
性
屋
敷

為
天
下
安
全
万
民
豊
樂
為
佛
法
紹
隆
興
隆
密L

悲
母
居
室
令
書
写
訖
為
弘
法
利
生
二
利
滿
足
○

為
悲
母
二
世
悉
地

為
顕
密
成
就
万D

圓
満
　
為
三
宝
四
恩
謝D

成
就

報
恩
為
六
道
功D

如
意

如
意
圓
滿
為
慈
父
尊
霊
決
定
成
佛
○

為
自
他
同
性
无
上
爲
焉

為
護
持
法
主
行
願
圓
滿

為
法
界
聖
霊
成
等
正
覚

金
剛
佛
子
理
智
門

五
十
二
歳

天
保
九
年

六
月
日
令
閑
徒
書
写
畢
同
九
月
廿
三
日
夜
加
朱
点

一
校
畢
　
　
　
　
　
　
　
吉
祥
子
隆
鮮

と
墨
書
す
る
。

二
冊
目
末
葉
表
に
、

貞
和
二
年
十
一
月
日
於
高
野
山
一
心
院
知
足
薗
書
写
之

悉
曇
末
學
阿
覺

貞
享
三
丙
寅

年
七
月
九
日
未
剋
於
攝
津
國
　
　
　
安
田
性
屋
敷

悲
母
居
室
令
書
写
之
訖
為
天
下
安
全
万
民
豊
樂
為
佛
法
紹
隆
興
隆

密
教
為
顯
密
成
就
万D

圓
滿
為
弘
法
利
生
二
利
満
足
為
三
宝
四
恩

と
墨
書
す
る
。

二
冊
目
末
葉
裏
に
、

報
恩
謝D

為
六
道
功D

如
意
成
就
為
悲
母
二
世
悉
地
如
意
圓
滿

為
慈
父
尊
令
決
定
定
佛
為
護
持
法
主
行
願
圓
滿
為
自
他

同
性
无
上
菩
提
焉

金
剛
佛
子
理
智
門

五
十
二
歳

天
保
九
年
七
月
日
令
写
得
畢
同
八
月
廿
四
一O

且
加
朱
点

了

と
墨
書
す
る
。

二
冊
目
裏
表
紙
見
返
の
右
下
に
、

吉
祥
子
隆
鮮

と
墨
書
す
る
。

三
冊
目
末
葉
表
尾
題
次
行
に
、

天
保
第
九
戊
戌

歳
七
月
日
令
書
写
畢
同
八
月
廿
四
日

一O

且
加
朱
點
畢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
祥
子
　
隆
鮮

と
朱
書
す
る
。

三
冊
目
末
葉
裏
に
、

貞
和
二
年

十
月
之
比
於
高
野
山
一
心
院
知
足
薗
誂

舜
了
房

書
寫
之
手
自O

合
畢

悉
曇
〔
上
記
の
「
悉
曇
」
梵
字
〕
未
学
融
濟
五
十
四
歳

丙戌

五
十

四

丙寅

丙戌
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貞
享
三

年
霜
月
十
月
申
尅
於
攝
津
國
畑
原
村

都

賀

荘

安
田
性
屋
敷

悲
母
居
室
令
書
寫
之
訖
為
天
下
安
全
万
民
豊
樂
為
佛
法
紹
隆

興
隆
密L

為
顯
密
成
就
万D

圓
滿
為
弘
法
利
生
二
利
滿
足
為

三
寳
四
恩
報
恩
謝D

為
六
道
功D

如
意
成
就
為
悲
母
二
世
悉
地

如
意
圓
滿
為
慈
父
尊
靈
決
定
成
佛
為
護
持
法
主
行
願

圓
滿
為
自
他
同
性
无
上
菩
提
焉

金
剛
佛
子
理
智
門

五
十
二
歳

と
墨
書
す
る
。

四
冊
目
第
三
十
八
葉
裏
尾
題
次
行
に
、

貞
和
二
年

十
月
八
日
一
夜
之
中
書
寫
終
功
畢

于
時
高
野
山
一
心
院
内
金
光
院
中
寮
寒
嵐
拂
砌
甚

と
墨
書
す
る
。

四
冊
目
末
葉
表
に
、

雨
灑
窓
獨
挑
紅
燭(

馳
紫
毫
畢

金
剛
資
本
明

一O

了
　
　
　
　
阿
覺

貞
享
三

年
霜
月
廿
五
日
酉
尅
於
攝
州
兎
原
郡
都
賀
荘

畑
原
村
安
田
性
屋
敷
悲
母
居
室
令
書
寫
訖
為
天
下
安
全
万
民

と
墨
書
す
る
。

四
冊
目
末
葉
裏
に
、

豊
樂
為
佛
法
紹
隆
興
隆
密L

為
顯
密
成
就
万D

圓
滿
為

弘
法
利
生
二
利
滿
足
為
三
寶
四
恩
報
恩
謝D

為
六
道
功D

如
意
成
就
如
意
圓
滿
為
悲
母
二
世
悉
地
如
意
圓
満
為
慈
父

尊
霊
決
定
成
佛
為
法
界
聖
霊
成
等
正
覺
為
護
持

法
主
行
願
圓
満
為
自
他
同
性
无
上
菩
提
焉

と
墨
書
す
る
。

四
冊
目
裏
表
紙
見
返
に
、

金
剛
佛
子
理
智
門

五
十
二
歳

天
保
九
年

八
月
廿
八
日
以
右
御
本
書
写
之

吉
祥
子
隆
鮮

と
墨
書
す
る
。

五
冊
目
第
三
十
二
葉
裏
尾
題
次
行
に
、

貞
和
二
年

十
月
十
三
日
子
尅
於
高
野
山
一
心
院
之
内

と
墨
書
す
る
。

五
冊
目
末
葉
表
に
、

知
足
園
爐
邊
書
寫
訖

金
剛
資
融
濟

後
同
手
自O

了

貞
享
三
丙
寅

年
十
二
月
廿
九
日
申
尅
於
攝
州
兎
原
郡

都
賀
荘
畑
原
村
安
田
性
屋
敷
悲
母
居
室
令
書
寫
訖

と
墨
書
す
る
。

五
冊
目
末
葉
裏
に
、

為
天
下
安
全
万
民
豊
樂
為
伽
藍
安
穩
興
隆
密
教

為
顯
密
成
就
万D

圓
滿
為
弘
法
利
生
二
利
満
足
為

三
寶
四
恩
報
恩
謝D

為
六
道
功D

如
意
成
就
如
意

圓
滿
為
悲
母
二
世
悉
地
如
意
圓
満
為
慈
父
尊
靈

決
定
成
佛
為
法
界
聖
靈
成
等
正
覺
為
護
持
法
主

と
墨
書
す
る
。

五
冊
目
裏
表
紙
見
返
に
、

行
願
圓
満
為
自
他
同
證
无
上
菩
提
焉

金
剛
佛
子
理
智
門

天
保
九
年
戊
戌

歳
八
月
十
八
日
写
之
了

『
（
朱
書
）同

八
月
廿
四
日
一O

加
朱
点
』

隆
鮮

『
（
朱
書
）了

吉
祥
子
　
鮮
』

と
あ
る
。

六
冊
目
第
四
十
二
葉
表
に
、

貞
和
二
年
十
月
中
旬
之
比
於
高
野
山
一
心
院
知
足
薗
誂

本
明
房
書
写
了
辟
事
等
多
之
手
自O

合
直
付
之
尚

不
審
等
甚
多
後
説
之
人
莫
謬
之
以
證
本
重
可O

合
者
也

阿
覺

と
墨
書
す
る
。

六
冊
目
第
四
十
二
葉
裏
に
、

貞
享
四
丁
卯

年
六
月
六
日
未
尅
於
攝
州
兎
原
郡
都
賀
庄
畑
原

村
安
田
性
屋
敷
悲
母
居
室
令
書
写
訖
為
天
下
安
全
万
民
豊
樂

為
佛
法
興
隆
密L

紹
隆
為
顯
密
成
就
万D

圓
滿
為
弘
法

利
生
二
利
満
足
為
三
寶
四
恩
報
恩
謝D

為
六
道
功D

如
意

と
墨
書
す
る
。

六
冊
目
末
葉
表
に
、

成
就
如
意
圓
満
為
悲
母
二
世
悉
地
如
意
圓
滿
為
慈
父
尊
靈

決
定
成
佛
為
法
界
聖
霊
成
等
正
覺
為
護
持
法
主
行
願

圓
満
為
自
他
同
證
无
上
菩
提
焉

金
剛
佛
子
理
智
門
五
十
三
歳

年五
十
四

五
十
二

歳

五
十
四

歳

丙戌 戊戌

丙寅

丙戌

丙寅



と
墨
書
す
る
。

六
冊
目
裏
表
紙
見
返
に
、

天
保
九
七
月
日
令
書
写
之
了
同
八
月
廿
七
日O

之

且
加
朱
点
畢
　
　
　
吉
祥
子
隆
鮮

と
朱
書
す
る
。

七
冊
目
裏
表
紙
見
返
に
、

天
保
九
戌
年
七
月
日
以
理
智
門
阿
遮&

御
自
筆
本

令
書
写
畢

『
（
朱
書
）同

年
八
月
廿
八
日
一O

且
加
朱
點
畢
』

吉
祥
子
隆
鮮

と
あ
る
。

八
冊
目
裏
表
紙
見
返
に
、

天
保
九
戊
戌
歳
七
月
日
以
理
観
大
遮&

御
本
令
書
写
了

『
（
朱
書
）同

八
月
廿
八
日
一O
且
加
朱
点
畢
』

吉
祥
子
隆
鮮

と
あ
る
。

十
冊
目
裏
表
紙
見
返
に
、

天
保
九
年
七
月
日
令
写
了隆

鮮

『
（
朱
書
）同

八
月
廿
八
日
一O

且
加
朱
点
了
』

と
あ
る
。

別
本
末
葉
表
に
、

貞
和
二
年
戌丙

十
月
十
三
日
子
尅
於
高
野
山
一
心
院
之
内

知
足
園
爐
邊
書
寫
訖

金
剛
資
融
濟

後
同
手
自O

了

貞
享
三
寅丙

年
十
二
月
廿
九
日
於
摂

申

尅

於
攝
州
兎
原
郡

と
墨
書
す
る
。

別
本
末
葉
裏
に
、

都
賀
荘
畑
原
村
安
田
姓
屋
敷
悲
母
居
室
令
書
寫
訖

為
天
下
安
全
万
民
豊
樂
為
伽
藍
安
穩
興
隆
密
教

為
顕
密
成
就
万D

円
満
為
弘
法
利
生
二
利
満
足
為

三
寳
四
恩
報
恩
謝D

為
六
道
功D

如
意
成
就
如
意

円
満
為
悲
母
二
世
悉
地
如
意
円
満
為
慈
父
尊
霊

と
墨
書
す
る
。

別
本
裏
表
紙
見
返
に
、

決
定
成
佛
為
法
界
聖
靈
成
等
正
覺
為
護
持
法
主

行
願
円
満
為
自
佗
同
證
无
上
菩
提
焉

金
剛
佛
子
理
智
門

天
保
九
戊
戌

年
五
月
四
日
書
写
畢

金
剛
佛
子
隆
鮮

と
墨
書
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
各
冊
、
別
本
に
そ
れ
ぞ
れ
奥
書
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
奥
書
か
ら
、
貞
和

二
年
（
一
三
四
六
）
に
書
写
し
た
テ
キ
ス
ト
を
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
か
ら
貞
享
四
年

（
一
六
八
七
）
か
け
て
に
書
写
し
、
こ
の
貞
享
書
写
の
テ
キ
ス
ト
を
天
保
九
年
（
一
八
三

八
）
に
書
写
し
、
同
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
に
校
合
し
朱
点
を
加
え
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。

本
文
書
写
は
、

【
あ
】
一
冊
目
（
初
葉
〜
第
十
七
葉
）
・
四
冊
目
（
第
六
葉
〜
末
葉
）
・
五
冊
目

（
全
）
・
別
本
（
第
二
十
八
葉
〜
末
葉
）

【
い
】
一
冊
目
（
第
十
六
葉
〜
末
葉
）
・
二
冊
目
（
全
）
・
六
冊
目
（
全
）
・
七
冊
目

（
全
）
・
八
冊
目
（
全
）
・
十
冊
目
（
全
）

【
う
】
三
冊
目
（
全
）
・
四
冊
目
（
初
葉
〜
第
五
葉
）
・
別
本
（
初
葉
〜
第
二
十
八
葉
）

の
【
あ
】【
い
】【
う
】
の
三
筆
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
寄
合
書
で
あ
る
。
天
保
九
年

の
墨
書
に
よ
る
奥
書
及
び
同
年
の
朱
書
に
よ
る
奥
書
は
（
た
だ
し
、
別
本
は
朱
書
に
よ
る

奥
書
な
し
）
は
、
別
本
の
そ
れ
以
外
全
て
同
筆
と
思
わ
れ
、
且
つ
本
文
【
あ
】
と
同
筆
か
。

各
冊
、
別
本
に
そ
れ
ぞ
れ
単
廓
方
形
陽
刻
朱
印
「
懐
／
玉
」
と
推
定
さ
れ
る
各
一
顆
を
蹈

印
す
る
。
七
冊
目
第
三
葉
表
眉
上
に
本
文
と
別
筆
の
「
淤

ハ

游
ナ
リ

」
と
墨
書
に
よ
る
附
箋

が
あ
る
。

十
冊
目
第
二
十
一
葉
裏
と
第
二
十
二
葉
表
上
段
に
、

裏
書金

界
成
身
會

降
三
世
會

理
趣
會

微
細
會

羯
磨
會

三
昧
耶
會

大
供
養
會

四
印
會

一
印

十
冊
目
第
二
十
一
葉
裏
と
第
二
十
二
葉
表
中
段
〜
下
段
に
、

胎
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
龍
軌

平
等
開
悟

金
剛
薩P

大
印

羯
磨
大
印

五
相
成
身

振
鈴

召
罪
浄
菩
提 降

三
世

大
樂
不
空

自
浄
三
業

至
極
喜
三
昧
耶

五
十
歳

五
十
四

歳

総研大文化科学研究 三八
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如
来
身
院
　
自
示
三
昧
耶
○
至
除
蓋
障

観
音
院
　
　
觀
自
在
○
地
藏

文
殊
院
　
　
曼
殊
室
○
諸
奉
教

除
蓋
障
院
　
大
愛
敬
○
不
思
議
惠

地
藏
院
　
　
地
藏
旗
○
堅
固
意

虚
空
藏
院
　
虚
空
无
垢
○
安
住
惠

金
剛
手
院
　
執
金
剛
○
金
剛
拳

釋
迦
院
　
　
無
能
勝
○
諸
菩
薩

遍
知
院

五
大
院

蘓
悉
地
院

四
大
護
院

と
墨
書
す
る
挿
入
紙
が
あ
る
。

こ
の
挿
入
紙
は
、
本
文
の
脱
し
た
部
分
を
後
に
補
写
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
二
〇
〇
六

年
八
月
三
十
日
調
査
実
施
。

④
は
、
未
見
。
④
を
底
本
と
し
て
い
る
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
　
第
八
十
四
巻
』（
一
九
六
三

年
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
）
所
収
本
を
用
い
た
。

（
四
一
）

隋
代
の
蕭
吉
撰
。
漢
代
よ
り
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
盛
行
し
た
陰
陽
五
行
説
を
ま
と
め

た
書
。
元
弘
相
伝
本
（
穂
久
邇
文
庫
所
蔵
本
）
の
表
書
・
裏
書
に
『
五
行
大
義
』
中
の
本
文

の
字
句
の
極
め
て
多
く
の
箋
注
が
施
さ
れ
、
多
数
の
文
献
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

中
村
璋
八
氏
に
よ
る
と
、
表
書
・
裏
書
の
成
っ
た
の
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
は
あ

る
が
、
智
円
が
相
伝
し
た
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
よ
り
は
相
当
以
前
、
恐
ら
く
、
本
文
の

書
写
と
同
じ
う
し
、
鎌
倉
時
代
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
か
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。『
五
行
大
義
（
二
）』
古
典
研
究
会
叢
書
　
漢
籍
之
部
　
第
八
卷
（
一
九
九
〇

年
、
汲
古
書
院
）
所
収
、
中
村
璋
八
「
五
行
大
義
に
就
い
て
」
を
参
照
。

書
誌
は
、
石
塚
晴
通
「
五
行
大
義
元
弘
本
の
書
誌
」（『
五
行
大
義
（
二
）』
所
収
）
に
よ
れ

ば
、「
鎌
倉
時
代
元
弘
三
年
頃
書
寫
、
卷
子
装
ヲ
後
ニ
折
本
装
ニ
改
ム
、
楮
交
斐
紙
、
縱
三

十
三
・
一
糎
（
界
高
二
十
六
・
三
糎
、
十
六
字
）
横
五
十
一
・
三
糎
（
十
八
行
）
ノ
料
紙
ヲ

繼
グ
卷
子
装
ヲ
横
二
十
二
・
八
糎
（
片
面
八
行
）
ノ
折
本
装
ニ
改
ム
、
柿
澁
表
紙
、（
後
略
）」

と
あ
る
。

底
本
は
、『
五
行
大
義
（
二
）』
を
使
用
し
た
。

（
四
二
）

正
和
三
年
（
一
三
一
四
）、
釈
法
空
の
撰
。『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
の
注
釈
書
で
、
仏
典
・
日
本

古
典
籍
・
漢
籍
を
多
く
引
用
す
る
。
阿
部
隆
一
「
室
町
以
前
成
立
聖
徳
太
子
伝
記
類
書
誌
」

（
聖
徳
太
子
研
究
会
編
『
聖
徳
太
子
論
集
』
一
九
七
一
年
、
平
楽
寺
書
店
。
後
に
『
阿
部
隆

一
遺
稿
集
　
第
三
巻
　
解
題
篇
二
』
所
収
、
一
九
八
五
年
、
汲
古
書
院
）、
前
掲
注
（
二
）

阿
部
隆
一
②
、
飯
田
瑞
穗
「
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
・
上
宮
太
子
拾
遺
記
」（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
五
十
四
巻
十
号
、
一
九
八
九
年
、
至
文
堂
。
後
に
『
聖
徳
太
子
伝
の
研
究

飯
田
瑞
穗
著
作
集
１
』
所
収
、
二
〇
〇
〇
年
、
吉
川
弘
文
館
）
を
参
照
。

底
本
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
写
真
（
函
架
番
号
　
五
五
七

函

七
五

号

）
を
使
用
し
た
。

書
誌
は
、
阿
部
隆
一
「
室
町
以
前
成
立
聖
徳
太
子
伝
記
類
書
誌
」
に
よ
れ
ば
、「
宮
内
庁
書

陵
部
蔵
明
治
影
写
本
六
冊
。（
中
略
）
法
隆
寺
蔵
本
の
影
写
で
、
本
文
と
別
筆
の
巻
末
の
伝

領
識
語
に
「
右
抄
全
部
六
冊
自
春
学
房
五
師
方
預
相
伝
訖
適
悦
＼
不
斜
者
也
＼
天
正
十
年
申壬

月
五
日
上
宮
門
葉
法
相
末
資
実
秀
」
と
。（
後
略
）」
と
あ
る
。

（
四
三
）

文
安
五
年
（
一
四
四
八
）、
法
隆
寺
の
釈
訓
海
の
撰
。『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
の
注
釈
書
で
、

『
聖
徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』
と
同
様
に
、
仏
典
・
日
本
古
典
籍
・
漢
籍
を
多
く
引
用
す
る
。

飯
田
瑞
穗
「
法
隆
寺
蔵
尊
英
本
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
解
説
」（
法
隆
寺
編
『
法
隆
寺
蔵
尊
英

本
太
子
伝
玉
林
抄
　
下
巻
』
所
収
、
一
九
七
八
年
、
吉
川
弘
文
館
。
後
に
『
聖
徳
太
子
伝
の

研
究
　
飯
田
瑞
穗
著
作
集
１
』
所
収
、
二
〇
〇
〇
年
、
吉
川
弘
文
館
）
を
参
照
。

底
本
は
、『
法
隆
寺
蔵
尊
英
本
太
子
伝
玉
林
抄
　
上
巻
』（
一
九
七
八
年
、
吉
川
弘
文
館
）
・

『
法
隆
寺
蔵
尊
英
本
太
子
伝
玉
林
抄
　
中
巻
』（
一
九
七
八
年
、
吉
川
弘
文
館
）
・
『
法
隆
寺

蔵
尊
英
本
太
子
伝
玉
林
抄
　
下
巻
』
を
使
用
し
た
。

書
誌
は
、「
法
隆
寺
蔵
尊
英
本
『
太
子
伝
玉
林
抄
』
解
説
」
に
よ
れ
ば
、「
寫
本
。
袋
綴
十
九

册
（
但
し
内
一
册
新
寫
後
補
）。
楮
紙
。
縱
二
四
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
九
・
七
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
。（
後
略
）」
と
あ
る
。

（
四
四
）

本
稿
に
於
い
て
、
鈔
本
『
義
疏
』
三
十
七
本
の
所
在
が
確
認
で
き
て
い
る
う
ち
、
応
永
三
十

四
年
本
・
文
明
九
年
本
・
清
熙
園
本
の
三
本
を
底
本
と
し
た
理
由
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
応
永
三
十
四
年
本
（
一
四
二
七
年
）
は
、
現
存
の
鈔
本
『
義
疏
』
中
、
最
古
の
年
紀
を

有
す
る
た
め
。

○
文
明
九
年
本
（
一
四
七
七
年
）
は
、
武
内
義
雄
氏
が
前
掲
注
（
四
）
②
に
於
い
て
、
底

本
と
し
て
い
る
た
め
。

○
清G

園
本
に
つ
い
て
、
後
に
示
す
よ
う
に
武
内
義
雄
氏
は
「
私
が
寓
目
し
た
日
本
の
皇

疏
の
旧
鈔
本
中
、
最
も
古
い
と
考
え
ら
れ
る
清
熙
園
蔵
本
」、
高
橋
均
氏
は
「S

熙
園

本
ほ
ど
整
っ
て
い
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
を
他
に
見
な
い
。」
と
述
べ
て
両
氏
は
評
価

し
て
い
る
。
ま
た
、
高
橋
均
氏
は
前
掲
注
（
五
）
⑯
に
於
い
て
、『
義
疏
』
の
底
本
と

し
て
い
る
た
め
。

応
永
三
十
四
年
本
の
底
本
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
写
真
を
使
用
し
た
。

『
尊
経
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』（
一
九
三
四
年
、
石
黒
文
吉
）
に
よ
れ
ば
、

論
語
義
疏
　
十
卷
　
梁
皇
侃
疏
　
古
鈔
本
　
一
〇

册

數

と
あ
る
が
、
旧
鈔
本
『
義
疏
』
中
、
最
古
の
年
紀
で
あ
る
応
永
三
十
四
年
が
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
は
、
言
及
し
て
い
な
い
。

文
明
九
年
本
の
底
本
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
写
真
を
使
用
し
た
。

龍
谷
大
学
図
書
館
編
『
龍
谷
大
学
図
書
館
善
本
目
録
』（
一
九
三
六
年
、
龍
谷
大
学
出
版
部
）

に
よ
れ
ば
、

論
語
義
疏
。

梁
、
皇
侃
。

十
卷
五
册
　
〇
二
一
―
二
〇
―
五
　



室
町
時
代
中
期
の
寫
本
。
袋
綴
。
縱
七
寸
五
分
、Q

四
寸
七
分
。B

褐
色
原
表
紙
（
補
修
）。

六
行
二
十
字
詰
。
注
雙
行
。
卷
二
末
に!

書
し
て
「
于
時
文
明
九
年
酉丁
六
月
廿
八
日
書
寫

畢
」

卷
四
末
に
墨
書
「
時
文
明
九
年
酉丁
八
月
十
一
日
映
朔
鴈
考
書
寫
畢
」

朱
點
、
墨
點
あ
り
。

改
装
本
で
あ
る
。
皇
侃
の
義
疏
に
は
鄰
邦
己
佚
の
書
と
し
て
有
名
な
も
の
で
あ
る
が
現
存

諸
舊
鈔
本
は
概
ねJ

疏
を
含
み
、
義
疏
の
眞
を
傳
へ
ず
。
而
も
南
北
朝
に
遡
り
得
る
も
の

を
見
ず
。
成
簀マ

マ

堂
文
庫
本
に
寶D

三
年
の
奧
書
あ
る
鈔
本
あ
れ
ど
も
遽
に
信
じ
難
く
、
本

館
所
藏
本
は
現
存
の
義
疏
と
し
て
年
號
明
記
あ
る
最
古
の
も
の
で
あ
ら
う
。J

疏
を
含
む

こ
と
他
本
と
同
じ
。

と
あ
り
、
応
永
三
十
四
年
本
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
文
明
九
年
本
が
最
古
の
年
紀

を
有
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
る
。

清
熙
園
本
の
底
本
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
写
真
を
使
用
し
た
。

天
理
図
書
館
編
『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
』
和
漢
書
之
部
第
三
、
天
理
図
書
館
叢
書
第
二
十

五
輯
（
一
九
六
〇
年
、
天
理
大
学
出
版
部
）
に
よ
れ
ば
、

論
語
義
疏
　
寫
　
十
巻
　
五
冊
　
四
六
〇

皇
侃
（
梁
）
著
　
自
序
　
何
晏
論
語
集
解
序
　
袋
綴
　
利
久
鼠
色
表
紙
　
二
三
糎
一
七
・

五
糎
　
四
周
單
邊
二
〇
・
五
糎
一
五
・
五
糎
　
有
界
九
行
二
十
四
字
小
雙
行
　
題
簽
左
肩

後
筆
「
皇
侃
疏
一
之
二
（
―
九
之
十
）」

尾
題
「
論
語
巻
一
（
―
十
）」、「
清
熙
園
圖
書

印
」（
室
町
時
代
初
期
寫
　
朱
筆
訓
點
を
施
す
（
中
略
）
一
二
三
・
三
―
イ
一
七
）（
重
美
）

と
あ
る
。

ま
た
、
武
内
義
雄
氏
は
、
前
掲
注
（
四
）
③
に
於
い
て
、

私
が
寓
目
し
た
日
本
の
皇
疏
の
旧
鈔
本
中
、
最
も
古
い
と
考
え
ら
れ
る
清
熙
園
蔵
本
に
は

集
解
本
の
下
に
皇
疏
と
正
義
の
一
部
分
と
を
配
纂
し
て
い
る
が
そ
の
本
経
集
解
本
は
明
経

博
士
清
原
家
の
証
本
ら
し
い
か
ら
、
お
そ
ら
く
最
初
は
清
原
家
の
学
者
が
講
釈
の
便
に
そ

な
え
る
た
め
に
作
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
て
い
る
。

高
橋
均
氏
は
、
前
掲
注
（
五
）
⑨
に
於
い
て
、

舊
抄
本
中
にJ

X

の
正
義
を
引
く
場
合
、「X

」「
正
義
」「X

正
義
」「X

云
正
義
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
方
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「X

」
と
呼
ぶ
の
が
最
も
古
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
推
測
し
た
が
、
そ
の
根
據
を
こ
こ
で
改
め
て
考
え
て
み
よ
う
。

繰
り
返
し
觸
れ
た
よ
う
に
、
皇
侃
の
義
疏
は
多
く
の
注
釋
家
のR

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
そ
の
特
長
と
す
る
。
そ
こ
に
新
た
に
注
釋
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
場
合
、

義
疏
と
同
じ
く
、
そ
の
呼
び
方
は
書
名
で
は
な
く
て
注
釋
家
の
名
で
あ
る
。
つ
ま

り
「
正
義
」
と
い
う
書
名
で
は
な
く
て
、「J

X

●

」
と
い
う
注
釋
家
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
こ
う
し
て
始
め
て
正
義
のR

は
、
義
疏
に
見
え
る
注
釋
家
のR

と
並
列
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
義
疏
と
一
體
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
よ
う
に
考
え
る
據
り
所
と
し
て
、

舊
抄
本
の
中
で
最
も
古
い
抄
本
の
ひ
と
つ
と
考
え
るS

G

園
本
論
語
義
疏
の
記
述
を
擧
げ

る
。
そ
の
疏
で
は
、
注
釋
家
ご
と
に
、
い
ず
れ
も
上
に
一
字
分
の
空
格
が
置
か
れ
て
い
て
、

そ
の
前
と
區
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、J

X

の
正
義
を
引
く
場
合
で
も
、
義
疏
に
引
か

れ
る
注
釋
家
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
上
に
一
字
分
の
空
格
が
置
か
れ
「

X

云
…
…
」
と

さ
れ
て
い
る
。T

ち
、S

G

園
本
に
お
い
て
は
、
空
格
を
置
く
こ
と
、
注
釋
家
名
で
あ
る

こ
と
、
こ
の
二
點
に
よ
っ
て
義
疏
中
に
引
か
れ
る
注
釋
家
のR

と
、
後
か
ら
加
え
ら
れ
た

正
義
と
は
、
完
全
に
一
體
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

高
橋
氏
注
―
敦
煌
本
論
語
疏
は
、
舊
抄
本
と
は
ま
っ
た
く
形
式
が
異
な
る
の
で
直
接
比
べ

ら
れ
な
い
が
、
提
示
の
句
と
そ
れ
へ
の
疏
と
が
そ
れ
ぞ
れ
一
字
分
の
空
格
を
置
い
て
區
別

さ
れ
て
い
る
。S

G

園
本
の
こ
の
よ
う
な
記
述
と
共
通
す
る
點
に
お
い
て
興
味
深
い
。

ま
た
、
現
在
見
る
舊
抄
本
で
、S

G

園
本
ほ
ど
整
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
も
の
を
他
に
見

な
い
。S

G

園
本
を
、
今
直
ち
に
舊
抄
本
中
の
祖
本
、
或
い
は
そ
れ
に
近
い
も
の
と
斷
定

し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
記
述
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
た
。

と
述
べ
て
い
る
。

（
四
五
）

敦
煌
で
フ
ラ
ン
ス
人
ポ
ー
ル
・
ぺ
リ
オ
（P

aulP
elliot

）
に
よ
り
発
見
さ
れ
、
現
在
は
、
パ

リ
国
立
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
学
而
・
為
政
・
八C

・
里
仁
の
四
篇
が
僅
か
に
伝
存
す

る
の
み
の
残
巻
で
あ
り
、
唐
代
末
期
の
乾
寧
三
年
（
八
九
六
）
以
前
の
鈔
本
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
王
重
民
『
敦
煌
古
籍
叙
録
』（
一
九
七
九
年
、
中
文
出
版
社
）
巻
一
　
経
部
を
参
照
。

高
橋
均
氏
は
前
掲
注
（
五
）
⑤
、
土
田
健
次
郎
氏
は
「
Ⅳ
儒
教
典
籍
　
五
『
論
語
』」（
池
田

温
責
任
編
集
『
講
座
敦
煌
５
　
敦
煌
漢
文
文
献
』
所
収
、
一
九
九
二
年
、
大
東
出
版
社
）
に

於
い
て
、
王
重
民
氏
の
説
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
て
い
る
。
底
本
は
、
東
洋
文
庫
所
蔵
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
写
真P

elliotchinois
Touen-houang

3573

を
使
用
し
た
。

（
四
六
）

前
掲
注
（
五
）
高
橋
均
⑯
を
参
照
。

（
四
七
）
「
論
語
義
疏
の
系
統
に
就
い
て
」。
前
掲
注
（
七
）
を
参
照
。

（
四
八
）
『
修
文
殿
御
覧
』
と
推
定
す
る
説
に
は
、
例
え
ば
、
羅
振
玉
「
敦
煌
本
修
文
殿
御
覧
跋
」

（『
羅
振
玉
校
刊
群
書
叙
録
』
所
収
、
一
九
九
八
年
、
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
）
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
四
九
）
『
華
林
遍
略
』
と
推
定
す
る
説
に
は
、
例
え
ば
、
洪
業
「
所
謂
修
文
殿
御
覧
者
」（『
燕
京
学

報
』
第
十
二
期
所
収
、
一
九
三
二
年
）、
季U

林
主
編
『
敦
煌
学
大
辞
典
』（
一
九
九
八
年
、

上
海
辞
書
出
版
社
）
の
「
華
林
遍
略
」
の
項
（
李
鼎
霞
氏
執
筆
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
補
記
〕

本
稿
に
於
い
て
『
令
集
解
』
の
主
要
な
写
本
と
し
て
テ
キ
ス
ト
に
用
い
た
田
中
本
・
鷹
司
家

本
・
清
家
本
・
紅
葉
山
文
庫
本
・
東
山
御
文
庫
本
・
『
旧
抄
本
経
書
』
の
他
に
秘
閣
本
が
伝

存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
秘
閣
本
『
令
集
解
』
巻
第
八
僧
尼
令
（
神
田

喜
一
郎
氏
旧
蔵
）、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
秘
閣
本
『
令
集
解
』
巻
第
十
一
戸
令
（
秘
閣
旧

蔵
）
・
巻
第
十
二
田
令
（
秘
閣
旧
蔵
）
で
あ
っ
て
、
両
者
は
僚
巻
と
い
え
る
。
秘
閣
本
は
系

統
や
性
格
が
詳
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
本
稿
で
は
除
外
し
た
。
系
統
や
性
格
に
つ
い
て
は
、
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今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
田
島
公
「
焼
失
を
免
れ
て
い
た
秘
閣
本
『
令
集
解
』
―
書
陵
部
と

大
谷
大
学
に
分
蔵
さ
れ
る
写
本
の
由
来
―
」（『
日
本
歴
史
』
第
六
〇
〇
号
　
記
念
特
集
号
、

一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

〔
追
記
〕

本
稿
脱
稿
後
に
、
許
建
平
『
敦
煌
経
籍
叙
録
』（
二
〇
〇
六
年
、
中
華
書
局
）
を
入
手
し
た
。

敦
煌
遺
書
の
代
表
的
な
先
行
研
究
に
は
、
前
掲
注
（
四
五
）
王
重
民
『
敦
煌
古
籍
叙
録
』
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
本
稿
で
は
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
に
つ
い
て
、
王
重
民
氏
の
説
に
依
拠

し
た
。
し
か
し
、
許
建
平
氏
は
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
に
つ
い
て
新
た
な
説
を
提
出
さ
れ
て
い

る
。
氏
は
「
巻
七
　
論
語
　
　
四
　
皇
侃
《
論
語
疏
》
」
に
於
い
て
、
前
掲
注
（
四
九
）

『
敦
煌
学
大
辞
典
』
の
「
宣
諭
使
図
書
記
」
の
項
（
李
正
宇
氏
執
筆
）
の
「
此
巻
書
法
遒
美，

功
力
頗
深，

非
晩
唐
敦
煌
抄
手
所
能
及，

疑
為
内
地
写
本，

宣
諭
使
携
至
敦
煌
者
。」
に
依

拠
し
、「
其
爲
中
原
寫
本
可
無
疑
矣
」
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
敦
煌
本

『
論
語
疏
』
に
つ
い
て
、
許
建
平
氏
は
、
敦
煌
に
於
い
て
書
写
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、

中
原
に
於
い
て
書
写
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
如
く
、
本
稿
は
王
重

民
氏
の
説
に
依
拠
し
た
が
、
許
建
平
氏
の
説
に
依
拠
し
て
も
、
本
稿
の
考
証
・
結
論
に
は
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
の
個
別
的
検
討
は
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
徐
望
駕
『
《
論
語
義
疏
》
語
言
研
究
』
広
東
商
学
院
学
術
文
庫
（
二
〇
〇
六
年
、
中

国
社
会
科
学
出
版
社
）
を
入
手
し
た
。
氏
は
、『
論
語
義
疏
』
の
研
究
史
を
概
観
し
、
研
究

の
意
義
等
を
述
べ
、
中
古
漢
語
研
究
の
見
地
か
ら
言
語
学
的
考
察
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
附

録
と
し
て
、
テ
キ
ス
ト
の
流
伝
、
及
び
テ
キ
ス
ト
の
所
蔵
機
関
等
を
記
す
。
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